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令和２年度使用藤沢市教科用図書に関する審議結果について（答申） 

 

藤沢市教科用図書採択審議委員会（以下審議委員会という）では、令和２年度使用小学校

用教科用図書、令和２年度使用中学校用教科用図書及び令和２年度使用特別支援学校及び小

学校若しくは中学校の特別支援学級用教科用図書について、教育委員会の諮問に基づき、審

議方針を定め、その方針の「基本的な考え方」にそって、３回にわたり審議してきました。 

その結果を以下のとおり答申いたします。 

 

 

１ 令和２年度使用小学校用教科用図書についての審議結果について 

  

  別表のとおり 

 

２ 令和２年度使用中学校用教科用図書についての審議結果について 

 

  このことについては、平成２８年度から使用している中学校用教科用図書について、「新

学習指導要領の移行期間であり、全面実施に向けて現在の教科書を使って計画的に準備を進

めている状況であること」、「新たな教科用図書の申請がなかったこと」、「あと一年間だけの

使用であること」から、新しく採択替えをする必要はないと考え、現在使用している教科用

図書を引き続き使用するものとする。 

 

３ 令和２年度使用特別支援学校及び小学校若しくは中学校の特別支援学級用教科用図書

についての審議結果について 

 

 このことについては、「子どもの実態や発達段階に応じて幅広く一般図書の採択が可能と

なるように、昨年度まで採択されている一般図書は引き続き使用できること」「今回審議を

行った教科用図書として使用したいと考えている新規図書や複数種目で希望がある一般図

書はいずれも適切であること」と、考える。 

 

 なお、参考資料として、審議方針と第１回、第２回、第３回審議委員会の会議録を添付い

たします。 

 





　　別表

第２回令和２年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 

議案　　令和２年度使用小学校用教科用図書について

審議のまとめ

令和元年７月

 藤沢市教科用図書採択審議委員会





第２回令和２年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 ◇国語

議案第１号　「令和２年度使用小学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇国語

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「国語」に係る観点

光村図書出版
　「心を、動かす。言葉が、動かす。」という方針の下、確かな国語の力を育む工夫がされている。どの学年の児童にとっ
ても本物に触れる質の高い題材が選択されていると感じる。市の調査員からも「活動に役立つ情報が多く、扱いやす
い」と報告がある。

光村図書出版

　伝統や文化に関する教育の充実、語彙を豊かにするという国語科の観点から、光村図書出版が工夫されている。２年
生以上にある「季節の言葉」という春夏秋冬、年間４箇所のページだが、２・３年生は挿絵と詩、４年生は１年間を季節の
行事、５年生は古典、６年生は２４節気からというように、児童の発達段階にあわせて多くの言葉を選んでいる。さらに
「短歌や俳句を作ってみよう」などというように、その言葉を使った活動も示していて、年間を通して語彙を豊かにし、伝
統・文化に親しめるというつくりになっている。

光村図書出版 　１年生と６年生に表彰状が載っていて、子どもたちにとって親しみのある教科書という印象がある。

光村図書出版

　題材ごとに学習の進め方がはっきりと示されている。児童が見通しを持ち、主体的に学習に取り組むことができる構成
になっている。どの学年においても、文学的文章や説明的文章は読み応えのある題材を設定している。文学的文章
は、生命尊重や人間の尊さを主題にしていて、児童が国語に関心を持ち、興味を持って、主体的に読み進めることが
できる。
　例えば、６年生のはじめに取り上げる物語「帰り道」は、思春期の入口を迎えた多感な児童が内容に共感しながら読
み進めることができ、個人の価値を尊重する態度を養っている題材である。
　また、それぞれの題材では写真や挿絵を効果的に配置し、対応させて読んだり、表などを活用して考えを形成したり
まとめたりすることができるようになっている。

光村図書出版
　１年生の巻頭は、絵だけで何ページか進み、９ページ目に詩が登場するという構成になっており、初めて国語という学
習に出会う子どもの関心を高め、期待を膨らませる効果は大変大きい。

教育出版

光村図書出版

　学習の進めやすさという点で、教材の後の学習の手引きが充実している。学習の手順を追ってわかりやすく記述して
いるため、子ども自身が学習を進める上での、羅針盤として、活用できる。
　２者を比べると、光村図書出版は、県の調査資料に「対話的な学びの場面を具体的に提示してある」と記されていると
おり、一つ一つの発問が具体的で答えやすい。また、単元と関連した図書の紹介数も多く、読書活動を意識した単元
づくりがどの単元でもされている。

教育出版 　めあてやねらいが明確に示され、児童の学習の道しるべとして有効である。

教育出版
　自分がどう思ったか、友だちがどう思ったかを自然に感じた形で意見を伝え合える。友だちの話を聞くとことは自分が
話すことにつながり、話すことが聞く力にもつながる。友だちの意見を聞いて自分の考え方を見つめ直す機会となる。

教育出版
　学習の課題を「確かめよう、考えよう、深めよう、広げよう」の４つのステップを示すことにより児童が順を追って主体的
に学習に取り組めるように学習の流れを工夫している。自分の考えや情報を伝達するための教材として、様々な媒体を
効果的に活用する題材が設定されており、子どもたちが取り組みやすい。

東京書籍
　１年生の巻頭には「とんとんとん」という単元がある。大きな挿絵にインパクトがあり、短い言葉と共に、子どもがわくわく
するような紙面が続いている。明るく楽しいイメージをもって国語の学習をスタートすることができるのではないか。

共通
　４者（東京書籍、学校図書、教育出版、光村図書出版）とも、主体的・対話的で深い学びとなるように、子どもたちが見
通しを持って学習できるよう工夫されている。

共通
　都道府県の部分に関して、光村図書出版は、２分割で（2単元に分けて）掲載がされ、他の者（東京書籍、学校図書、
教育出版）は２ページ、または、１ページに掲載している。どちらが先生にとって使い易いのか、一長一短であると思う。

発行者 観点②　分量・装丁・表記等

光村図書出版
　冒頭に１年間で学習することが見やすい一覧となっているため、子どもたちが主体的に学習を進める中で、振り返っ
たり、確かめたりする際に、活用できる作りになっている。

東京書籍

光村図書出版

　１～４年生は分冊で、５・６年生は年間で１冊となっている。年間１冊ということは、重さはあるが、高学年になった自覚
や中学校へのつながりという点では、学習の積み重ねを意識できて良い。

学校図書

教育出版
　学校図書と教育出版は全学年上下の分冊となっている。軽量化され持ち運びの負担が少ない作りになっている。

発行者 観点③　本市の児童の実態や地域等の特性との関連

光村図書出版
　「くじらぐも」「スイミー」「お手紙」「白いぼうし」「ごんぎつね」「大造じいさんとガン」「やまなし」「海の命」等、親の代から
長い間読み続けられている物語文も多く、親子で同じ作品を共有し、家庭学習でも話題にしていることは、教科書を閲
覧した本市の保護者の多くが感想として持っていることだろう。

光村図書出版

　本市では、中学校での平和学習に力を入れており、最近、修学旅行で広島を訪れる学校が増えている。光村図書出
版では、戦争と平和について考える「読む単元」が他の３者（東京書籍、学校図書、教育出版）より早く、３年生以上から
各学年に設定さてれいる。中学校の学習に向けて意識を高めることができ、かながわ教育ビジョンにおける「思いやる
力」の育成に効果があると思われる。

東京書籍

光村図書出版

　高学年では、小学校での学習のまとめとして、「話す、聞く」の単元を工夫して今の自分、これからの自分を見つめる
機会が設定できるとよいのだが、東京書籍では、６年で「町の幸福論」についてという単元がある。また、光村図書出版
では、「私たちにできること」「今、私は、ぼくは」という単元があり、どちらも自分や地域を見つめて考えをまとめることに
適していると思われる。
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第２回令和２年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 ◇書写

議案第１号　「令和２年度使用小学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇書写

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「書写」に係る観点

光村図書出版
　手本が大きくて見やすく、市の調査資料にもあったように、ノートや連絡帳の書き方のポイントであるとか、はがきや掲
示物に字を書くなどの実用的な演習を多く入れていたりする点がよい。

光村図書出版

　構成の面からみると、文字が大きめで、各単元が見開きまたは1ページになっている。すっきりとした構成だが、「たい
せつ」というマークを設け、「考え、確かめ、生かす」の３ステップで、どの児童にとっても何を学ぶのかがわかりやすいも
のになっている。また、6年の書写ブックは、8ページの構成で、6年間の学習で身につけたことを他教科や日常生活の
中で生かせるようになっている。

光村図書出版
　「書写体操」の紹介や別冊の「書写ブック」を通して、書く活動を大切にしようとする姿勢がうかがえ、自分で学習を振り
返ることができるようになっている。また、終筆（筆の終わりの部分）の特徴である、はねやはらい、筆の流れを猫をキャラ
クターにした動きで端的に表していて、児童にとってわかりやすく、関心をもてるようになっている。

学校図書
　都道府県の名前を日本地図と結びつけながら漢字で書くページがあったり、ローマ字表に、訓令式だけでなく、英語
につながるヘボン式も示したりしていて、教科横断的な学習に工夫がある。また、毛筆のお手本を2ページ分使って大
きく示している点も優れていると感じた。

学校図書

　児童にとってわかりやすく理解が深まるような構成上の工夫という点で、各単元が「確かめて書こう」「考えて書こう」「生
かして書こう」の３段階に分かれており、それぞれ約１ページを使用している。ページ数的には少し増えるが、児童が学
習の流れを意識しやすいページ構成になっており、さらに単元のまとめとして、「ふりかえろう」というコーナーに自分の
言葉でまとめるスペースがある。また、３年生以上の毛筆では、各単元の教材が全て半紙と同じ大きさで掲載されてお
り、児童が活動しやすくなっている。

共通

　各者とも、様々な工夫が見られる。例えば、文字を書く姿勢について、合い言葉や体操などの形で各巻のはじめに示
し、定着を図る工夫をしている。また、ただ「文字を書く」ということではなく、「主体的、対話的で深い学び」につながるよ
うに教材が用意されている点で高く評価できる。「自ら見つけたり確かめたりしたことを、さらに考えたり、振り返って話し
合ったりして生かしていく」という流れを、6年間を通して一定の言葉で示し、意識的な学習を促している。さらに、低学
年では、楽しみながら繰り返して練習できるように、「水書シート」を用意している点もよい。

共通
　いくつかの出版者で「水筆」というのがある。これは、墨ではなく水で書くことと初めて知ったが、墨が手についてしまう
ことに過敏な子にとって、水で何度も試すことができ扱いやすいと感じた。

発行者 観点②　分量・装丁・表記等

教出出版

光村図書出版

　毛筆の始まる３年生の教科書でみると、光村図書出版と教育出版は、紙面に使われている色使いが落ち着いている
ため、文字に注目して学習できる。両者とも、朱墨の穂先で筆使いを示すなど視覚的に捉えることができるため、わかり
やすい。また、キャラクターの動きや擬音語を活用し、リズムを体感しながら筆運びを楽しく学べるよう工夫されている。

東京書籍
　B5判より横幅が３cm程広いAB判を用いている。全体的に書き込める部分が多く、お手本も大きく見やすい印象があ
る。また、デジタルコンテンツを用いて、より詳しい内容や動画を見られる点が優れている。

共通
　表記・表現の観点から、どの教科書も習得すべき知識や技能を系統的に配列し、適切な分量で硬筆と毛筆の学習が
設定されている。

発行者 観点③　本市の児童の実態や地域等の特性との関連

東京書籍

教育出版

光村図書出版

　教育出版では２、４、５年生の校外学習のまとめ、東京書籍では２、３年生で連絡帳や観察記録、光村図書出版では、
５年生の新聞づくり、といったものが内容も工夫されており、各学年の本市の実態に合った題材ではないかと思う。さら
に、光村図書出版は、アイヌ文化や東日本大震災の翌日に発行した手書きの新聞など、かながわ教育ビジョンにうた
われる思いやる力たくましく生きる力を育む上で効果のある題材が掲載されており、多様な生活環境に生きる本市の児
童に適していると思う。

共通
　冒頭に１年間で学習することが見やすい一覧となっているため、子どもたちが主体的に学習を進める中で、振り返っ
たり、確かめたりする際に、活用できる作りになっている。
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第２回令和２年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 ◇社会

議案第１号　「令和２年度使用小学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇社会

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「社会」に係る観点

東京書籍

 社会科は小学校３年生から始まる教科であり、２年生までの学習の、身近な人々や社会と関わる「生活科」との関連が
ある。
　教科間の接続の視点として、県の調査資料「社会の７ページ」に示されているように、生活科との関連が「生活科で
学んだこと」と「３年生で学ぶこと」として明記されている。

東京書籍

　「本時のめあて」が具体的に示されており、児童が学習課題を持ちやすいと感じた。「つかむ」「調べる」「まとめる」「い
かす」という学習段階をたどりながら、構造的に学習の流れが理解しやすいように工夫されていた。
　D（デジタル）マークが目を引いた。URLか二次元コードから興味・関心を高めるコンテンツに入ることができ、家庭学
習や発展学習につながる教育のICT化への対応がなされている。

教育出版
　教科間の接続の視点として、「生活科を振り返ろう」というコーナーで、「何を学んだか」「何ができるようになったか」
「どうやって学んだか」というように整理されて示されている。このような構成の配慮が、児童にとって取り組みやすいも
のと考える。

教育出版 　各単位時間の問いを「この時間の問い」とし、単元のねらいとして「みんなで作った学習課題」が示されている。

日本文教出版
　学年の初めに、その学年で一番「大切なこと」というページがある。これからこの１年でどんなことを学び、考えていく
かを先に理解できるようになっているのがよいと感じた。

共通
　学習指導要領の改訂のポイントとして、どの者も児童が主体的に問題解決学習を進めるために工夫されている。

共通

　３者とも今自分が生きている時代だけではなく、これから成長し、生きていくであろう自分の体験にある困難さの上で
考える力を身につけるところまで工夫されていると感じた。
環境問題、少子高齢化、防災に絡め、先に起こりうる危険なこともみんなで話し合っていけるよう、工夫されていると感
じた。

発行者 観点②　分量・装丁・表記等

東京書籍
　５．６年生は２冊で構成。ランドセルの中身が重くなり、一つひとつも厚くなっている。２冊になることで子どもの負担が
少なくなる反面、学習したことを振り返ることは難しくなる。

教育出版
　１時間の中での学習過程を考え、基本見開き２ページで構成されており、わかりやすい。どのページも、「この時間の
問い」で始まり、最後に「次につなげよう」で終わっている。６年生の歴史でも、同じ形が使われているため、歴史の流
れや連続性がつかみやすい。

教育出版

日本文教出版

　市の調査資料にもあるとおり、各学年は上下巻ではなく、１冊になっている。１年間を見通して単元順を組み替えるな
ど、各学校で柔軟な教育課程が編成できると考えられる。

共通 　単元内での学習過程を考えた紙面構成となっている。

発行者 観点③　本市の児童の実態や地域等の特性との関連

東京書籍
　冒頭に１年間で学習することが見やすい一覧となっているため、子どもたちが主体的に学習を進める中で、振り返っ
たり、確かめたりする際に、活用できる作りになっている。

東京書籍

日本文教出版

　５年生「高い土地のくらし」では、２者（東京書籍、日本文教出版）が群馬県嬬恋村のキャベツづくりを取り上げてい
る。

教育出版

　子どもたちは３年生になると、自分が住む町を探検し、市、県へと広がっていき、その中で自分の地域に関心や愛着
を持つことが出来るため、どの教科書が本市の子どもたちに親しみやすいかという観点で見た。
　神奈川県や本市にゆかりのある人物や地域が大変多い。例えば、３年生の「私たちのまちと市」では、隣の横浜市を
取り上げている。また、「はたらく人とわたしたちのくらし」の中には、崎陽軒のシウマイづくりを扱っている。４年生の「水
はどこから」では、相模ダム水系を扱っており、その水が寒川浄水場、さらに本市へ水がきていることがわかる。「昔から
今へと続くまちづくり」では、地域に学校を開くという中で小笠原東陽の話が載っている。さらに、「わたしたちの県のま
ちづくり」では箱根の寄木細工が登場する。５年生は県を超えて国土の学習をしていくが、「日本の国土とわたしたち
のくらし」では、藤沢市八ヶ岳野外体験教室のある南牧村を扱っている。行ったことや見たことがあり、自分たちが暮ら
す地域となじみがある場所が教科書に載っているということは、児童が関心を持って主体的に学びに向かえるのでは
ないか。

日本文教出版 　３～６年生まで、教科書に登場する人物も一緒に成長しているところが面白い。

日本文教出版 　「自然災害から人々を守る」という言葉と内容が、被災者の言葉も載っており、よく伝わると感じた。

共通
　５年生自然災害のページのタイトルが「自然災害を防ぐ」（東京書籍）「自然災害とともに生きる」（教育出版）「自然災
害から人々を守る」（日本文教出版）と、それぞれ若干違っている。
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第２回令和２年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 ◇地図

議案第１号　「令和２年度使用小学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇地図

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「地図」に係る観点

帝国書院

　視覚的に大変見やすい。また、最初に「地図って何だろう」「地図のやくそく」というコーナーで、地図の成り立ちや、方
位、地図記号、距離の求め方などをわかりやすく解説してある点も、導入として非常に効果的であると感じた。また、後
ろの資料に、「日本の自然災害と防災」について解説がある。それを帝国書院の方は、自分の地域の「防災マップづく
り」にまでつなげているところがすばらしい。さらに、全体を通して「地図マスターへの道」というクイズのようなコーナーが
各ページにある。それに答えて後ろのすごろくのようなコマを埋めていくという、ゲーム感覚で社会的な「知識」や「見
方・考え方」を考えられる工夫もよいと思った。調査資料にもあったように、家庭学習にも生かせると思われる。また、「コ
ンテンツメニュー二次元コード」があり、タブレットPCで資料が見られるようになっており、これからの授業のICT化に即し
ていると感じた。

帝国書院

　「世界の国からこんにちは！」では、地域の各国の特産とともに国名も記されている。国名が記されていることにより児
童がよりそのページに引き込まれるのではないかと考える。その他にも、市や県の調査書にも記載されているように、方
位や地図がかかれた「地図のやくそく」が丁寧にわかりやすく記されている。３年生の導入学年だけでなく、高学年に
なっても使い続けることができると思われる。

東京書籍
　冒頭の「地図のぼうけんに出発！」は、見ていて楽しく、イラストと地図を見て児童が様々つぶやきながら、主体的に
調べ学習を深める様子が想像できる。また、キャラクターが吹き出しで色々なページに登場し、その吹き出しで児童が
自然に地図を見る視点を持つことができると思う。

共通 　編集の基本方針がしっかりと地図帳に反映されており、必要なことが網羅されていると思われる。

共通
　学習指導要領の改訂の視点から見ると、児童にとってわかりやすく、自ら主体的に学習を深めていく工夫が色々な所
に盛り込まれていると感じた。

発行者 観点②　分量・装丁・表記等

帝国書院

　「広く見わたす地図」「○○地方」などは、山地と平野の色分けが、必要最小限にされていて、全体的にとてもすっきり
とした印象で見やすい。眺めていても、目にも優しい感じがした。地方ごとの特産物のイラストが、たくさん入っている
が、小さい表記ながらも、色合いが工夫されており、全体の中でも、一目で「ここにこういう特産物があるんだな」というの
が、とても分かりやすく表現されている。色合いがすっきりしているということと関連し、「～県」というフォントも太くて読み
やすく、全体の中でも目に飛び込んでくるような感じがする。地形・イラスト・文字等、地図の中にある、たくさんの情報量
が認識し易く工夫されている。初めて地図帳を手にする3年生に適切である。

発行者 観点③　本市の児童の実態や地域等の特性との関連

帝国書院
　地図を手にして、藤沢市の地域性というところが大変学習に関連付けやすいと思った。市の調査資料の「本市の実態
や地域等の特性」で、八ヶ岳と本市にとってゆかりのある資料が載っており、学習に生かしやすいと思った。家庭の中で
も振り返ることができるので、非常に良い。

帝国書院
　市の調査資料にもあるが、「高地の暮らし」で本市の小学５年生が毎年訪れ、授業でも扱っている八ヶ岳野外体験教
室のある南牧村についての記載がある。また、「日本の歴史と世界文化遺産」の所では、鎌倉の地図や切通しの写真
が掲載されているというところから、本市の児童にとっては、より適しているのではないかと思われる。
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第２回令和２年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 ◇算数

議案第１号　「令和２年度使用小学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇算数

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「算数」に係る観点

東京書籍

　入門期の算数の教科書として良いと思ったのは東京書籍である。１年生は上下に分冊されているが、１冊目はＡ４判
４４ページという薄いものになっている。この薄さと大きさは、はじめて数を扱う、数字の苦手な子どもたちにも苦手意識
を感じさせない工夫である。教科書の中でブロックを操作をしたり書き込みをしたりできるため、これ一冊で入門期の学
習を進めることができる。また、教科書とノートの役割の二つを持っているため、机の上がいっぱいにならず操作がしや
すい点も良い工夫である。１年生の後半には、ノートづくりの例も掲載されており、細かくステップアップできるところも魅
力だ。このノートづくりは、「算数マイノート」として各学年で取り扱われている。このように、思考の過程や深まりをノート
に書く習慣を身につけることで、主体的な学びや思考力、判断力の育成につながっていく。
　また、算数は積み重ねが重要で、学年を重ねるほど難しいと感じてしまう子が増える傾向がある。そこで、既習事項を
確認していくことは大事になるが、単元のはじまりにその確認ができるという点でも東京書籍はしっかりサポートできてい
る。

東京書籍

　東京書籍の補充や発展問題は　問題数が多すぎず、問題の難易度がそれほど高くはないため、多くの児童にとっ
て、ほどよく使いやすい。挿絵が見やすいため、問題のイメージをつかみやすく、問題を解きやすい工夫がされている。
児童が主体的に学習に取り組んだり、考えたりすることにつながり、基礎基本の定着を図る指導がしやすい内容になっ
ている。
　また、数学的な見方・考え方を明示し、単に答えをもとめるだけでなく、考え方を意識させたり、他教科とのつながりを
持たせ、児童の身近な生活の中にある算数に着目させたりすることで、考える力や情報活用能力を育む工夫がされて
いる。

教育出版
　「どんな学習がはじまるかな」という導入部がとても楽しく、子どもたちに苦手意識を感じさせない工夫があり、とても良
い。

教育出版

　全学年に渡って主体的・対話的で深い学びになるよう、「はてな」「なるほど」「だったら」の表示がされている。単元全
体が問いの連続になるよう構成されている。まず、子どもたちが課題に出会ったときに、「はてな」と問いを持ち、その問
いに対して、自分なりの考え方を持つこと、その考えをもって友だちと対話しながら解決し、解決した後、さらに別の課
題だったらどうだろうと少しずつ深い学びに発展するという、算数科にとってとても大切な「考え方」を導く構成となって
いる。また、「考えるヒント」や、既習事項を確認しながら進める「学びのマップ」が設けられ、未知の問題に出会ったとき
に自分の力で解決できるような「学び方」を身に付けられるよう工夫されている。「友だちのノートを見てみよう」では、友
だちの良さを認め合う場面が設定され、算数科を通して「思いやる心」「他を認める心」といった道徳科との関連を図っ
ているところがとても良い。

共通

　算数は積み重ね教科であるので、学びの連続性を意識して、数学的な見方・考え方を焦点化し、スパイラルな学びを
進めることが有効である。
　知識や技能の定着を図るため、各者とも、補充や発展問題を設定している。問題数や問題の難易度にはややばらつ
きが見られた。

発行者 観点②　分量・装丁・表記等

東京書籍

学校図書

日本文教出版

　低学年では、できるだけ荷物を軽くして通学の負担を少なくしたいと考えると、分冊の方がよい。東京書籍と日本文教
出版は、１年から５年が分冊で６年が一冊、学校図書は全学年分冊となっている。

共通 　各者とも構成に関しては工夫されており、大きな差は見られなかった。

共通
　東京書籍のように巻末に｢おもしろもんだいにチャレンジ｣を入れるなど、どの教科用図書も補充問題、発展問題を単
元末に取り入れ、充実していた。

発行者 観点③　本市の児童の実態や地域等の特性との関連

東京書籍
　市の調査書にもあるとおり、粘り強く考えられるよう、ヒントが表示されている。また、自分の考えと比較したり、自分の考
えたことを確かめたりすることができるよう構成されている。本市の児童に段階を踏んで考える力を育成するのにふさわ
しいと考える。
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第２回令和２年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 ◇理科

議案第１号　「令和２年度使用小学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇理科

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「理科」に係る観点

大日本図書
　教科間の接続の視点で見ると、県の調査資料に示されているとおり、生活科と関連した内容に「生活とのつながり」が
明記されている。

大日本図書 　図版・写真を含めた資料や、科学的思考を深めるプロセスが構築されている。

大日本図書

学校図書

啓林館

　小学校で学習したことを、さらに専門性を高めながら繰り返し学習を進めていくという学び方の構造になっているという
意味では、中学校への接続について、スムーズに移行できるように単元や分野を工夫している。

教育出版 　「せいかつかで学んだこと」が明記されており、これまでの学びと理科とのつながりについて意識できるよう促している。

発行者 観点②　分量・装丁・表記等

大日本図書
　実験観察に伴う危険への注意については、朱書きで朱色の枠で囲ってインパクトのある表現になっているため、注目
しやすい。注意は繰り返し掲載されているが、何故危険なのかという理由まで書かれているため分かりやすい。導入の
写真に学校生活を扱ったものが多く、写真や図版も大きく見やすいので、学習内容に集中できる構成になっている。

教育出版
　裏表紙には、どの学年も理科の安全の手引きが掲載されている。重要語には、太字でマーカーが引いてあり、文字も
大きく読みやすい装丁となっている。

共通

　子どもが自ら考え、自ら解決することができるように構成されている。
　３年生は、初めての理科学習であるため、生活科からの繋がりとして、自然の観察からの導入となっている。
　写真が多く、視覚的にも分かりやすい構成となっている。
　分量・装丁、表記についても、見やすく読みやすいものになっている。

共通 　改訂のたびに図や写真が大きく見やすく、きれいで、構成の仕方、巻末付録もいろいろ工夫されている。

発行者 観点③　本市の児童の実態や地域等の特性との関連

大日本図書

啓林館

　６年生の｢土地のつくりと変化」の単元で、地震によって土地が隆起した例として、江の島が取り上げられている。江の
島は、藤沢の子どもたちにとって、とても身近であり、親しみが持てる教材である。

啓林館 　写真の大きさ、美しさ、分かりやすさで子どもたちの目を引くものである。
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第２回令和２年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 ◇生活

議案第１号　「令和２年度使用小学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇生活

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「生活」に係る観点

東京書籍
　「ポケットずかん」が実物大である。保護者向けのメッセージがあり、一緒に考え、共有できる仕組みがよい。親子で話
し合い、新しい発見につながる。３年生以降の理科や社会にもつなげていける。

東京書籍

　１年生にとっては、初めての小学校生活を進めていくことを考慮し、幼稚園・保育所などでの学びを終えた幼児期まで
に育ってほしい子どもの姿が具体的に示されている。保護者が自分の子どもの状況をみとる共通の物差しとして使用で
きるため、これまでの生活や経験をふりかえり、子どもの実態や課題に気づき、今後の学習に見通しを持つのに役立
つ。

東京書籍

　２年生の町たんけんのページでは、近所のお店から市の施設へと、３年生の社会科につながる視点の広がり方を示
唆している。活動範囲の広がりとともに、電車やバスの乗り方についても記述されている。電車やバスでのマナーにつ
いて記述してある教科書は多いが、切符の購入方法や運賃の払い方まで具体的に示しているものは少ない。その中
で、東京書籍は藤沢市内のバスの乗り方に一番合っており、分かりやすい。電車やバスの乗り方の学習は、本市の推
進するモビリティ・マネジメント教育にもつながると考える。

東京書籍

日本文教出版

　気持ちの伝え方について扱っているのがよい。あいさつをすること、素直に自分の気持ちを伝えること、相手の話を聞
くこと、相手の気持ちを考えることなど、具体的にスキルを示すことで、コミュニケーション力を育むのに役立つ。

東京書籍

大日本図書

啓林館

　先の学年につながる基礎的なところを大切にし、子どもたちの学びの継続性が考えられている。東京書籍の「ポケット
ずかん」、大日本図書の「がくしゅうどうぐばこ」、啓林館の「がくしゅうずかん」は、どれも子どもたちの学びを後押しする
ものである。

共通
　今回の学習指導要領の改訂では、就学前との円滑な接続が話題となっており、県の調査研究の結果にもあるように、
スタートカリキュラムに特徴が見られた。

共通
　情報活用能力の育成について、生活科の学習を通して必要になる習慣や技能、学び方などをまとめた資料ページが
各者ともある。

共通 　生活科と理科のつながりに着目すると、各者とも飼育、栽培に関連する部分はしっかりと押さえられていた。

発行者 観点②　分量・装丁・表記等

大日本図書 　表紙に凸凹感があり、触ってみたくなるつくりである。

学校図書
　低学年児童にも視覚的に分かりやすいように、他者に比べて１枚１枚の写真がとても大きい。子どもたちの生き生きと
した表情が大きく写されており、写真を見ているだけでわくわくし、活動したくなってくる。魅力的な写真が多いため、子
どもたちの活動意欲が高まると考える。

学校図書 　お手伝いのことについて、具体例がわかりやすい。

啓林館 　お手伝いのことについて「自分や家の人が笑顔になるのはどんなときかな」というところからつなげているのがよい。

発行者 観点③　本市の児童の実態や地域等の特性との関連

東京書籍

啓林館

日本文教出版

　家庭生活に関わる活動についての学習内容が、自分でできることを切り口としている。昨今、家族のかたちやあり方が
多様になっているため、取り上げ方に配慮が必要である。本市では、「家族」ではなく、「自分のできること」の視点から
学習していくのがよいと考える。

大日本図書

学校図書

教育出版

光村図書出版

　家庭生活に関わる活動についての学習内容が、家庭における家族のことを切り口としている。
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第２回令和２年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 ◇音楽

議案第１号　「令和２年度使用小学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇音楽

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「音楽」に係る観点

教育出版 　大まかに内容を捉えて、音楽の魅力を示している。

教育芸術社
　内容について、深く研究を重ねた専門性があり、現場にあった作りになっていると言える。発達に応じた歌唱・器楽・
鑑賞のとらえ方、創作においてもスモールステップでわかりやすく、中学校への接続も丁寧に編修している。

共通
　児童が音楽に親しむための工夫が随所に見られ、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音や音楽、音
楽文化と豊かに関わる資質・能力を育成することを目指している。

発行者 観点②　分量・装丁・表記等

教育出版
　各学年の巻頭で日本の歌を取り上げているページがあり、見開き３ページ分になるような大きな写真を掲載している。
美しい写真で、曲のイメージを広げるには有効である。

教育芸術社
　児童の姿や手元の写真に加え、わかりやすいイラストが使われている。両方あることでより理解が深まる。
　教材が見開きで完結される作りになっており、全学年コンパクトで持ち運びやすい大きさである。また、紙面は白を基
調にしており、歌詞の書かれているページは、背景と文字の色にコントラストを付けており、歌詞の判別がしやすい。

発行者 観点③　本市の児童の実態や地域等の特性との関連

教育出版
　曲作りに重点を置いている。１年でリズムづくり、４年で「話役①②」「支え役」「飾り役」という呼び方で旋律副旋律等役
割を意識した曲作り、６年で「動機」を意識した曲作りを行うように設定しており、主体的・協働的な学習を行うことができ
るが、本市の児童には若干難しく、活動に時間がかかると思われる。

教育芸術社

　曲作りに関する活動では、４年で音を限定した中での曲作り、５年で打楽器を使ったリズムづくり、６年で和音の中
の音を選ぶ形式の曲作りになっており、演奏する楽しさを味わいながらスモールステップで学習が進み、本市の児童の
実態に合っている。
　多様な教材を掲載しており、児童の実態に合った教材を選んで主体的な学習を進めることができる。
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第２回令和２年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 ◇図工

議案第１号　「令和２年度使用小学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇図工

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「図工」に係る観点

開隆堂

　学習のめあての一つにキャラクター「くふうさん」が使われ、形や色の工夫ができるように示されている。児童に
とっては親しみやすくわかりやすい。
　鑑賞の題材では、見る・聞く・さわるなど、五感を使って形や色を幅広くより身近なものに感じ取らせるよう工夫さ
れている。特に、「絵から聞こえる音」は、聞いて感じた音を形と色で表現するという題材で、鑑賞と表現を相互に
関連づけて学べる点もよい。

日本文教出版

　５年生で「形が動く 絵が動く」というアニメーションにつながる題材がある。物や人などを動かしてカメラでコマ撮
りするというものだが、アニメーションが映像文化として認められ、日本がその第一線にもあるという点を考えると、
子どもたちが意欲や関心をもって学び、ＩＣＴの学習と関連づけたり、アニメーションの理解につなげたりすること
にも広がる良い題材である。

日本文教出版
　「ひらめきポケット」は、日常何気なく見ているものを造形的な視点で捉えることで、新たに見えてくる色や形の
発見があり、とても興味深い。

共通
　子どもたちの創意溢れる作品作りができるような工夫がされている。学校によって差が出やすい造形遊びにつ
いては、どちらも楽しくダイナミックな楽しい活動が掲載されている。

共通 　造形的な見方・考え方を働かせ、生活の中の形や色と豊かに関わるための趣旨と工夫が多く見られた。

発行者 観点②　分量・装丁・表記等

開隆堂
　めあての文言が「～しよう」という児童目線の表記になっており、児童が意識しやすい。
　マークに道具の名前が明記されているため、わかりやすい。

共通

　各単元ごとに、わかりやすくめあてが表示されており、めあてに沿って活動が広がり深まるように工夫されてい
た。
　全学年に共通するマークを用いて、必要な材料や道具を端的に表したり、刃物などを使用する活動では危険
性を知らせるコーナーを工夫したりと、安全に主体的な造形活動を進められるように十分配慮されている。

発行者 観点③　本市の児童の実態や地域等の特性との関連

開隆堂
　　「みんなのギャラリー」では、茅ヶ崎アートペイントや横浜美術館の子どものアトリエが掲載されているので、本
市の児童は、地域との繋がりをより身近に感じることができる。

日本文教出版
　本市の、特に住宅や商店に囲まれたような学校では、敷地が狭く、校庭の木々などが少ないことから、外での活
動を行いにくい。日本文教出版の教科書では、外での造形遊びだけでなく、同じ題材目的をもった造形遊びを
教室で行う方法を紹介している点が良い。
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第２回令和２年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 ◇家庭

議案第１号　「令和２年度使用小学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇家庭

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「家庭」に係る観点

東京書籍

　「学習の見通しをもつ」という視点では、県の調査資料「家庭1ページ」に示されているように、学習の流れを３つのス
テップで示し、主体的に問題解決に取り組む見通しを提示している。
　「めあて」と「ふりかえろう」を明記し、児童が確かめながら学習を進められるように促している。
　今回の学習指導要領の改訂で新設された「家族・家庭生活についての課題と実践」について、「生活を変えるチャン
ス！」として、実践をレポートや新聞などにまとめる例を提示している。

開隆堂

　県の調査資料「家庭２ページ」に示されているように、それぞれの題材の問題解決のプロセスに沿って３つの小題材
で構成し、主体的に問題解決に取り組む見通しを提示している。
　キャラクターがつぶやく吹き出しで、生活の見方・考え方の中で重視する視点を示し、学習に見通しをもてるよう促して
いる。
　今回の学習指導要領の改訂で新設された「家族・家庭生活についての課題と実践」について、「生活の課題と実践」
として複数の課題が掲載されており、児童が選んで実践できるように設定されている。

共通
　写真やイラスト、図などをふんだんに用いて、児童の理解を促す働きかけをしている。
　実習で気を付ける内容を、「安全マーク」で強調しているため、安全に意識を向けられる。

発行者 観点②　分量・装丁・表記等

東京書籍

　Ａ４判で大きいため、実技の実物大の写真を巻末に載せており、わかりやすいつくりとなっている。関連する内容には
マークを付けたり、５年生と６年生の最後にまとめのページを設定して学年間・中学校への接続がスムーズになるよう配
慮されている。児童は中学校の学習への期待が高まり、教員にとっても中学校の学習との連携が意識できるつくりに
なっている。

開隆堂

　ＡＢ判でコンパクトである。調理や裁縫など実技・道具が多い教科であるため、ＡＢ判は学習の実態に合うサイズであ
ると感じられる。市の調査資料にも記載されているように、２年間をまとめてふりかえり、中学校への学習につなげるペー
ジが設定されている。児童は中学校の学習への期待が高まり、教員にとっても中学校の学習との連携が意識できるつく
りになっている。

発行者 観点③　本市の児童の実態や地域等の特性との関連

東京書籍
　多様な家族形態がある中で、家族との関わりだけでなく、地域の人々との関わりを広げ深めていく工夫がある。
　高齢者や小さな子どもなど異世代の人々との交流や、東日本大震災で被災した児童の取り組みの掲載は、本市の児
童が具体的なイメージをもち、これからの生活の中で、地域の一員としてできることを考え深めていくことができる。

開隆堂

　日本各地に伝わる味噌やおやつ、雑煮などが写真で一覧掲載してあり、地域の特色や違いがわかりやすいと思われ
る。関東風雑煮や神奈川県の「へらへらだんご」など、本市の児童にとって身近な地域の文化にふれることができる。
  キャリア教育の視点で、フィギュアスケートの羽生選手や宇野選手の衣装製作に関わる人の紹介をしている。児童は、
あこがれや親しみをもち、将来の仕事や生き方に関心が広まっていくと思われる。

共通
　「伝統マーク」を用い、日本の生活文化に関する内容を取り上げている。
　キャリア教育の視点での掲載があり、学習した基礎技能が仕事に繋がっている事例があげられている。
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第２回令和２年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 ◇保健

議案第１号　「令和２年度使用小学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇保健

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「保健」に係る観点

光文書院

学研教育みらい

　1時間の流れがはっきりしており、その中で子どもたちが考えを書き込むことができる作りになっている。イラストを多く
用いたり、決まったレイアウトにしたり、子どもたちが学びやすくなる工夫がなされている。内容も、いじめや心の問題、
がん教育、飲酒、たばこ、薬物乱用防止など、今日的な課題にしっかりと向き合っていると感じた。

光文書院

学研教育みらい

　たばこ、飲酒、薬物の体への影響が、実際の写真を使って示されている。保護者の視点として、子どもたちに「これは
やっちゃいけない、ダメなんだよ、体に悪いんだよ」と伝えるより、実際にこうなってしまうんだという事について、目で見
てわかるインパクトが強い写真の方が、よくわかるのではないか。薬物、たばこ、飲酒の影響が自分の体だけでなく、こ
れから先の新しい命への影響にもつなげられている点が良い。

文教社

学研教育みらい

　文教社は、1ページを使い、熱中症になりやすい環境や危険信号、フローチャートによる手当の方法、予防までを詳し
く解説している。学研教育みらいは、他の者が記載している予防方法や手当だけでなく、どのようなときに熱中症になる
のかを最初に提示している。両者は、熱中症の危険について、単に予防だけでなく、児童自らが考え判断する材料も
提示している点で工夫されている。

共通 　どの教科書も指導要領に準じた編成でよくまとめられている。

共通
　保健の「生涯にわたって心身の健康を保持増進する態度を養う」という観点から、学校生活の中で配慮している熱中
症についてはどの者も扱っているが、扱い方に違いがある。

発行者 観点②　分量・装丁・表記等

光文書院

学研教育みらい

　構成の面から、光文書院は巻頭でオリンピック・パラリンピック選手のメッセージを載せている。児童にこれから始まる
学習への興味・関心を引き出す工夫がある。また、単元の扉では4コマ漫画で学習内容をストーリー形式で示している。
何のために何をどのように学ぶかがわかりやすく理解できる。
　学研教育みらいは、１単位時間を見開き２ページで扱っている。学習の流れがわかりやすく、児童も学習に、入りやす
い。「つかむ」「考える・調べる」「まとめる・深める」の構成で学習を進められるようになっており、見通しを持って学習が
進められる。市の調査資料にも同様の事が書かれている。また、「友達と」マークや「共有」マークを配置している。自ら
の生活を振り返りチェックをする活動を設けたり、「かがくの目」「もっと知りたい・調べたい」という項目を設定されていたり
しており、児童が親しみやすく主体的に取り組める工夫が随所に見られた。

発行者 観点③　本市の児童の実態や地域等の特性との関連

学研教育みらい
　登場人物に男女のスクールカウンセラーが入っており、スクールカウンセラーの言葉を吹き出しで紹介するなどしてい
る。本市では、全小学校にスクールカウンセラーが派遣されており、身近な相談相手として子どもたちにも浸透してきて
いる実態に合っている。

共通
　市内小学校の実態から、各者の「心の健康」、特に、児童が困ったり悩んだりした時にどうすればよいか、相談相手と
してどのような人々を示しているかという視点から見ると、各者共通して、相談相手には家族・友だち・先生を、また、外
部の相談機関の電話番号等を紹介している。
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第２回令和２年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 ◇英語

議案第１号　「令和２年度使用小学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇英語

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「英語」に係る観点

東京書籍 　別冊を使うなどいろいろ工夫があり、英語に親しみ、英語をツールとして活用できるようになっている。

東京書籍
　英語を使ってコミュニケーションをとる時には、まずは自分を知る、国を知ることが伝えたいことにつながると感じた。
「言葉探検」というコーナーが印象に残り、自分を中心に家族の英語表現や、ローマ字と英語の違いが載っているなど、
「なるほど」と思うことが東京書籍には多かった。

東京書籍

光村図書出版

　小学校の段階で最も重要なことは、「英語の音声や文字に慣れ親しむこと」、そして「英語を使うのを楽しむ姿勢を身
につけること」だと考えている。実用的な英語運用能力を身につけさせるためには、まず、授業の中で、目的をもって実
際に英語を使う必然性のある場面や状況をきちんと設定する必要があり、英語で伝え合える喜びを実感させることが大
切である。そうすることにより、授業以外でも英語を使ってみたり、自らもっと学んでみたりする意欲をもたせることができ
る。その点において、東京書籍と光村図書出版は、うまく構成されている。
　２年間の教科書のレッスンの構成について、習得させたい表現や文法があまり脈絡なく配置されているよりも、自分の
こと、身の回りのこと、地域のこと、日本のこと、世界のこと、そして、未来のこと、という流れで並んでいることで、実際に
英語を使えるようになっていく自分や、広がっていく世界をイメージしやすい。
　東京書籍は５年生のはじめに、英語を使って自分がどうなりたいのかを書かせるところがあり、２年間で段階を追って、
常に英語を使用する場面や目的をはっきり意識させ、表現させている点が優れている。Picture Dictionaryという別冊が
あり、語彙と基本文型がまとまった別冊は、英語の基礎の習得や表現活動の虎の巻として、大変有効である。児童に
とってはもちろん、教員にも使いやすいのではないかと思う。二次元コードを用いて、スマートフォンやタブレットなどで
音声や映像が繰り返し視聴できる工夫についても、外国語の習得という観点から見ると、児童が興味をもって何度も繰
り返して英語に触れることは、大変効果的であり、必要なことである。その点でも、東京書籍と光村図書出版は充実して
いる。
　東京書籍は、音声だけでなく、教科書の絵に似た人物が登場する実写映像などがあり、内容が優れている。
　光村図書出版も充実しているが、練習問題のような部分も聞けてしまうため、授業の中で扱いたい部分を、既に自宅
で取り組んでいいる児童と、そうでない児童との差異が生じてしまう恐れがある。

光村図書出版

　市の調査資料にも示されたように、スモールステップで進み、基礎・基本の定着も意図し、英語学習の観点に沿った
学びの構成である。初期の英語学習で、自分のことから表現できることを徐々に広げていくという流れは、とても自然
で、親しみやすい活用場面が想定されている。物語が多く取り入れられ、「おむすびころりん」の英語版も入っている。
物語を通して、ある程度量のある英語に触れることはよいことで、特に、親しみのある日本の昔話は理解しやすいため、
英語の理解に自信をもって楽しく学習をすすめられる。７２１語の英単語が扱われているが、単語の選定に工夫してい
る点が評価できる。中学校以降で学習する単語に、生活語彙が少ないことが表現力の伸長に影響しているとの考えも
あるため、語彙の選定は重要である。また、絵辞典のかたちで、日本語を介さずに、単語を理解させたり、使用場面を
与えて、単語の使い方を分かりやすく示しているため、的確に理解し、表現力を育むのに役立つ。

光村図書出版
　スマイル、アイコンタクト、クリアボイス、レスポンスという「４つのたいせつ」が挙げられている。英語を話すときに、恥ず
かしいことではなく、大切なことだと思う。

三省堂

光村図書出版

啓林館

　教科書を見た時の保護者の目線を意識し、外国語を小学校5年生から学ぶというスタート地点の意味づけから、啓林
館と光村図書出版、三省堂については、英語を使うと世界観が広がるというところが教科書の冒頭部分に見えるビジュ
アルが使われており、そのストーリーから英語を学ぶ意味がわかりやすい。

啓林館
　随所にワークシートが設定され、自分の考えに合う語句を選びながら、例文を見て直接書き込めるようになっている。
文字で書くことに慣れていない子どもたちにとって、考えたことをすぐに書ける構成は取り組みやすく、基本的な表現や
語彙、文字を書くことに無理なく進めるのではないか。

啓林館

　大きさが小さいサイズであるが、広げた時や触った時、めくった時に一番なじみやすく、扱いやすい教科書だと感じ
た。最初のユニットの導入が見開きで一つの絵になっており、イラストから一つのコミュニケーションが生まれるような工
夫が見られた。巻末に文字を書いたり書き込めるスペースがあり、そのステップがとても緩やかで苦手意識をなくせそう
である。中学校に入るときに、苦手ではなくとても楽しいものだと思って、進めていける授業にしてほしい。二次元コード
によって音声がきけて、家に帰ってきてから一緒に確認できたりするのはいいことだと思う。

開隆堂

三省堂

開隆堂、三省堂については、中学校の英語の教科書で培ってきた内容の濃さが生かされており、何を学ぶかを踏まえ
て小学校での導入教材を構成している。

学校図書
　巻末の単語リストやWord Corner で、名詞や前置詞の使い方など日本語にはない英語の特徴をしっかりと押さえ、自
然なかたちで、示すように工夫されており、とてもよい。また、繰り返しを意識し、文字指導などを丁寧に行っている点
や、歌、話など多様で意味のある活動がたくさん用意されている点も魅力がある。
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◇英語

教育出版
　国語の教科書に出てきた内容が扱われ、例えば、「手紙」とか「大きなかぶ」とか英語版になっているものを読んだ時
に、最初に物語がわかっているため、何となく英語が入ってくるという感覚がある。

共通

　外国語の目標は、外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読むこと、
話すこと、書くことの言語活動を通して、コミュニケーションを図る基礎となる資質・能力を育成することである。３・４年生
での外国語活動の学習から教科としての外国語・英語への円滑な接続に向けて、全者それぞれ工夫があった。現行の
We Canを意識した内容や構成になっているものや、１５分程度の短時間の学習活動に対応できる活動が多いとも感じ
た。

共通

　二次元コードを実際に使いながら発音した。今の時代だからこそ上手く活用していきたい。家庭によっては利用でき
ないのではないかという心配もあるが、タブレットが使用できる機会を学校としても保障しつつ、図書館や公的な機関で
も活用できるようにしていくと、児童にとっての環境は良い方向になると思う。全者二次元コードを採用しているので大変
効果的である。

共通
　冒頭に１年間で学習することが見やすい一覧となっているため、子どもたちが主体的に学習を進める中で、振り返っ
たり、確かめたりする際に、活用できる作りになっている。

共通
　各者とも、小学校学習指導要領改訂の要点を踏まえ、英語の４技能５領域について、目標が達せられるように、よく構
成されていた。実際のコミュニケーションにおいて活用できる英語の基礎的な技能を、児童が楽しみながら身につけら
れるように、様々な活動やそれらに伴う巻末のカードやシートなども、使いやすく工夫されている。

発行者 観点②　分量・装丁・表記等

東京書籍 　A4判で写真やイラストが大きく、学習のめあても日本語で明記されている。

教育出版 　イラストや写真で始まって、少しずつ文字に触れる流れが示されている。

発行者 観点③　本市の児童の実態や地域等の特性との関連

啓林館
　横浜ベイブリッジが取り上げられている。横浜ベイブリッジは本市の児童にとって、色々な時に利用する場所であり、
大変親しみやすく、英語というところで意欲を高める内容である。
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第２回令和２年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 ◇道徳

議案第１号　「令和２年度使用小学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇道徳

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「道徳」に係る観点

光村図書出版 　発展的な学習を意識した様々な活動が紹介されており、幅広い思考や活動ができると考える。

教育出版

光村図書出版

　光村図書出版の「つなげよう」と教育出版の「深めよう」は、その教材について考えるだけでなく、授業が終わった後も
自ら考え行動していくよう示唆しており良い。

東京書籍

教育出版

光村図書出版

　同学年に全者が掲載している教材である１年生の「カボチャのつる」については、教育出版や東京書籍が、絵と吹き
出しで物語を展開させ、漫画や紙芝居風のつくりになっているため、文章を読むことが難しい１年生にも抵抗なく読む
ことが出来る。教育出版は、この教材で何を学んだのかを話し合わせる部分もある。光村図書出版は、「カボチャのつ
る」だけでなく、全学年を通して長く親しまれてきた「定番」の教材を多く取り上げている。どの教材にも「考えよう・話し
合おう」の欄を設け、その教材で学ぶべき目当てや問いがしっかり記載されている。考える柱を明確にすることで話し
合いがぶれずに、道徳的価値を見いだしやすい。また、「つなげよう」という欄もあり、授業で学んだことを実際の生活
の中で生かせるように導いている点が良い。

東京書籍
　目次とは別に「１年間で学ぶこと」のページを設け、４つの視点と内容項目別に教材を分類しテーマが明確になって
いる。これにより保護者も自分の子どもが教科書の教材を通してどのような道徳性を養うことができるのかということを一
目で確認でき、わかりやすい。

共通 　教材の前や後にその時間に考えてほしいことについて記してある。

共通 　各教材における内容項目の分類について、どの者も記号や色分けをするなど、工夫がされている。

発行者 観点②　分量・装丁・表記等

光村図書出版

　各教科において、考えるポイントがはっきりするよう、原作にある不要な説明や、現代に合わない言い回しを極力省く
工夫が見られる。これにより教材の文章量ががちょうどよくなり、本文の読解が中心となることがなくなる。その他、全学
年に渡って優しい雰囲気の挿絵と美しく大きな写真が掲載されている。これらは、教材への興味・関心を抱かせるとと
もに肯定的に入り込む助けになる。

光村図書出版

　キャラクターからの児童自身への問いかけの形でテーマを投げかけている。また、６年間を通じて、巻頭に「みんな生
きている　みんなで生きている」というテーマで挿絵と言葉を載せており、テーマに関連する文章は発達段階に応じて
変わっている。また、道徳の授業の意味や「話し合って、演じて、読んで、書いて、考えよう」という学び方をわかりやす
く示していたりする点も優れている。さらに、二次元コードを用いて、朗読を聞けるデジタルコンテンツも利用価値があ
る。

光村図書出版

　学習に入る前に、キャラクターがさりげなく考えて欲しいことを呼びかけているところや、決して価値観の押し付けでは
なく、教材に入る前に、児童自身が「自分ならどう考えるだろうか」と自分自身のこととして問題意識を持たせるような呼
びかけをしているところが、有効である。また、教材の最後には、理解をさらに深めるための問いとして、「考えよう・話し
合おう」「つなげよう」が設けられている。教材によっては、教材文の途中に「問い」が設けられており、児童が教材を通
して主体的に取り組み、理解が深まるような構成になっている。また、全体的に、優しい色合いと柔らかなイラストでまと
められ、落ち着いた気持ちで学習活動が進められる。

光村図書出版
　「演じて考えよう」では、演じることでその時にどんな気持ちになったか、また、自分の思いと異なる発言をしなければ
ならない場面がある等、自分の体で実感できるのは良い。

光村図書出版

光文書院

学研教育みらい

　各単元の最初に書かれている表現について、複数者の教科書で、それぞれのタイトルの前に、その単元が求める道
徳的価値観がそのまま書かれているものがある。例えば、「相手の立場に立って親切に」とか「時と場をわきまえ、真心
をもって」などという表現である。それらは、これから触れる教材が求める結論のようなものになる。児童はあらかじめ「そ
ういうことを求められている」と感じて、教材を読み進めていく可能性がある。タイトルに添えてある言葉は、「問いかけ」
のようなものだったり、特に何もなかったりする方が、児童の道徳的葛藤を生むには効果的であると考え、光村図書出
版、光文書院、学研教育みらいの３者は評価できる。

東京書籍 　挿絵を多用せず、必要事項を簡単なや文章で記しているため、すっきりしていて、わかりやすい。

光文書院
　冒頭に１年間で学習することが見やすい一覧となっているため、子どもたちが主体的に学習を進める中で、振り返っ
たり、確かめたりする際に、活用できる作りになっている。

学研教育みらい
　教材を「私のこと」「あなたと私」「社会と私」「命や自然と私」の４つにシンプルに分け、道徳的価値観を直接記すこと
なく、児童に感じ、考えさせる工夫がある。６年間を通じて、毎年、巻頭に「今の私」について書き込むコーナーがある。

学校図書

日本文教出版

廣済堂あかつき

　別冊の道徳ノートがある。ツールが決まっているということは、教えることや、どの先生にも比較的近い水準が保たれ
る。一方、指導することが誘導されやすい。極めて表裏一体の部分がある。ツールが整っていた方が、同じものをどこ
で受けても受けやすいところに利点を感じたが、子どもたちの視点が広がるという視点も必要だと感じた。

共通
　学習指導要領の求める「考え、議論する道徳」の授業の実現のために、発達段階に応じてさまざまな工夫がなされ、
甲乙つけがたい仕上がりになっている。

共通

　タイトル・題名の導入部分を見て、テーマに対する価値観やイメージを特別なものにしない工夫がされている教科書
は、子どもたちが発言しやすく、色々な意見が出る中で、自分と違う意見があったとしても、「そのような考え方もあるの
だな」と素直に受け止められる。「一人ひとり違うんだよ」と色々な価値観の気づきにつながり、答えに導いていくもので
はなく、様々な意見を自由に出せるような授業になる。

発行者 観点③　本市の児童の実態や地域等の特性との関連

光村図書出版
　杉原千畝氏に関する扱いについては、人道的な行為だけでなく、阪神淡路大震災の出来事を加え、社会・歴史、現
代との結びつきを持たせた教材になっているのがよい。

共通

　市内を走る「江ノ電」に関する資料が１者（東京書籍）、東京五輪・ヨット、キエル兄弟、などオリンピック・パラリンピック
関連の題材の扱いは全者、杉原千畝が４者（教育出版、光村図書出版、光文書院、日本文教出版）で扱われている。
オリンピック・パラリンピックの資料は、内容項目は様々で幅広く設定されている。本市内に一時期自宅があった杉原氏
の資料は、主に人権や国際理解で扱われている。本市との関わりがある資料を取り上げることにより、児童が身近なこ
とと感じたり、深く考えたりして、道徳性を養ってほしいと考える。
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令和２年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会の審議方針について 

 

                    

 本審議委員会は、教育委員会の諮問に基づき、令和２年度使用藤沢市教科用図書採択審

議委員会の方針を次のように定める。藤沢市立小学校・中学校・特別支援学校及び小学校

若しくは中学校の特別支援学級で使用する教科用図書について、次の観点に基づいて審議

を行い、その内容を教育長に答申する。 

 

１ 基本的な考え方 

(1) 「令和２年度使用藤沢市教科用図書の採択方針」に基づき審議する。 

(2) 令和２年度使用小学校用教科用図書の調査研究を学習指導要領に基づいて行わせる

ために、調査員を置き、調査資料を提出させる。 

(3) 令和２年度使用中学校用教科用図書の選定に係る調査研究資料は、平成２７年度採

択における県・市の調査研究資料等を活用する。 

(4)  「平成３２年度使用小学校，義務教育学校の前期課程教科用図書調査研究の観点」、

平成３２年度使用中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科

用図書調査研究の観点」及び「平成３２年度使用特別支援教育関係教科用図書調査

研究の観点」に基づき、調査研究した資料等を基に審議する。その内容を教育長に

答申する。 

 

２  審議委員会日程     

 (1)  令和２年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会日程 

    ア 令和元年６月から７月にかけて令和２年度使用小学校用教科用図書並びに令和２

年度使用中学校用教科用図書、また令和２年度使用特別支援学校及び小学校若し

くは中学校の特別支援学級用教科用図書の審議を３回行う。 

    イ 第１回は、令和２年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会の審議方針について

審議する。 

  ウ 第２回は、令和２年度使用小学校用教科用図書について審議する。 

  エ 第３回は、令和２年度使用特別支援学校及び小学校若しくは中学校の特別支援学

級用教科用図書の審議並びに、令和２年度使用中学校用教科用図書について審議

する。 

 

 (2) 調査員作業日程 

  ア 令和元年６月中に令和２年度使用小学校用教科用図書の調査研究のために、調査

員をおき、作業を行わせる。 

   イ 調査員作業では、調査研究方法の確認をし、令和２年度使用小学校用教科用図書

見本等を基に調査研究を行わせ、調査資料を作成させる。 

 

 



３ 提出させる資料 

(1) 調査員による調査資料を審議委員会に提出させる。 

(2) 事務局に各小学校長からの令和２年度使用小学校用教科用図書調査書をまとめさ

せ、審議委員会に提出させる。 

  (3)  事務局に該当校長からの特別支援学校及び特別支援学級用教科用図書調査書をま

とめさせ、審議委員会に提出させる。 

  (4)  事務局に各小学校移動展示時と藤沢市役所本庁舎５階市民ラウンジ展示時の教育

関係者、児童生徒保護者並びに市民の意見・感想をまとめさせ、審議委員会に提出

させる。 

  (5)  教科書目録、学習指導要領、令和２年度使用小学校用教科用図書見本、令和２年度

使用中学校用教科用図書見本、教科書編修趣意書、令和２年度義務教育諸学校使用

教科用図書の採択方針（「平成３２年度使用小学校，義務教育学校の前期課程教科

用図書調査研究の観点」、平成３２年度使用中学校、義務教育学校の後期課程、中

等教育学校の前期課程教科用図書調査研究の観点」及び「平成３２年度使用特別支

援教育関係教科用図書調査研究の観点」を含む）教科用図書調査研究の結果並びに

平成２７年度採択における県・市の調査研究資料等を資料として使用する。 

 

４ 調査作業の時限非公開 

 (1) 静ひつな調査研究の環境確保のため、調査作業及びその調査員氏名については非公

開として行わせる。 

 (2) 審議の透明性を確保するため、調査員氏名については、調査作業後、審議委員会に

おいて公開する。 
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   第 １ 回 令 和 ２ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 会 議 録  

               令 和 元 年 ６ 月 ３ 日 （ 月 ） １ ０ 時 ３ ０ 分 ～  

 

委 員 長    定 刻 に な り ま し た 。  

  会 議 に 先 立 ち ま し て 、 お 願 い が ご ざ い ま す 。 傍 聴 の 皆 様 方 、

お 手 元 の 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 の 傍 聴 要 領 を よ く ご

覧 に な っ て 、各 事 項 を 遵 守 く だ さ い ま す よ う お 願 い い た し ま す 。

な お 、 こ の 会 議 は 公 開 で ご ざ い ま す 。 審 議 の 内 容 に つ き ま し て

は 、 議 事 録 作 成 の 都 合 上 、 録 音 さ せ て い た だ き ま す 。  

 そ れ で は 、 こ れ よ り 第 １ 回 令 和 ２ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書

採 択 審 議 委 員 会 を 始 め ま す 。  

 私 は 、 本 審 議 委 員 会 委 員 長 を 務 め さ せ て い た だ く こ と に な り

ま し た 村 上 と 申 し ま す 。  

 不 慣 れ で は ご ざ い ま す が 、 藤 沢 市 の 子 ど も た ち の た め に 、 静

ひ つ な 環 境 の 中 で 公 正 に 審 議 委 員 会 を 運 営 し て ま い り た い と 存

じ ま す 。 審 議 委 員 の 皆 様 の 御 協 力 を お 願 い い た し ま す 。  

 ま た 、 本 審 議 委 員 会 規 則 第 ４ 条 第 ３ 項 に 則 り 、 職 務 代 理 者 と

し て 畠 山 委 員 を 指 名 し て お り ま す 。 畠 山 委 員 、 一 言 御 挨 拶 を お

願 い し ま す 。  

 

畠 山 委 員   皆 様 、 お は よ う ご ざ い ま す 。 採 択 審 議 委 員 会 の 委 員 長 よ り 御

指 名 を い た だ き ま し た の で 、 務 め さ せ て い た だ き た い と 思 い ま

す 。 ど う ぞ よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

委 員 長   畠 山 委 員 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 そ れ で は 、 本 審 議 委 員 会 の 次 第 に 則 っ て 進 め さ せ て い た だ き

ま す 。  

 次 第 の ２「 会 議 録 署 名 委 員 の 指 名 に つ い て 」に 入 り ま す 。「 藤

沢 市 審 議 会 等 の 会 議 の 公 開 に 関 す る 要 綱 」 第 ７ 条 に 基 づ い て 、

会 議 録 署 名 委 員 の 指 名 を い た し ま す 。  
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 署 名 委 員 と し て 、 委 員 長 の 私 自 身 と 、 他 に 井 上 委 員 を 指 名 さ

せ て い た だ き た い と 思 い ま す 。井 上 委 員 、よ ろ し い で し ょ う か 。 

 

井 上 委 員   は い 。 わ か り ま し た 。 受 け 承 り ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ れ で は 、 会 議 録 署 名 委 員 に は 、 私

と 井 上 委 員 と い う こ と で よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 次 に 、 次 第 ３ 「 資 料 に つ い て 」 に 入 り ま す 。 事 務 局 か ら 資 料

に つ い て の 説 明 を し て い た だ き ま す 。 事 務 局 、 お 願 い い た し ま

す 。  

 

事 務 局   そ れ で は 、 た く さ ん あ り ま す 資 料 の 確 認 を さ せ て い た だ き ま

す 。  

 ま ず 、 ホ ッ チ キ ス ど め の 「 資 料 １ 」 と 書 か れ て い る も の に は

「 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 規 則 」、「 令 和 ２ 年 度 使 用 藤

沢 市 教 科 用 図 書 の 採 択 方 針 」、「 令 和 ２ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図

書 採 択 審 議 委 員 会 委 員 名 簿 」、「 令 和 ２ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図

書 に 関 す る 審 議 に つ い て（ 諮 問 ）」、「 平 成 ３ ２ 年 度 義 務 教 育 諸 学

校 使 用 教 科 用 図 書 の 採 択 方 針 に つ い て（ 通 知 ）」、「 教 科 書 採 択 に

お け る 公 正 確 保 の 徹 底 等 に つ い て（ 通 知 ）」、「 ２ ０ ２ ０ 年 度（ 新

元 号 ２ 年 度 ）使 用 教 科 書 の 採 択 事 務 処 理 に つ い て（ 通 知 ）」、「 小

学 校 用 教 科 書 目 録 （ 平 成 ３ ２ 年 度 使 用 ） 登 載 発 行 者 別 一 覧 表 」、

「 中 学 校 用 教 科 書 目 録 （ 平 成 ３ ２ 年 度 使 用 ） 登 載 発 行 者 別 一 覧

表 」、「 平 成 ３ １ 年 度 使 用 藤 沢 市 立 中 学 校 用 教 科 用 図 書 」、「 平 成

３ ２ 年 （ 新 元 号 ２ 年 ） 度 用 一 般 図 書 一 覧 」 を と じ て お り ま す 。  

 次 に 、 Ａ ４ の ピ ン ク の フ ァ イ ル の 資 料 に な り ま す 。 こ ち ら に

は 「 中 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 結 果 （ 平 成 ２ ８ ・ ２ ９ ・ ３

０ ・ ３ １ 年 度 用 ）」 と 、「 中 学 校 用 （ 平 成 ２ ８ ・ ２ ９ ・ ３ ０ ・ ３

１ 年 度 用 ）『 調 査 資 料 』」 を と じ て お り ま す 。  

 続 き ま し て 、 ホ ッ チ キ ス ど め の 資 料 ３ で す 。 こ ち ら に は 「 小
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学 校 用 教 科 書 目 録（ 平 成 ３ ２ 年 度 使 用 ）」と「 中 学 校 用 教 科 書 目

録（ 平 成 ３ ２ 年 度 使 用 ）」、「 特 別 支 援 学 校 用（ 小・中 学 部 ）教 科

書 目 録 （ 平 成 ３ ２ 年 度 使 用 ）」 を と じ て お り ま す 。  

 そ の 他 、 小 ・ 中 ・ 特 別 支 援 学 校 の 学 習 指 導 要 領 を 用 意 し ま し

た 。  

 な お 、 本 日 の 資 料 の 中 で 平 成 ３ ２ 年 度 と な っ て い る も の に つ

き ま し て は 、 改 元 前 に 国 や 県 か ら 示 さ れ た も の の た め 、 そ の 表

記 に な っ て お り ま す が 、 令 和 ２ 年 度 と 読 み か え て い た だ き ま す

よ う お 願 い い た し ま す 。  

 そ れ で は 、 そ れ ぞ れ に つ い て 概 略 を 御 説 明 い た し ま す 。  

 再 度 お 手 元 の 資 料 を ご 覧 く だ さ い 。  

 初 め に 、 資 料 １ の １ ペ ー ジ 、 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員

会 規 則 で す が 、 こ れ は 、 本 審 議 委 員 会 の 規 則 で ご ざ い ま す 。  

 次 に 、 ３ ペ ー ジ 、 令 和 ２ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 の 採 択 方

針 で す 。 こ れ は 本 年 度 の 教 育 委 員 会 と し て の 採 択 に 関 わ る 方 針

を 定 め た 資 料 で ご ざ い ま す 。  

 次 に 、 ８ ペ ー ジ 、 平 成 ３ ２ 年 度 義 務 教 育 諸 学 校 使 用 教 科 用 図

書 の 採 択 方 針 で す 。 こ の 中 に 、 １ １ ペ ー ジ に あ り ま す 平 成 ３ ２

年 度 使 用 小 学 校 、 義 務 教 育 学 校 の 前 期 課 程 教 科 用 図 書 調 査 研 究

の 観 点 、 １ ５ ペ ー ジ に あ り ま す 平 成 ３ ２ 年 度 使 用 中 学 校 、 義 務

教 育 学 校 の 後 期 課 程 、 中 等 教 育 学 校 の 前 期 課 程 用 教 科 用 図 書 調

査 研 究 の 観 点 、 及 び ２ ０ ペ ー ジ に あ り ま す 平 成 ３ ２ 年 度 使 用 特

別 支 援 教 育 関 係 教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 観 点 が 含 ま れ て お り ま

す 。 こ れ は 、 文 部 科 学 省 の 通 知 を 受 け ま し て 県 の 選 定 審 議 会 を

通 し て 県 教 育 委 員 会 が 通 知 し た も の で 、 教 科 書 の 調 査 研 究 の 観

点 を 示 し た も の で ご ざ い ま す 。  

 次 に 、 ２ ６ ペ ー ジ 、 教 科 書 採 択 に お け る 公 正 確 保 の 徹 底 等 に

つ い て（ 通 知 ）と 、５ １ ペ ー ジ の ２ ０ ２ ０ 年 度（ 新 元 号 ２ 年 度 ）

使 用 教 科 書 の 採 択 事 務 処 理 に つ い て （ 通 知 ） で す が 、 こ れ は 文

部 科 学 省 よ り 県 に 通 知 さ れ ま し た 教 科 用 図 書 採 択 に 向 け て の 方
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針 で ご ざ い ま す 。  

 次 に 、５ ８ ペ ー ジ の 小 学 校 用 教 科 書 目 録（ 平 成 ３ ２ 年 度 使 用 ）

登 載 発 行 者 別 一 覧 表 、 続 け て 、 ５ ９ ペ ー ジ の 中 学 校 用 教 科 書 目

録 （ 平 成 ３ ２ 年 度 使 用 ） 登 載 発 行 者 別 一 覧 表 、 ６ ０ ペ ー ジ の 平

成 ３ １ 年 度 使 用 藤 沢 市 立 中 学 校 用 教 科 用 図 書 で す が 、 こ れ は 事

務 局 が 作 成 し た 一 覧 表 に な り ま す 。  

 次 に 、 ６ １ ペ ー ジ 、 平 成 ３ ２ 年 （ 新 元 号 ２ 年 ） 度 用 一 般 図 書

一 覧 で す が 、 こ れ は 学 校 教 育 法 附 則 第 ９ 条 の 規 定 に 基 づ き 、 義

務 教 育 諸 学 校 で 平 成 ３ １ 年 度 に 使 用 す る 教 科 書 と し て 採 択 さ れ

た 一 般 図 書 の う ち 比 較 的 採 択 数 の 多 い も の で 、 か つ 、 発 行 者 が

令 和 ２ 年 度 に お い て も 引 き 続 き 当 該 図 書 の 発 行 、 供 給 を 予 定 し

て い る も の を 収 録 し た も の で す 。  

 次 に 、 ピ ン ク の フ ァ イ ル に な り ま す 。 資 料 ２ に と じ て お り ま

す 「 中 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 結 果 （ 平 成 ２ ８ ・ ２ ９ ・ ３

０ ・ ３ １ 年 度 用 ）」と「 中 学 校 用（ 平 成 ２ ８ ・ ２ ９ ・ ３ ０ ・ ３ １

年 度 用 ） 調 査 資 料 」 で す が 、 こ れ は 平 成 ２ ７ 年 度 に 行 い ま し た

中 学 校 用 教 科 用 図 書 の 採 択 の 際 、 神 奈 川 県 及 び 藤 沢 市 が 作 成 し

た 調 査 研 究 資 料 で ご ざ い ま す 。  

 次 に 、 資 料 ３ の ホ ッ チ キ ス ど め に な り ま す 。 こ ち ら に は 「 小

学 校 用 教 科 書 目 録（ 平 成 ３ ２ 年 度 使 用 ）」、「 中 学 校 用 教 科 書 目 録

（ 平 成 ３ ２ 年 度 使 用 ）」、「 特 別 支 援 学 校 用（ 小・中 学 部 ）教 科 書

目 録 （ 平 成 ３ ２ 年 度 使 用 ）」 を と じ て お り ま す 。 教 科 用 図 書 は 、

こ ち ら 教 科 書 目 録 に 登 載 さ れ て い る も の の う ち か ら 採 択 す る と

さ れ て い ま す 。  

 最 後 に 、 小 ・ 中 ・ 特 別 支 援 学 校 の 学 習 指 導 要 領 で す が 、 こ れ

は 学 校 の 教 育 課 程 の 中 心 と な る も の で 、 文 部 科 学 省 が 作 成 し 、

教 科 書 編 集 の 根 幹 に 当 た る 資 料 で も あ り ま す 。 審 議 委 員 の 皆 様

の お 手 元 に １ 冊 ず つ 配 付 さ せ て い た だ い て お り ま す 。  

 そ の 他 、 正 面 に 向 け て 左 の サ イ ド テ ー ブ ル に 資 料 を 用 意 さ せ

て い た だ き ま し た 。  
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 ま ず 、 教 科 書 編 集 趣 意 書 で す が 、 こ れ は 文 部 科 学 省 か ら 作 成

を 指 示 さ れ た 教 科 書 発 行 社 が 教 科 書 を 編 集 す る に 当 た っ て の 趣

意 を ま と め た も の で す 。 そ の 他 、 令 和 ２ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科

用 図 書 見 本 本 、 そ し て 、 令 和 ２ 年 度 使 用 中 学 校 用 教 科 用 図 書 見

本 本 及 び 特 別 支 援 教 育 関 係 教 科 用 図 書 見 本 の 一 部 、 最 後 に 、 平

成 ２ ８ 年 度 使 用 中 学 校 用 教 科 用 図 書 に 関 す る 調 査 書 、 意 見 書 、

審 議 結 果 に つ い て を 展 示 し て お り ま す 。  

 以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 次 に 、 次 第 ４ 、 教 育 長 よ り 審 議 委 員 会 へ の 諮 問 で す 。  

 

教 育 長   去 る ５ 月 １ ９ 日 に 行 わ れ ま し た 教 育 委 員 会 定 例 会 に お き ま し

て 、 令 和 ２ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 に 関 す る 審 議 に つ い て 、

貴 審 議 委 員 会 に 諮 問 す る こ と が 決 定 い た し ま し た の で 、 そ れ に

基 づ き 諮 問 い た し ま す 。 そ れ で は 、 読 み 上 げ ま す 。  

 

                ２ ０ １ ９ 年 （ 令 和 元 年 ） ６ 月 ３ 日  

 

藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 委 員 長  様  

 

令 和 ２ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 に 関 す る 審 議 に つ い て （ 諮

問 ）  

 

 藤 沢 市 教 育 委 員 会 は ２ ０ １ ９ 年 （ 令 和 元 年 ） ５ 月 １ ５ 日 の 教

育 委 員 会 会 議 に お い て 「 令 和 ２ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 の 採

択 方 針 」 を 定 め ま し た 。  

 教 科 用 図 書 の 採 択 に あ た っ て は 、 国 、 県 等 の 資 料 を 踏 ま え て

公 正 か つ 適 正 を 期 し 、 学 校 、 児 童 生 徒 、 地 域 等 の 特 性 を 考 慮 し

て 採 択 す る こ と が 求 め ら れ て い ま す 。  



- 6 - 

 

 そ こ で 、 貴 審 議 委 員 会 に お い て は 、「 令 和 ２ 年 度 使 用 藤 沢 市

教 科 用 図 書 の 採 択 方 針 」 及 び 神 奈 川 県 教 育 委 員 会 通 知 に 示 さ れ

て い る 「 平 成 ３ ２ 年 度 使 用 小 学 校 、 義 務 教 育 学 校 の 前 期 課 程 教

科 用 図 書 調 査 研 究 の 観 点 」、「 平 成 ３ ２ 年 度 使 用 中 学 校 、 義 務 教

育 学 校 の 後 期 課 程 、 中 等 教 育 学 校 の 前 期 課 程 教 科 用 図 書 調 査 研

究 の 観 点 」、「 平 成 ３ ２ 年 度 特 別 支 援 教 育 関 係 教 科 用 図 書 調 査 研

究 の 観 点 」 に 基 づ き 審 議 を 行 い 、 そ の 内 容 を 答 申 し て く だ さ る

よ う 、 こ こ に 諮 問 し ま す 。  

藤 沢 市 教 育 委 員 会  

                      教 育 長  平 岩  多 恵 子  

 

 以 上 で ご ざ い ま す 。 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 な お 、 た だ い ま の 諮 問 文 の 中 で 平 成 ３ ２ 年 度 使 用 と な っ て お

り ま し た の は 、 先 ほ ど も 説 明 い た し ま し た よ う に 、 改 元 前 に 県

教 育 委 員 会 か ら 示 さ れ た も の の た め 、 こ の 表 記 に な っ て お り ま

す 。 委 員 の 皆 様 に は こ れ か ら の 御 審 議 を よ ろ し く お 願 い い た し

ま す 。  

 そ れ で は 、 次 第 の ５ 「 議 事 」 に 入 り ま す 。  

 今 年 度 の 審 議 委 員 会 の 方 針 に つ い て 、 審 議 の 都 合 上 、 あ ら か

じ め こ ち ら で 議 案 を 用 意 し て あ り ま す 。  

 そ れ で は 、 議 案 、 令 和 ２ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議

委 員 会 の 審 議 方 針 （ 案 ） に つ い て 審 議 い た し ま す 。 事 務 局 に 朗

読 し て い た だ き ま す 。  

 

事 務 局   そ れ で は 、 お 手 元 の 議 案 を ご ら ん く だ さ い 。  
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議 案  

 令 和 ２ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 の 審 議 方 針

（ 案 ） に つ い て  

 

 本 審 議 委 員 会 は 、 教 育 委 員 会 の 諮 問 に 基 づ き 、 令 和 ２ 年 度 使

用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 の 方 針 を 次 の よ う に 定 め

る 。 藤 沢 市 立 小 学 校 ・ 中 学 校 ・ 特 別 支 援 学 校 及 び 小 学 校 若 し く

は 中 学 校 の 特 別 支 援 学 級 で 使 用 す る 教 科 用 図 書 に つ い て 、 次 の

観 点 に 基 づ い て 審 議 を 行 い 、 そ の 内 容 を 教 育 長 に 答 申 す る 。  

 

１  基 本 的 な 考 え 方  

 ( 1 )  「 令 和 ２ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 の 採 択 方 針 」に 基 づ き 審 議 す る 。 

 ( 2 )  令 和 ２ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 の 調 査 研 究 を 学 習 指 導 要 領 に 基

づ い て 行 わ せ る た め に 、 調 査 員 を 置 き 、 調 査 資 料 を 提 出 さ せ る 。  

 ( 3 )  令 和 ２ 年 度 使 用 中 学 校 用 教 科 用 図 書 の 選 定 に 係 る 調 査 研 究 資 料 は 、

平 成 ２ ７ 年 度 採 択 に お け る 県 ・ 市 の 調 査 研 究 資 料 等 を 活 用 す る 。  

 ( 4 )  「 平 成 ３ ２ 年 度 使 用 小 学 校 、 義 務 教 育 学 校 の 前 期 課 程 教 科 用 図 書 調

査 研 究 の 観 点 」、「 平 成 ３ ２ 年 度 使 用 中 学 校 、 義 務 教 育 学 校 の 後 期 課

程 、 中 等 教 育 学 校 の 前 期 課 程 教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 観 点 」 及 び 「 平

成 ３ ２ 年 度 使 用 特 別 支 援 教 育 関 係 教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 観 点 」 に 基

づ き 、 調 査 研 究 し た 資 料 等 を 基 に 審 議 す る 。 そ の 内 容 を 教 育 長 に 答

申 す る 。  

 

２  審 議 委 員 会 日 程  

 ( 1 )  令 和 ２ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 日 程  

 ア  令 和 元 年 ６ 月 か ら ７ 月 に か け て 令 和 ２ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書

並 び に 令 和 ２ 年 度 使 用 中 学 校 用 教 科 用 図 書 、 ま た 令 和 ２ 年 度 使 用 特

別 支 援 学 校 及 び 小 学 校 若 し く は 中 学 校 の 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書

の 審 議 を ３ 回 行 う 。  

 イ  第 １ 回 は 、 令 和 ２ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 の 審 議
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方 針 に つ い て 審 議 す る 。  

 ウ  第 ２ 回 は 、 令 和 ２ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 に つ い て 審 議 す る 。  

 エ  第 ３ 回 は 、 令 和 ２ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 小 学 校 若 し く は 中 学 校

の 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 の 審 議 並 び に 、 令 和 ２ 年 度 使 用 中 学 校

用 教 科 用 図 書 に つ い て 審 議 す る 。  

 

 ( 2 )  調 査 員 作 業 日 程  

 ア  令 和 元 年 ６ 月 中 に 令 和 ２ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 の 調 査 研 究 の

た め に 、 調 査 員 を お き 、 作 業 を 行 わ せ る 。  

 イ  調 査 員 作 業 で は 、 調 査 研 究 方 法 の 確 認 を し 、 令 和 ２ 年 度 使 用 小 学 校

用 教 科 用 図 書 見 本 等 を 基 に 調 査 研 究 を 行 わ せ 、 調 査 資 料 を 作 成 さ せ

る 。  

 

３  提 出 さ せ る 資 料  

 ( 1 )  調 査 員 に よ る 調 査 資 料 を 審 議 委 員 会 に 提 出 さ せ る 。  

 ( 2 )  事 務 局 に 各 小 学 校 長 か ら の 令 和 ２ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査

書 を ま と め さ せ 、 審 議 委 員 会 に 提 出 さ せ る 。  

 ( 3 )  事 務 局 に 該 当 校 長 か ら の 特 別 支 援 学 校 及 び 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図

書 調 査 書 を ま と め さ せ 、 審 議 委 員 会 に 提 出 さ せ る 。  

 ( 4 )  事 務 局 に 各 小 学 校 移 動 展 示 時 と 藤 沢 市 役 所 本 庁 舎 ５ 階 市 民 ラ ウ ン ジ

展 示 時 の 教 育 関 係 者 、 児 童 生 徒 保 護 者 並 び に 市 民 の 意 見 ・ 感 想 を ま

と め さ せ 、 審 議 委 員 会 に 提 出 さ せ る 。  

 ( 5 )  教 科 書 目 録 、 学 習 指 導 要 領 、 令 和 ２ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 見

本 、 令 和 ２ 年 度 使 用 中 学 校 用 教 科 用 図 書 見 本 、 教 科 書 編 修 趣 意 書 、

令 和 ２ 年 度 義 務 教 育 諸 学 校 使 用 教 科 用 図 書 の 採 択 方 針（「 平 成 ３ ２ 年

度 使 用 小 学 校 、 義 務 教 育 学 校 の 前 期 課 程 教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 観

点 」、「 平 成 ３ ２ 年 度 使 用 中 学 校 、 義 務 教 育 学 校 の 後 期 課 程 、 中 等 教

育 学 校 の 前 期 課 程 教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 観 点 」 及 び 「 平 成 ３ ２ 年 度

使 用 特 別 支 援 教 育 関 係 教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 観 点 」 を 含 む ） 教 科 用

図 書 調 査 研 究 の 結 果 並 び に 平 成 ２ ７ 年 度 採 択 に お け る 県 ・ 市 の 調 査
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研 究 資 料 等 を 資 料 と し て 使 用 す る 。  

 

４  調 査 作 業 の 時 限 非 公 開  

 ( 1 )  静 ひ つ な 調 査 研 究 の 環 境 確 保 の た め 、 調 査 作 業 及 び そ の 調 査 員 氏 名

に つ い て は 非 公 開 と し て 行 わ せ る 。  

 ( 2 )  審 議 の 透 明 性 を 確 保 す る た め 、調 査 員 氏 名 に つ い て は 、調 査 作 業 後 、

審 議 委 員 会 に お い て 公 開 す る 。  

 

 な お 、 令 和 ２ 年 度 使 用 中 学 校 用 教 科 用 図 書 に つ い て は 、 ４ 年

に １ 度 の 採 択 が え の 年 に 当 た っ て お り 、「 特 別 の 教 科  道 徳 」以

外 の 教 科 に つ い て は 、 教 科 書 目 録 に 登 載 さ れ て い る も の の う ち

か ら 採 択 し ま す 。 し か し 、 学 習 指 導 要 領 の 改 訂 に 伴 い 、 令 和 ２

年 度 か ら 使 用 す る 中 学 校 の 教 科 書 に つ い て は 、 新 た に 検 定 を 経

た 教 科 書 が ご ざ い ま せ ん で し た 。 し た が い ま し て 、 平 成 ２ ６ 年

度 検 定 合 格 図 書 等 の 中 か ら 採 択 を 行 う こ と に な り ま す 。 教 科 書

の 内 容 に つ い て は 、 平 成 ２ ６ 年 度 検 定 合 格 図 書 の 時 点 か ら 現 在

の も の と 基 本 的 に 変 わ り は ご ざ い ま せ ん 。 そ の た め 、 文 部 科 学

省 か ら 調 査 研 究 資 料 に つ い て は 、 ４ 年 間 の 使 用 の 実 績 を 踏 ま え

つ つ 、 平 成 ２ ７ 年 度 採 択 に お け る 調 査 研 究 の 内 容 等 を 活 用 す る

こ と も 考 え ら れ る こ と 、神 奈 川 県 教 育 委 員 会 か ら は 、「 中 学 校 用

教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 結 果 （ 平 成 ２ ８ ・ ２ ９ ・ ３ ０ ・ ３ １ 年 度

使 用 ）」 を も っ て 充 て る こ と が 示 さ れ ま し た 。 こ の こ と を 受 け 、

令 和 ２ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 の 審 議 に は 、 平 成 ２ ７ 年 度 に

神 奈 川 県 や 藤 沢 市 が 作 成 し た 中 学 校 用 教 科 書 の 調 査 研 究 資 料 を

活 用 す る こ と が 示 さ れ て お り ま す 。  

 以 上 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 こ の 議 案 に つ き ま し て 、 御 意 見 、 御 質 問 が ご ざ い ま し た ら お

願 い い た し ま す 。 方 針 文 が 長 い の で 、 一 つ 一 つ 分 け て い き た い
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と 思 い ま す 。  

 ま ず 、 前 文 及 び 「 １  基 本 的 な 考 え 方 」 に つ い て ま で は 、 い

か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   な い よ う で し た ら 、次 に 、「 ２  審 議 委 員 会 日 程 」に つ い て は

い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、次 は 、「 ３  提 出 さ せ る 資 料 」に つ い て で す 。こ ち

ら は い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   で は 、次 に 、「 ４  調 査 作 業 の 時 限 非 公 開 」に つ い て は い か が

で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   御 意 見 、 御 質 問 が な い よ う で し た ら 、 原 案 ど お り と い う こ と

で よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

各 委 員   は い 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 全 体 を 通 し て 、 ほ か に 御 質 問 、 御 意 見 は ご ざ い ま

せ ん で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  
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委 員 長   で は 、 な い よ う で す の で 、 こ の 方 針 で よ ろ し い か ど う か 、 改

め ま し て 御 承 認 い た だ け ま す で し ょ う か 。  

 

各 委 員   は い 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 そ れ で は 、 議 案 、 令 和 ２ 年 度 使 用

藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 の 審 議 方 針 （ 案 ） に つ い て は

承 認 さ れ ま し た 。 し た が い ま し て 、 案 の 字 を お 取 り く だ さ い 。  

 あ り が と う ご ざ い ま す 。 実 質 審 議 を 第 ２ 回 審 議 委 員 会 に て 行

い ま す 。 各 委 員 に お か れ ま し て は 、 本 日 の 資 料 を 参 考 に 次 回 の

審 議 委 員 会 ま で の 準 備 を よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

  最 後 に 、 第 ２ 回 審 議 委 員 会 の 開 催 日 時 で す が 、 ７ 月 ３ 日 水 曜

日 午 前 ９ 時 か ら 、 藤 沢 市 教 育 文 化 セ ン タ ー 大 会 議 室 で と 考 え て

お り ま す 。 こ の 日 程 で よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

各 委 員   は い 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 方 針 に 従 い ま し て 、 次 回 は 、 令 和 ２ 年 度 使 用 小 学

校 教 科 用 図 書 の 審 議 を 行 っ て ま い り た い と 思 い ま す の で 、 よ ろ

し く お 願 い い た し ま す 。  

  事 務 局 の ほ う か ら 何 か 連 絡 は あ り ま せ ん で し ょ う か 。  

 

事 務 局   御 審 議 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

  審 議 委 員 の 皆 様 に は 、 審 議 に お け る 公 正 確 保 と い う 観 点 に お

い て 、 常 に 公 正 な 立 場 で お 願 い い た し ま す 。  

  以 上 で ご ざ い ま す 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

  委 員 の 皆 様 、 事 務 局 の 皆 様 、 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

  こ れ を も ち ま し て 第 １ 回 令 和 ２ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採

択 審 議 委 員 会 を 閉 会 い た し ま す 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  



- 12 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ の 会 議 の 結 果 の 記 載 に 相 違 な い こ と を 、 確 認 す る 。  

 

 

署 名 委 員  
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   第 ２ 回 令 和 ２ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 会 議 録  

            令 和 元 年 ７ 月 ３ 日 （ 水 ） ９ 時 ０ ０ 分 ～  

 

委 員 長   皆 様 、 お は よ う ご ざ い ま す 。 本 日 は 、 お 忙 し い 中 ご 出 席 い た

だ き ま し て 、 ま こ と に あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 会 議 の 開 会 に 先 立 ち ま し て 、 傍 聴 の 皆 様 に お 願 い が ご ざ い ま

す 。 お 手 元 の 傍 聴 要 領 を ご 覧 く だ さ い 。 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択

審 議 委 員 会 の 傍 聴 要 領 に 従 い 傍 聴 く だ さ い ま す よ う お 願 い い た

し ま す 。  

 な お 、 こ の 会 議 は 公 開 で あ る と と も に 、 審 議 の 内 容 に つ き ま

し て は 会 議 録 作 成 の 都 合 上 、 録 音 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 ま た 、 本 日 、 山 田 委 員 、 小 林 委 員 に つ き ま し て は 、 都 合 に よ

り 遅 れ て 委 員 会 に 出 席 す る 旨 、 承 っ て お り ま す の で お 知 ら せ い

た し ま す 。  

 そ れ で は 、 本 日 の 次 第 を ご 覧 く だ さ い 。 今 回 ご 審 議 い た だ く

内 容 は 、議 題 、「 令 和 ２ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 図 書 に つ い て 」で

す 。  

 ま ず は じ め に 、 藤 沢 市 審 議 会 等 の 会 議 の 公 開 に 関 す る 要 綱 に

基 づ き 、 会 議 録 署 名 委 員 を 指 名 し ま す 。  

 委 員 長 の 私 の 他 に 今 回 も 、 井 上 委 員 に お 願 い し た い と 思 い ま

す が 、 よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

井 上 委 員   は い 、 承 知 い た し ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 で は 、 井 上 委 員 、 よ ろ し く お 願 い し

ま す 。  

 続 い て 、 本 日 の 資 料 に つ い て 事 務 局 の 説 明 を 求 め ま す 。 事 務

局 、 お 願 い い た し ま す 。  
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事 務 局   そ れ で は 、 議 題 に 係 る 資 料 に つ い て 説 明 い た し ま す 。  

 第 １ 回 の 審 議 委 員 会 が 終 了 し た 後 、 本 日 ま で の 間 に 送 付 し 、

本 日 お 持 ち い た だ き ま し た ４ 点 の 資 料 に つ い て ご 説 明 い た し ま

す 。  

 １ 点 目 は 、 本 審 議 委 員 会 の も と に 置 か れ ま し た 調 査 委 員 に よ

っ て 作 成 さ れ ま し た 「 小 学 校 用 （ 令 和 ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ 年 度 用 ）

『 調 査 資 料 』」で す 。こ れ は 、県 の 通 知 及 び 本 審 議 委 員 会 の 方 針

を 受 け ま し て 、 学 校 教 育 に 関 し 十 分 な 経 験 と 知 識 を 有 す る 者 の

う ち か ら 本 市 教 育 委 員 会 が 調 査 員 と し て ５ ７ 名 を 任 命 し 、 調 査

研 究 し た 結 果 を ま と め た も の で ご ざ い ま す 。 今 回 、 調 査 研 究 に

携 わ り ま し た 調 査 員 の 氏 名 等 に つ き ま し て は 、 調 査 資 料 の 最 終

ペ ー ジ に 記 載 し て ご ざ い ま す 。  

 ２ 点 目 は 、 県 よ り 報 告 さ れ ま し た 「 小 学 校 、 義 務 教 育 学 校 の

前 期 課 程  教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 結 果 （ 令 和 ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ 年

度 使 用 ）」で す 。こ れ は 、県 の 選 定 審 議 会 の も と に 置 か れ た 専 門

調 査 委 員 会 が 調 査 研 究 し た 結 果 で あ り ま し て 、 選 定 審 議 会 を 経

ま し て 県 教 育 委 員 会 か ら 本 市 教 育 委 員 会 へ と 送 付 さ れ た も の で

ご ざ い ま す 。  

 ３ 点 目 は 、「 令 和 ２ 年 度 使 用 教 科 用 図 書 調 査 書 ま と め 」 で す 。

こ れ は 、 各 小 学 校 長 が 自 校 の 教 師 に 県 の 調 査 研 究 の 観 点 等 に 沿

っ て 調 査 研 究 さ せ た 令 和 ２ 年 度 使 用 教 科 用 図 書 調 査 書 を も と に

事 務 局 で ま と め た も の で す 。 各 学 校 が 調 査 の 各 観 点 に 沿 っ て 、

当 て は ま る と 思 わ れ る 発 行 者 に 丸 を つ け た も の を 集 計 し 一 覧 に

し た も の と 、 各 教 科 、 種 目 別 の 観 点 、 及 び 本 校 の 児 童 の 実 態 や

地 域 等 の 特 性 と の 関 連 の 観 点 に つ い て 、 そ の 教 科 書 が 適 切 で あ

る 理 由 と し て 各 学 校 が 記 述 し た 内 容 を 発 行 者 ご と に ま と め 、 一

覧 に し た も の で す 。  

 ４ 点 目 は 、「 令 和 ２ 年 度 使 用 教 科 用 図 書 意 見 書 一 覧 表 」 で す 。

こ れ は 、 市 民 及 び 保 護 者 向 け に 各 小 学 校 及 び 藤 沢 市 役 所 本 庁 舎

５ 階 市 民 ラ ウ ン ジ に お い て 教 科 書 展 示 会 を 開 催 し た 際 に い た だ
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い た 意 見 、 感 想 を 事 務 局 で ま と め た も の で ご ざ い ま す 。 な お 、

令 和 ２ 年 度 使 用 教 科 用 図 書 調 査 書 と 令 和 ２ 年 度 使 用 教 科 用 図 書

意 見 書 は 、 令 和 ２ 年 度 に 藤 沢 市 で 使 用 が 予 定 さ れ る 教 科 用 図 書

見 本 本 と あ わ せ て サ イ ド テ ー ブ ル に 展 示 し て あ り ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 た だ い ま の 資 料 等 の 説 明 に つ い て 、何 か 質 問 は ご ざ い ま す か 。 

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   で は 、 質 問 が な い よ う で す の で 、 こ れ か ら 議 事 に 入 り ま す 。  

 議 題 、「 令 和 ２ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 に つ い て 」を 審 議

し て ま い り ま す 。  

 今 年 度 は 、 令 和 ２ 年 度 か ら 令 和 ５ 年 度 に 使 用 す る 小 学 校 の 教

科 用 図 書 の 採 択 が 行 わ れ る こ と に な っ て い ま す 。 ま た 、 審 議 委

員 会 が 審 議 を 行 う に あ た り 、 学 校 教 育 に 関 し 十 分 な 知 識 と 経 験

を 有 す る 調 査 員 を 置 き 、調 査 研 究 を 行 わ せ ま し た 。本 日 ま で に 、

審 議 委 員 の 皆 さ ん に は 調 査 員 が 作 成 し た 調 査 資 料 に 目 を 通 し 、

調 査 研 究 を 進 め て い た だ い て い る と こ ろ で す が 、 そ の 調 査 資 料

の 内 容 を も と に 、 各 小 学 校 の 調 査 書 の ま と め 、 県 よ り 出 さ れ た

教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 結 果 等 を 使 っ て 審 議 を 進 め た い と 思 い ま

す 。  

 続 き ま し て 、 審 議 の 進 行 に つ き ま し て 、 何 か ご 意 見 が ご ざ い

ま す で し ょ う か 。  

 

古 島 委 員   審 議 の 進 め 方 に つ い て で す が 、 こ ち ら の 市 の 調 査 資 料 の 大 き

な ま と め の ３ つ の 観 点 を も と に 進 め て い く と い う の は い か が で

し ょ う か 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 た だ い ま 、 市 の 調 査 資 料 の ３ つ の 観
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点 を も と に し て と い う 意 見 が ご ざ い ま し た 。 市 の 調 査 資 料 の ３

つ の 観 点 と い た し ま し て は 、 １ つ 目 の 観 点 が 「 編 修 の 趣 旨 と 工

夫 、学 習 指 導 要 領 と の 関 連 、内 容・構 成 、教 科・種 目 別 の 観 点 」

で す 。 ２ つ 目 の 観 点 は 「 分 量 ・ 装 丁 ・ 表 記 等 」 で す 。 最 後 に ３

つ 目 の 観 点 は 「 本 市 の 児 童 の 実 態 や 地 域 等 の 特 性 と の 関 連 」 と

な り ま す 。 こ れ ら ３ つ の 観 点 の も と に 進 め て は ど う か と い う ご

意 見 だ っ た と 思 い ま す 。 皆 さ ん 、 い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   は い 。  

 

各 委 員   お 願 い し ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ れ で は 、 種 目 ご と に ３ 観 点 を 踏 ま

え て 、 各 委 員 か ら ご 意 見 を こ れ か ら い た だ い て い き た い と 思 い

ま す 。  

 そ れ で は 、 ご 意 見 を お 願 い し ま す 。 ま ず は 国 語 か ら お 願 い し

た い と 思 い ま す が 、 い か が で し ょ う か 。 そ れ で は 、 三 橋 委 員 。  

 

三 橋 委 員   国 語 で す け れ ど も 、４ 者 、教 科 書 が 出 て い る ん で す け れ ど も 、

４ 者 と も 、 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び と な る よ う に 子 ど も た ち

が 見 通 し を 持 っ て 学 習 で き る よ う に 、 そ れ ぞ れ 工 夫 さ れ て い ま

す 。 そ の 中 で 、 学 習 の 進 め や す さ と い う 点 で 、 光 村 図 書 出 版 と

教 育 出 版 の 教 科 書 に つ い て 話 を し た い と 思 い ま す 。  

 ど ち ら も 題 材 の 後 の 学 習 の 手 引 き が 充 実 し て い ま す 。 学 習 の

手 順 を 追 っ て わ か り や す く 記 述 し て い る の で 、 子 ど も 自 身 が 学

習 を 進 め る 上 で の 羅 針 盤 と し て 活 用 で き る と 考 え ま す 。  

 そ の ２ 者 を 比 べ ま す と 、 光 村 図 書 出 版 は 、 県 の 調 査 資 料 に 、

「 対 話 的 な 学 び の 場 面 を 具 体 的 に 提 示 し た り し て い る 」 と 記 さ

れ て い る と お り 、 １ つ １ つ の 発 問 が 具 体 的 で 答 え や す い と 思 い

ま し た 。  



- 5 - 

 

 ま た 、 単 元 と 関 連 し た 図 書 の 紹 介 数 も 多 く 、 読 書 活 動 を 意 識

し た 単 元 づ く り が ど の 単 元 で も さ れ て い る と 感 じ ま し た 。  

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う

か 。 で は 、 長 田 委 員 。  

 

長 田 委 員   私 も 光 村 図 書 出 版 は よ い と 思 い ま し た 。「 心 を 、動 か す 。言 葉

が 、動 か す 。」と い う 方 針 の も と 、確 か な 国 語 の 力 を 育 む 工 夫 が

さ れ て い る と 感 じ ま し た 。 ど の 学 年 の 児 童 に と っ て も 本 物 に 触

れ る 質 の 高 い 題 材 が 選 択 さ れ て い る と 感 じ ま す 。 市 の 調 査 委 員

か ら も 活 動 に 役 立 つ 情 報 が 多 く 、扱 い や す い と 報 告 が あ り ま す 。 

 ま た 、 教 育 出 版 に つ い て も め あ て や ね ら い が 明 確 に 示 さ れ て

い て 、 児 童 の 学 習 の 道 し る べ と し て 有 効 で あ る と 感 じ ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。他 に い か が で し ょ う か 。田 中 委 員 、

お 願 い し ま す 。  

 

田 中 委 員   ま ず 、 自 分 が 子 ど も の こ ろ に 読 ん だ 教 科 書 の 内 容 が ま だ 今 も

載 っ て い て 、 う れ し さ と 懐 か し さ を 感 じ ま し た 。 ４ 者 読 ん だ の

で す が 、 特 に 、 教 育 出 版 に つ い て 意 見 さ せ て い た だ き た い と 思

い ま す 。 そ れ ぞ れ の 学 び の 下 の ほ う に 、 自 分 が ど う 思 っ た か 、

友 達 は ど う 思 っ た か と 、 自 然 な 形 で 意 見 を 伝 え 合 え る 場 面 が 載

っ て お り ま し た 。 友 達 の 話 を 聞 く こ と は 、 自 分 も 話 す こ と に つ

な が り ま す し 、話 す こ と は 聞 く 力 に も つ な が る と 思 っ て い ま す 。

友 達 の 意 見 を 聞 い て 自 分 の 考 え 方 を 見 つ め 直 す 機 会 も あ り ま す

し 、 共 感 す る と い う こ と は と て も 大 事 だ と 思 い ま し た の で 、 い

い な と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 に い か が で し ょ う か 。 志 水 委 員 。  

 

志 水 委 員   私 は 、 伝 統 や 文 化 に 関 す る 教 育 の 充 実 で す と か 、 あ る い は 語
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彙 を 豊 か に す る と い う 国 語 科 の 観 点 か ら 見 て み ま し た け れ ど

も 、 ４ 者 見 て み ま し て 、 光 村 図 書 出 版 が 工 夫 さ れ て い る と 思 い

ま し た 。 光 村 図 書 出 版 の ２ 年 生 以 上 に あ る 「 季 節 の 言 葉 」 と い

う 、 春 夏 秋 冬 、 年 間 で ４ カ 所 の ペ ー ジ な ん で す け れ ど も 、 ２ 、

３ 年 生 は 挿 絵 と し 、 ４ 年 生 は １ 年 間 の 季 節 の 行 事 、 ５ 年 生 は 古

典 、 ６ 年 生 は 二 十 四 節 気 か ら と い う よ う に 、 児 童 の 発 達 段 階 に

合 わ せ て 多 く の 言 葉 を 選 ん で い ま す 。  

 さ ら に 、「 短 歌 や 俳 句 を つ く っ て み よ う 」な ど と い う よ う に 、

そ の 言 葉 を 使 っ た 活 動 を 示 し て お り ま し て 、 年 間 を 通 し て 語 彙

を 豊 か に し て 、 そ し て 伝 統 文 化 に 親 し め る と い う つ く り に な っ

て い る と 思 い ま し た 。  

 ま た 、 分 量 ・ 装 丁 ・ 表 記 等 の 観 点 か ら ４ 者 を 見 て み た の で す

が 、 学 校 図 書 と 教 育 出 版 は 全 学 年 上 下 の 分 冊 に な っ て い ま す 。

軽 量 化 さ れ て 持 ち 運 び の 負 担 は 少 な い つ く り に な っ て い ま す 。

一 方 、 光 村 図 書 出 版 と 東 京 書 籍 は 、 １ 年 生 か ら ４ 年 生 は 分 冊 で

す け れ ど も 、 ５ 、 ６ 年 生 は 年 間 で １ 冊 で す 。 年 間 １ 冊 と い う こ

と は 、 重 み は あ る ん で す け れ ど も 、 高 学 年 に な っ た な と か 、 中

学 校 へ の つ な が り と い う 点 で は 、 特 に 、 ま た 学 習 の 積 み 重 ね が

意 識 で き る 、 そ う い っ た と こ ろ で は い い か な と 思 い ま し た 。  

 中 で も 光 村 図 書 出 版 は 、 冒 頭 に １ 年 間 で 学 習 す る こ と が 見 や

す い 一 覧 表 と な っ て お り ま し た の で 、 子 ど も た ち が 主 体 的 に 学

習 を 進 め る 中 で 振 り 返 っ た り 確 か め た り 、 そ ん な 活 用 も で き る

つ く り に な っ て い る と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。他 に い か が で し ょ う か 。そ れ で は 、

山 田 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

山 田 委 員   私 も 国 語 に 関 し て は 、 教 科 書 を 実 際 に 開 い た と き に 、 保 護 者

の 目 線 と し て ど う い う こ と を 習 っ て い る 状 況 に な っ て い る と

か 、 ど う い う 方 向 性 で 進 ん で い る の か が 見 え て い く と こ ろ が 家
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庭 学 習 と の リ ン ク に つ な が っ て い く の か な と い う 観 点 と 、あ と 、

小 学 校 ４ 年 生 で 都 道 府 県 の 漢 字 が 出 て き ま す の で 、 そ こ が ど の

よ う に 載 っ て い る の か と い う 観 点 で 見 さ せ て い た だ き ま し た 。  

 光 村 図 書 出 版 の 場 合 、 私 も 子 ど も の こ ろ か ら 親 し み の あ る 教

科 書 な ん で す け ど 、 小 学 校 １ 年 生 と ６ 年 生 に 表 彰 状 が 載 っ て あ

っ た り し て 、 結 構 子 ど も た ち に と っ て 親 し み や す い 教 科 書 に な

っ て い る の か な と い う 印 象 に な っ て い る の が ま ず １ 点 で す 。  

 都 道 府 県 の 部 分 に 関 し て は 、 光 村 図 書 出 版 の 場 合 は ２ 分 割 で

掲 載 が な さ れ て い る ん で す け れ ど も 、 他 の 部 分 は ２ ペ ー ジ に わ

た っ て １ ペ ー ジ に 載 っ て い る と い う 感 じ な の で 、 ど ち ら が 先 生

方 と し て 使 い や す い の か な と い う の を イ メ ー ジ し た 感 じ で す 。

こ こ は 一 長 一 短 あ る と 思 い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。他 に い か が で し ょ う か 。そ れ で は 、

中 川 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

中 川 委 員   私 は 、 学 習 指 導 要 領 の 改 訂 の 要 点 を 踏 ま え た 点 か ら お 話 し し

た い と 思 い ま す 。 私 も 教 育 出 版 と 光 村 図 書 出 版 に つ い て お 話 し

し ま す 。  

 教 育 出 版 で は 、 学 習 の 課 題 を 「 確 か め よ う 、 考 え よ う 、 深 め

よ う 、 広 げ よ う 」 の ４ つ の ス テ ッ プ を 示 す こ と に よ り 、 児 童 が

順 を 追 っ て 主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 め る よ う に 学 習 の 流 れ を 工 夫

し て い る と 思 い ま す 。 自 分 の 考 え や 情 報 を 伝 達 す る た め の 教 材

と し て 、 さ ま ざ ま な 媒 体 を 効 果 的 に 活 用 す る 題 材 が 設 定 さ れ て

い て 、 子 ど も た ち が 取 り 組 み や す い の で は な い か と 考 え ま す 。  

 一 方 、 光 村 図 書 出 版 に お い て も 、 題 材 ご と に 学 習 の 進 め 方 が

は っ き り と 示 さ れ て い ま す 。 児 童 が 見 通 し を 持 ち 、 主 体 的 に 学

習 に 取 り 組 む こ と が で き る 構 成 に な っ て い ま す 。 ど の 学 年 に お

い て も 文 学 的 文 章 や 説 明 的 文 章 は 読 み ご た え の あ る 題 材 を 設 定

し て い ま す 。 文 学 的 文 章 は 、 生 命 尊 重 や 人 間 の 尊 さ を 主 題 に し
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て い て 、 児 童 が 国 語 に 関 心 を 持 ち 、 興 味 を 持 っ て 主 体 的 に 読 み

進 め る こ と が で き る と 思 い ま す 。  

 例 え ば 、 ６ 年 生 の は じ め に 取 り 上 げ る 物 語 、 「 帰 り 道 」 は 、

思 春 期 の 入 口 を 迎 え た 多 感 な 児 童 が 内 容 に 共 感 し な が ら 読 み 進

め る こ と が で き 、 個 人 の 価 値 を 尊 重 す る 態 度 を 養 っ て い る 題 材

で あ る と 思 い ま す 。  

 ま た 、 そ れ ぞ れ の 題 材 で は 写 真 や 挿 絵 を 効 果 的 に 配 置 し 、 対

応 さ せ て 読 ん だ り 、 表 な ど を 活 用 し て 考 え を 形 成 し た り 、 ま と

め た り す る こ と が で き る よ う に な っ て い ま す 。  

 先 ほ ど 、 田 中 委 員 や 山 田 委 員 も 触 れ て い ま し た け れ ど も 、 光

村 図 書 出 版 で は 、 「 く じ ら ぐ も 」 「 ス イ ミ ー 」 「 お 手 紙 」 「 白

い ぼ う し 」「 ご ん ぎ つ ね 」「 大 造 じ い さ ん と ガ ン 」「 や ま な し 」

「 海 の 命 」 な ど 、 親 の 代 か ら 長 い 間 読 み 続 け ら れ て い る 物 語 も

多 く 、 親 子 で 同 じ 作 品 を 共 有 し 、 家 庭 学 習 で も 話 題 に し て い る

こ と は 、 教 科 書 を 閲 覧 し た 藤 沢 市 の 保 護 者 の 多 く が 感 想 と し て

持 っ て い る こ と と 思 い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。他 に い か が で し ょ う か 。和 智 委 員 。 

 

和 智 委 員   私 の 方 か ら は 、 教 科 書 の 編 修 の 工 夫 と 、 本 市 の 児 童 と の 関 連

の ２ 点 に つ い て お 話 し し た い と 思 い ま す 。  

 ま ず 、 教 科 書 の 編 修 の 工 夫 と い う 観 点 で す け れ ど も 、 東 京 書

籍 の １ 年 生 の 巻 頭 に は 、 「 と ん と ん と ん 」 と い う 単 元 が あ り ま

す 。 大 き な 挿 絵 に イ ン パ ク ト が あ り 、 短 い 言 葉 と と も に 子 ど も

が わ く わ く す る よ う な 紙 面 が 続 き ま す 。 明 る く 楽 し い イ メ ー ジ

を 持 っ て 国 語 の 学 習 を ス タ ー ト す る こ と が で き る の で は な い か

な と 思 い ま し た 。  

 ま た 、 光 村 図 書 出 版 の １ 年 生 の 巻 頭 は 、 絵 だ け で 何 ペ ー ジ か

進 み 、 ９ ペ ー ジ 目 に 詩 が 登 場 す る と い う 構 成 に な っ て い て 、 こ

ち ら も は じ め て 国 語 と い う 学 習 に 出 会 う 子 ど も の 関 心 を 高 め 、
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期 待 を 膨 ら ま せ る 効 果 は 大 変 大 き い と 思 い ま し た 。  

 さ ら に 、 今 度 は 高 学 年 の 方 で お 話 し し ま す と 、 小 学 校 で の 学

習 の ま と め と し て 、 話 す 、 聞 く の 単 元 を 工 夫 し て 、 今 の 自 分 、

こ れ か ら の 自 分 を 見 つ め る 機 会 が 設 定 で き る と よ い と 思 っ て い

ま す が 、 東 京 書 籍 で は 、 ６ 年 生 で 「 町 の 幸 福 論 」 と い う 単 元 が

あ り ま す 。 ま た 、 光 村 図 書 出 版 で は 、 「 私 た ち に で き る こ と 」

「 今 、 私 は 、 ぼ く は 」 と い う 単 元 が あ り 、 ど ち ら も 自 分 や 地 域

を 見 つ め て 考 え を ま と め る こ と に 適 し て い る と 思 わ れ ま す 。  

 ま た 、 本 市 の 児 童 と の 関 連 と い う 観 点 か ら お 話 し し ま す と 、

本 市 で は 中 学 校 で の 平 和 学 習 に 力 を 入 れ て お り 、 最 近 、 修 学 旅

行 で 広 島 を 訪 れ る 学 校 が 増 え て い ま す 。 光 村 図 書 出 版 で は 戦 争

と 平 和 に つ い て 考 え る 読 む 単 元 が 、 他 の ３ 者 よ り 早 く ３ 年 生 以

上 か ら 各 学 年 に 設 定 さ れ て い ま す 。 中 学 校 の 学 習 に 向 け て 意 識

を 高 め る こ と が で き 、 か な が わ 教 育 ビ ジ ョ ン に お け る 思 い や る

力 の 育 成 に も 効 果 が あ る と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に い か が で し ょ う か 。 全 体 を 通

し て 何 か つ け 加 え な ど 、 ご 意 見 は ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。 よ

ろ し い で し ょ う か 。  

 そ れ で は 、続 い て 書 写 の ほ う に 移 っ て ま い り た い と 思 い ま す 。

何 か ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。 そ れ で は 、 井 上 委 員 、 お

願 い し ま す 。  

 

井 上 委 員   各 者 と も さ ま ざ ま な 工 夫 が 見 ら れ ま す 。 例 え ば 、 文 字 を 書 く

姿 勢 に つ い て 、 合 い 言 葉 や 体 操 な ど の 形 で 各 科 の は じ め に 示 し

て 、 定 着 を 図 る 工 夫 を し て い ま す 。 ま た 、 た だ 文 字 を 書 く と い

う こ と で は な く て 、 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び に つ な が る よ う

に 教 材 が 用 意 さ れ て い る 点 で 高 く 評 価 で き ま す 。 自 ら 見 つ け た

り 確 か め た り し た こ と を さ ら に 考 え て 振 り 返 っ て 、 話 し 合 っ た

り し て 生 か し て い く と い う 流 れ を ６ 年 間 を 通 し て 一 定 の 言 葉 で
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示 し て 意 識 的 な 学 習 を 促 し て い ま す 。  

 さ ら に 、 低 学 年 で は 、 楽 し み な が ら 繰 り 返 し て 練 習 で き る よ

う に 、 水 書 き シ ー ト を 用 意 さ れ て い る 点 も よ い と 思 い ま し た 。  

 そ れ ら の 中 で 東 京 書 籍 は 、 Ｂ ５ 判 よ り も 横 幅 が ３ セ ン チ ほ ど

広 い Ａ Ｂ 判 を 用 い て い ま す 。全 体 的 に 書 き 込 め る 部 分 が 多 く て 、

お 手 本 も 大 き く 、 見 や す い 印 象 が あ り ま し た 。 ま た 、 デ ジ タ ル

コ ン テ ン ツ を 用 い て 、 よ り 詳 し い 内 容 や 動 画 を 見 ら れ る 点 が 優

れ て い る と 思 い ま し た 。  

 他 に 学 校 図 書 で は 、 都 道 府 県 の 名 前 を 日 本 地 図 と 結 び つ け な

が ら 漢 字 で 書 く ペ ー ジ が あ っ た り 、 ま た 、 ロ ー マ 字 表 に つ い て

も 訓 令 式 だ け で な く 英 語 に つ な が る ヘ ボ ン 式 も 示 し て い た り し

て 、 教 科 横 断 的 な 学 習 に 効 果 が あ る と 思 い ま し た 。 ま た 、 毛 筆

の お 手 本 を ２ ペ ー ジ 分 使 っ て 大 き く 示 し て い る 点 も 優 れ て い る

と 感 じ ま し た 。  

 も う １ 者 、 光 村 図 書 出 版 で す け れ ど も 、 や は り 同 じ よ う に 、

お 手 本 が 大 変 大 き く て 見 や す い で す し 、 市 の 調 査 資 料 に も あ っ

た よ う に 、 ノ ー ト や 連 絡 帳 の 書 き 方 の ポ イ ン ト で あ る と か 、 は

が き や 掲 示 物 に 字 を 書 く と い う よ う な 実 用 的 な 演 習 が 大 変 多 く

入 れ ら れ て い る と こ ろ が よ い と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に い か が で し ょ う か 。 田 部 井 委

員 。  

 

田 部 井 委 員  私 は 、 分 量 ・ 装 丁 ・ 表 記 等 の 観 点 か ら お 話 し さ せ て い た だ き

ま す 。  

 ど の 教 科 書 も 習 得 す べ き 知 識 や 技 能 を 系 統 的 に 配 列 し 、 適 切

な 分 量 で 硬 筆 と 毛 筆 の 学 習 が 設 定 さ れ て い ま す 。 毛 筆 の 始 ま る

３ 年 生 の 教 科 書 で 見 ま す と 、 光 村 図 書 出 版 と 教 育 出 版 は 紙 面 に

使 わ れ て い る 色 使 い が 落 ち つ い て い る の で 、 文 字 に 注 目 し て 学

習 で き ま す 。 両 者 と も 朱 墨 の 穂 先 で 筆 使 い を 示 す な ど 、 視 覚 的
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に 捉 え る こ と が で き る の で 、 わ か り や す い で す 。  

 ま た 、 キ ャ ラ ク タ ー の 動 き や 擬 音 語 を 活 用 し 、 リ ズ ム を 体 感

し な が ら 筆 運 び を 楽 し く 学 べ る よ う 工 夫 さ れ て い ま す 。  

 構 成 の 面 か ら 見 る と 、 光 村 図 書 出 版 は 文 字 が 大 き め で 、 各 単

元 が 見 開 き 、 ま た は １ ペ ー ジ に な っ て い ま す 。 す っ き り と し た

構 成 で す が 、「 た い せ つ 」と い う マ ー ク を 設 け 、「 考 え る 」「 確

か め る 」 「 生 か す 」 の ３ ス テ ッ プ で 、 ど の 児 童 に と っ て も 何 を

学 ぶ の か が わ か り や す い も の に な っ て い ま す 。  

 ま た 、 ６ 年 の 書 写 ブ ッ ク は ８ ペ ー ジ の 構 成 で 、 ６ 年 間 の 学 習

で 身 に つ け た こ と を 他 教 科 や 日 常 生 活 の 中 で 生 か せ る よ う に な

っ て い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に い か が で し ょ う か 。  

 

和 智 委 員   私 も 子 ど も に と っ て わ か り や す く 理 解 が 深 ま る よ う な 内 容 の

工 夫 と い う こ と で 、 構 成 上 の 工 夫 を お 話 し し た い と 思 い ま す 。  

 学 校 図 書 の 各 単 元 が「 確 か め て 書 こ う 」「 考 え て 書 こ う 」「 生

か し て 書 こ う 」 の ３ 段 階 に 分 か れ て い ま す が 、 そ れ ぞ れ 約 １ ペ

ー ジ を 使 用 し て い ま す 。 ペ ー ジ 数 的 に は 少 し 増 え て し ま い ま す

が 、 児 童 が 学 習 の 流 れ を 意 識 し や す い ペ ー ジ 構 成 に な っ て い ま

す 。  

 さ ら に 、 単 元 の ま と め と し て 「 ふ り 返 ろ う 」 と い う コ ー ナ ー

に 自 分 の 言 葉 で ま と め る ス ペ ー ス が あ り ま す 。  

 ま た 、 ３ 年 生 以 上 の 毛 筆 で は 各 単 元 の 教 材 が 全 て 半 紙 と 同 じ

大 き さ で 掲 載 さ れ て い て 、 児 童 が 活 動 し や す く な っ て い る な と

思 い ま し た 。  

 光 村 図 書 出 版 で は 、 井 上 委 員 も 言 及 し て お り ま し た が 、 書 写

体 操 の 紹 介 や 、 別 冊 の 書 写 ブ ッ ク な ど を 通 し て 各 活 動 を 大 切 に

し よ う と す る 姿 勢 が う か が え 、 自 分 で 学 習 を 振 り 返 る こ と が で

き る よ う に な っ て い ま す 。  



- 12 - 

 

 ま た 、終 筆（ 筆 の 終 わ り の 部 分 ）の 特 徴 で あ る は ね や は ら い 、

そ れ か ら 、 筆 の 流 れ を 猫 を キ ャ ラ ク タ ー に し た 動 き で 端 的 に あ

ら わ し て い て 、 児 童 に と っ て わ か り や す く 、 関 心 を 持 て る よ う

に な っ て い る な と 思 い ま し た 。  

 ま た 、 児 童 の 実 態 に 即 し た 内 容 に つ い て お 話 し し ま す と 、 東

京 書 籍 、 教 育 出 版 、 光 村 図 書 出 版 は 、 既 習 漢 字 の 一 覧 表 が 毛 筆

で の 掲 載 に な っ て い て 、 毛 筆 で の 学 習 が 日 常 生 活 と 結 び つ き や

す く な っ て い ま す 。 ま た 、 教 科 横 断 的 な 学 習 に つ い て 、 井 上 委

員 か ら も 少 し お 話 が あ り ま し た が 、 私 も 他 教 科 と の 関 連 性 が あ

る 方 が 児 童 に と っ て よ り 生 活 に 生 か し や す い の で は な い か と 思

い ま す 。  

 市 の 調 査 資 料 に も 書 か れ て い ま す が 、 各 者 と も に そ の よ う な

工 夫 が さ れ て い ま す 。 教 育 出 版 で は ２ 年 、 ４ 年 、 ５ 年 の 校 外 学

習 の ま と め 、 東 京 書 籍 で は ２ 年 、 ３ 年 で 連 絡 帳 や 観 察 記 録 、 光

村 図 書 出 版 で は ５ 年 生 の 新 聞 づ く り と い っ た も の が 内 容 も 工 夫

さ れ て お り 、 各 学 年 、 藤 沢 市 の 実 態 に 合 っ た 題 材 で は な い か と

思 い ま す 。  

 さ ら に 、 光 村 図 書 出 版 で は 、 ア イ ヌ 文 化 や 東 日 本 大 震 災 の 翌

日 に 発 行 し た 手 書 き の 新 聞 な ど 、 神 奈 川 教 育 ビ ジ ョ ン に う た わ

れ て い る 思 い や る 力 、 た く ま し く 生 き る 力 を 育 む 上 で 効 果 の あ

る 題 材 が 掲 載 さ れ て い て 、 多 様 な 生 活 環 境 に 生 き る 藤 沢 市 の 児

童 に は 大 変 適 し て い る の で は な い か な と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。他 に い か が で し ょ う か 。小 林 委 員 。 

 

小 林 委 員   う ち の 子 は 、 養 護 学 校 に 通 っ て い ま す 。 そ れ で 、 自 分 の 子 が

書 写 の 教 科 書 を 開 い た と き に 、 書 写 を や る こ と に な っ た と き に

ど う な る か な と 想 像 し て 考 え て み ま し て １ 点 だ け 気 づ い た こ と

は 、 幾 つ か の 出 版 者 で 水 筆 と い う の が あ り ま し て 、 こ れ は 墨 で

は な く て お 水 で 書 く と い う の を 私 は は じ め て 知 っ た ん で す が 、
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墨 が 手 に つ い て し ま う こ と を す ご く 嫌 っ て 、 過 敏 が あ り ま す 。

な の で 、 そ れ が お 水 で で き て 、 何 で も で き る 点 は 、 う ち の 子 で

も で き る か な と 感 じ ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 に い か が で し ょ う か 。 全 体 を 通 し

て つ け 加 え な ど 、何 か ご 意 見 は ご ざ い ま す か 。よ ろ し い で す か 。 

 そ れ で は 、 続 き ま し て 社 会 の 方 に 移 り た い と 思 い ま す 。 何 か

ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。 そ れ で は 、 古 島 委 員 。  

 

古 島 委 員   社 会 科 は 、 小 学 校 ３ 年 生 か ら 始 ま る 教 科 で す 。 ２ 年 生 ま で の

学 習 の 中 で は 身 近 な 人 々 や 社 会 と か か わ る 生 活 科 と の 関 連 が あ

り ま す 。 そ う い っ た 教 科 間 の 接 続 の 視 点 で 見 る と 、 県 の 調 査 資

料 の 社 会 の ７ ペ ー ジ に 示 さ れ て い る よ う に 、 東 京 書 籍 は 、 生 活

科 と の 関 連 が 生 活 科 で 学 ん だ こ と と 、 ３ 年 生 で 学 ぶ こ と と し て

明 記 さ れ て い ま す 。 ま た 、 教 育 出 版 は 、 「 生 活 科 の 学 習 を ふ り

返 ろ う 」 と い う コ ー ナ ー で 何 を 学 ん だ か 、 何 が で き る よ う に な

っ た か 、 ど う や っ て 学 ん だ か と い う よ う に 整 理 さ れ て 示 さ れ て

い ま す 。 こ の よ う な 構 成 の 配 慮 が 児 童 に と っ て 取 り 組 み や す い

も の と 考 え ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 に い か が で し ょ う か 。 そ れ で は 、

中 川 委 員 。  

 

中 川 委 員   私 は 、学 習 指 導 要 領 の 改 訂 の ポ イ ン ト の 点 か ら お 話 し し ま す 。 

 ど の 出 版 社 も 児 童 が 主 体 的 に 問 題 解 決 学 習 を 進 め る こ と が で

き る よ う 、 い ろ い ろ と 工 夫 さ れ て い ま す 。 そ の 中 で 教 育 出 版 で

は 、 各 単 位 時 間 の 問 い を 、 「 こ の 時 間 の 問 い 」 と い う ふ う に し

て い ま す 。単 元 の ね ら い と し て 、「 み ん な で つ く っ た 学 習 問 題 」

が 示 さ れ て い ま す 。  

 ま た 、 東 京 書 籍 に つ い て は 、 本 時 の め あ て が 具 体 的 に 示 さ れ
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て お り 、 子 ど も た ち が 学 習 課 題 を 持 ち や す い の で は な い か と 私

は 感 じ ま し た 。「 つ か む 」「 し ら べ る 」「 ま と め る 」「 い か す 」

と い う 学 習 段 階 を た ど り な が ら 、 構 造 的 に 学 習 の 流 れ が 理 解 し

や す い よ う に 工 夫 さ れ て い た と 思 い ま す 。  

 ま た 、 東 京 書 籍 で は Ｄ マ ー ク 、 デ ジ タ ル マ ー ク が 目 を 引 き ま

し た 。 Ｕ Ｒ Ｌ か ２ 次 元 コ ー ド か ら 興 味 ・ 関 心 を 高 め る コ ン テ ン

ツ に 入 る こ と が で き 、 家 庭 学 習 や 発 展 学 習 に つ な が る 教 育 の Ｉ

Ｃ Ｔ 化 へ の 対 応 が な さ れ て い る と 感 じ ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 に い か が で し ょ う か 。 田 中 委 員 。  

 

田 中 委 員   ３ 者 と も 、 今 自 分 が 生 き て い る 時 代 だ け で は な く て 、 こ れ か

ら 成 長 し て 自 分 が 生 き て い く で あ ろ う 時 代 の 背 景 に あ る 困 難 さ

ま で 考 え る 力 を 身 に つ け る と こ ろ ま で 工 夫 さ れ て い る な と 思 い

ま し た 。  

 そ れ は 、 環 境 問 題 で す と か 、 少 子 ・ 高 齢 化 や 防 災 に 絡 め て 、

こ れ か ら 先 に 起 こ り 得 る 危 険 な こ と も み ん な で 話 し 合 っ て い く

機 会 を 工 夫 さ れ て い る な と 思 い ま し た 。  

 そ の 中 で 日 本 文 教 出 版 で す が 、 一 番 先 に そ の 学 年 で 大 切 な こ

と と い う ペ ー ジ が 載 っ て い ま す 。 こ れ か ら こ の １ 年 で ど ん な こ

と を 学 び 、 考 え て い く か と い う こ と が 先 に わ か る の は い い な と

思 い ま し た 。  

 あ と 、 東 京 書 籍 は 、 ５ 、 ６ 年 生 は ２ 冊 で 構 成 さ れ て い ま す 。

ラ ン ド セ ル の 中 が 重 く な っ て 、 １ つ １ つ の 科 目 が す ご く 厚 く な

っ て き て い ま し て 、 ２ 冊 に な る こ と で 子 ど も へ の 負 担 は 少 な く

な る の か な と 思 う 反 面 、 ２ 冊 に な る こ と で 、 前 に 学 習 し た こ と

を 振 り 返 っ た り す る こ と が 難 し く な る の か な と い う の は ち ょ っ

と 懸 念 し ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。他 に い か が で し ょ う か 。三 橋 委 員 。 
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三 橋 委 員   中 川 委 員 の 話 と 関 連 し て く る ん で す け れ ど も 、 教 科 書 の ペ ー

ジ の つ く り 方 と い う 視 点 で 話 を し た い と 思 い ま す 。  

 ３ 者 と も 単 元 の 中 で の 学 習 課 程 を 考 え て 紙 面 構 成 を し て い ま

す 。そ の 中 で 特 に 教 育 出 版 は 、１ 時 間 の 中 の 学 習 課 程 を 考 え て 、

基 本 見 開 き ２ ペ ー ジ で 構 成 さ れ て い て わ か り や す い で す 。 そ の

２ ペ ー ジ の 中 の 一 番 は じ め が 「 こ の 時 間 の 問 い 」 で 始 ま り 、 最

後 に 「 次 に つ な げ よ う 」 と い う 形 で 、 ど の ペ ー ジ も 終 わ っ て お

り ま す 。  

 特 に 、 ６ 年 生 の 歴 史 で も 同 じ 形 が 使 わ れ て い る の で 、 歴 史 の

流 れ と か 連 続 性 が つ か み や す い の で は な い か と 思 い ま す 。  

 ま た 、 今 も 話 に 出 ま し た け れ ど も 、 市 の 調 査 資 料 に も あ る と

お り 、 教 科 書 が 各 学 年 上 下 巻 で は な く て １ 冊 に 日 本 文 教 出 版 と

教 育 出 版 は な っ て い ま す 。 １ 冊 に な っ て い る こ と で 、 １ 年 間 を

通 し て 単 元 順 を 組 み か え る な ど 、 各 学 校 で 柔 軟 な 教 育 課 程 の 編

成 が で き る と 考 え ら れ ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。他 に い か が で し ょ う か 。畠 山 委 員 。 

 

畠 山 委 員   私 は 、 ど の 教 科 書 が 藤 沢 市 の 子 ど も た ち に 親 し み や す い か と

い う 点 で 意 見 を 述 べ さ せ て い た だ き ま す 。  

 と 申 し ま す の は 、 子 ど も た ち は ３ 年 生 に な る と 自 分 た ち の 町

を 探 検 し て 、そ れ か ら 市 、県 へ と 広 が っ て い く ん で す け れ ど も 、

そ の 中 で 子 ど も た ち は 、 自 分 の 町 、 地 域 に 関 心 や 愛 着 を 持 つ ん

じ ゃ な い か と 思 う か ら で す 。  

 そ う 見 て い き ま す と 、 教 育 出 版 の 教 科 書 に は 、 神 奈 川 県 で あ

っ た り 、 藤 沢 市 に ゆ か り の あ る 人 物 や 地 域 が 大 変 多 い こ と が わ

か り ま し た 。 例 え ば 、 ３ 年 生 の 「 わ た し た ち の ま ち と 市 」 で は

隣 の 横 浜 市 を 取 り 上 げ て い ま す 。 ま た 、 「 は た ら く 人 と わ た し

た ち の く ら し 」 の 中 に は 崎 陽 軒 の シ ウ マ イ づ く り の 工 場 を 扱 っ
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て い ま す 。 ４ 年 生 の 「 水 は ど こ か ら 」 で は 、 相 模 ダ ム 水 系 を 扱

っ て い て 、 そ の 水 が 寒 川 浄 水 場 、 さ ら に は 藤 沢 市 へ と 水 が 来 て

い る こ と が わ か る よ う に な っ て い ま す 。  

 同 じ く ４ 年 生 の 「 昔 か ら 今 へ と 続 く ま ち づ く り 」 で は 、 「 地

域 に 学 校 を ひ ら く 」 と い う 中 で 、 小 笠 原 東 陽 の 話 が 載 っ て い ま

す 。 さ ら に 、 「 わ た し た ち の 県 の ま ち づ く り 」 で は 、 箱 根 の 寄

木 細 工 が 登 場 し ま す 。 ５ 年 生 は 、 県 を 越 え て 国 土 の 勉 強 に 入 っ

て い く わ け な ん で す け れ ど も 、 「 日 本 の 国 土 と わ た し た ち の く

ら し 」 で は 、 藤 沢 市 の 八 ヶ 岳 野 外 体 験 教 室 の あ る 南 牧 村 を 扱 っ

て い ま す 。 行 っ た こ と や 見 た こ と が あ り 、 自 分 た ち が 暮 ら す 地

域 と な じ み が あ る 場 所 、 そ こ が 教 科 書 に 載 っ て い る と い う こ と

は 、 児 童 が 関 心 を 持 っ て 主 体 的 に 学 び に 向 か え る の で は な い か

と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 に い か が で す か 。 何 か 全 体 を 通 し

て つ け 加 え 等 、 ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。 そ れ で は 、 小

林 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

小 林 委 員   教 科 書 を 見 て い て 気 づ い た こ と で す 。 日 本 文 教 出 版 は 、 ３ 年

生 か ら ６ 年 生 ま で 教 科 書 に 登 場 し て く る 人 物 も 一 緒 に 成 長 し て

い る と こ ろ が お も し ろ い な と 思 い ま し た 。  

 あ と 、 ５ 年 生 で 、 教 科 書 を 今 回 は じ め て 見 る 中 で 、 見 比 べ る

よ う な 形 で 読 ん だ と こ ろ も あ っ た ん で す が 、 ５ 年 生 の 「 高 い 土

地 の く ら し 」 と い う 部 分 で 、 ２ つ の 出 版 者 が 群 馬 県 の 嬬 恋 村 の

キ ャ ベ ツ づ く り を 取 り 上 げ て い ま し て 、そ こ を 見 比 べ た と き に 、

東 京 書 籍 が グ ラ フ と か 表 が 手 書 き 風 に な っ て い て 、 ち ょ っ と 温

か み を 感 じ て 、 読 み や す い か な と 感 じ ま し た 。  

 そ れ と 、 ５ 年 生 の 教 科 書 に 自 然 災 害 と い う ペ ー ジ が あ る ん で

す が 、 そ こ の タ イ ト ル が 「 自 然 災 害 を 防 ぐ 」 「 自 然 災 害 と と も

に 生 き る 」 「 自 然 災 害 か ら 人 々 を 守 る 」 と 、 そ れ ぞ れ タ イ ト ル
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が 若 干 変 わ っ て い て 、 私 は こ の 日 本 文 教 出 版 の 「 自 然 災 害 か ら

人 々 を 守 る 」 と い う 言 葉 と そ の 内 容 が 、 被 災 者 の 言 葉 も 載 っ て

い て 、 す ご く よ く 伝 わ る の で は な い か と 感 じ ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う

か 。 よ ろ し い で し ょ う か 。  

 そ れ で は 、 続 き ま し て 地 図 の ほ う に 移 り た い と 思 い ま す 。 何

か ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。 井 上 委 員 。  

 

井 上 委 員   東 京 書 籍 と 帝 国 書 院 の ２ 者 が あ り ま す け れ ど も 、 そ れ ぞ れ 編

集 の 基 本 方 針 が し っ か り と 地 図 帳 に 反 映 さ れ て い て 、 必 要 な こ

と が 網 羅 さ れ て い る と 思 い ま す 。 そ の う ち 、 私 は 帝 国 書 院 の 地

図 が 視 覚 的 に 大 変 見 や す い と 感 じ ま し た 。 ま た 、 最 初 に 、 「 地

図 っ て 何 だ ろ う 」 「 地 図 の や く そ く 」 と い う コ ー ナ ー が あ り ま

す け れ ど も 、 そ こ で 地 図 の 成 り 立 ち や 、 方 位 、 地 図 記 号 、 距 離

の 求 め 方 な ど を わ か り や す く 解 説 し て あ る 点 も 導 入 と し て 非 常

に 効 果 的 で あ る と 思 い ま し た 。  

 ま た 、 後 ろ の 資 料 の 部 分 で 、 先 ほ ど 社 会 科 の 教 科 書 で も 話 題

に な り ま し た け れ ど も 、 自 然 災 害 と 防 災 に つ い て 解 説 す る 部 分

が あ り ま す 。 そ れ を 帝 国 書 院 の 方 は 、 さ ら に 自 分 の 地 域 の 防 災

マ ッ プ づ く り に ま で つ な げ て い る と こ ろ が す ば ら し い と 思 い ま

し た 。  

 さ ら に 全 体 を 通 し て 、 「 地 図 マ ス タ ー へ の 道 」 と い う ク イ ズ

の よ う な コ ー ナ ー が 各 ペ ー ジ に あ り ま す 。 そ こ に ク イ ズ の よ う

な も の が あ る の で 、 そ れ に 答 え て 、 後 ろ の す ご ろ く の よ う な こ

ま を 進 め て い く 、 そ の こ ま を 埋 め て い く と い う の が あ る ん で す

け れ ど も 、 ゲ ー ム 感 覚 で 社 会 的 な 知 識 や 見 方 、 考 え 方 を 深 め ら

れ る 工 夫 も よ い と 思 い ま し た 。  

 ま た 、 調 査 資 料 に も あ っ た よ う に 、 そ の コ ー ナ ー は 家 庭 学 習

に も 生 か せ る と 思 い ま す 。 さ ら に 、 コ ン テ ン ツ メ ニ ュ ー 、 ２ 次
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元 コ ー ド が あ り 、 タ ブ レ ッ ト Ｐ Ｃ で さ ら に 資 料 が 見 ら れ る よ う

に な っ て い る の も 、 こ れ か ら の 授 業 の Ｉ Ｃ Ｔ 化 に 即 し て い る と

感 じ ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。他 に い か が で し ょ う か 。山 田 委 員 。 

 

山 田 委 員   私 も 地 図 を 手 に し て み た と き に 、 藤 沢 市 の つ な が り と い う と

こ ろ が 非 常 に 関 連 づ け や す い な と い う と こ ろ が 、 本 市 を 見 た 部

分 と 、 あ と 調 査 資 料 の 部 分 の 本 市 の 児 童 の 実 態 や と い う と こ ろ

に 関 し て 見 さ せ て も ら っ た 中 で 、 や は り 帝 国 書 院 の 八 ヶ 岳 の 部

分 、 非 常 に 藤 沢 市 と ゆ か り の あ る 場 所 で も あ る の で 、 そ う い っ

た と こ ろ は 学 習 に 生 か し や す い の か な と 。 そ こ も 家 庭 の 中 で 振

り 返 る に は 非 常 に い い テ ー マ に な る の か な と 感 じ ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。他 に い か が で し ょ う か 。一 瀬 委 員 。 

 

一 瀬 委 員   私 も 帝 国 書 院 の 装 丁 、 表 記 に つ い て １ つ お 話 し さ せ て い た だ

き た い と 思 い ま す 。  

 「 広 く 見 わ た す 地 図 」 、 そ れ か ら 、 「 〇 〇 地 方 」 と い う ペ ー

ジ が あ る ん で す け れ ど も 、 そ こ に つ い て は 、 山 地 と 平 野 の 色 分

け が 必 要 最 小 限 に さ れ て い て 、 全 体 的 に と て も す っ き り と し た

印 象 で 見 や す い な と 感 じ ま し た 。 眺 め て い て も 目 に も 優 し い 感

じ が し ま し た 。  

 そ れ か ら 、 地 方 ご と の 特 産 物 の イ ラ ス ト が あ ち こ ち に 入 っ て

い る ん で す 。 野 菜 や 果 物 と か 、 そ う い っ た も の が 入 っ て い る ん

で す け れ ど も 、 小 さ い 表 記 な が ら も 、 と て も 色 合 い が 工 夫 さ れ

て い て 、 全 体 の 中 で も ぱ っ と 見 て 、 こ こ に こ う い う 特 産 物 が あ

る ん だ な と い う の が と て も わ か り や す く 表 現 さ れ て い ま す 。  

 色 合 い が す っ き り し て い る と い う こ と と 関 連 し ま し て 、 そ の

中 に 「 ～ 県 」 と か 、 そ う い う フ ォ ン ト が あ る ん で す け れ ど も 、
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そ の フ ォ ン ト も と て も 太 く て 見 や す く 、 全 体 を 見 た 中 で 目 に ぱ

っ と 飛 び 込 ん で く る よ う な 感 じ が し て い ま す 。  

 地 形 、 そ れ か ら イ ラ ス ト と か 文 字 等 、 地 図 の 中 に は た く さ ん

の 情 報 が 入 っ て い る ん で す け れ ど も 、そ れ ぞ れ が 認 識 し や す く 、

工 夫 さ れ て い る な と い う 感 じ が し て い ま す 。  

 今 回 、 ３ 年 生 の 児 童 が は じ め て 地 図 を 手 に し て い く わ け で す

け れ ど も 、 そ の ３ 年 生 の 児 童 に と っ て も 、 と て も 適 切 で あ る と

感 じ て い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。他 に い か が で し ょ う か 。中 川 委 員 。 

 

中 川 委 員   学 習 指 導 要 領 の 改 訂 の 視 点 か ら 見 さ せ て い た だ き ま す 。  

 ２ 者 と も 児 童 に と っ て わ か り や す く 、 主 体 的 に 学 習 を 深 め て

い く 工 夫 が い ろ い ろ な と こ ろ に 盛 り 込 ま れ て い る と 感 じ ま し

た 。  

 ま ず 、 東 京 書 籍 の 地 図 帳 に つ い て で す が 、 冒 頭 に あ る 「 地 図

の ぼ う け ん に 出 発 ！ 」 と い う と こ ろ は 、 見 て い て も と て も 楽 し

く て 、 イ ラ ス ト と 地 図 を 見 な が ら 、 児 童 が さ ま ざ ま つ ぶ や き な

が ら 、 主 体 的 に 調 べ 学 習 を 深 め る 様 子 が 想 像 で き ま す 。  

 ま た 、キ ャ ラ ク タ ー が 吹 き 出 し で い ろ い ろ な ペ ー ジ に 登 場 し 、

そ の 吹 き 出 し で 児 童 が 自 然 に 地 図 を 見 る 視 点 を 持 つ こ と が で き

る と 思 い ま す 。  

 一 方 、帝 国 書 院 の 地 図 帳 で す が 、「 世 界 の 国 か ら こ ん に ち は ！ 」

と い う ペ ー ジ が あ り ま し て 、 そ こ で は 各 国 の 特 産 と と も に 国 名

も 記 さ れ て い ま す 。 国 名 が 記 さ れ て い る こ と に よ り 、 児 童 が よ

り 手 が か り を 持 ち 、 そ の ペ ー ジ に 引 き 込 ま れ る の で は な い か と

考 え ま す 。  

 そ の 他 に も 帝 国 書 院 は 、先 ほ ど 井 上 委 員 も 触 れ て い ま し た し 、

市 や 県 の 調 査 書 そ れ ぞ れ に も 触 れ て い ら れ ま し た け れ ど も 、 方

位 や 地 図 が 書 か れ た 「 地 図 の や く そ く 」 と い う と こ ろ が 丁 寧 に
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わ か り や す く 記 さ れ て い ま す 。 ３ 年 生 の 導 入 学 年 だ け で な く 、

高 学 年 に な っ て も 使 い 続 け る こ と が で き る と 思 い ま す 。  

 そ れ か ら 、 先 ほ ど 山 田 委 員 も お っ し ゃ っ て い ま し た が 、 本 市

の 児 童 の 実 態 や 地 域 等 の 特 性 と の 関 連 に つ い て 触 れ ま す 。 市 の

調 査 資 料 に も あ り ま す 。 帝 国 書 院 に は 、 高 地 の 様 子 で 、 藤 沢 の

小 学 ５ 年 生 が 毎 年 訪 れ 、 授 業 で も 扱 っ て い る 八 ヶ 岳 野 外 体 験 教

室 の あ る 八 ヶ 岳 南 牧 村 に つ い て の 記 載 が あ り ま す 。  

 ま た 、 「 日 本 の 歴 史 と 世 界 文 化 遺 産 」 の と こ ろ で は 、 鎌 倉 の

地 図 や 切 通 し の 写 真 が 掲 載 さ れ て い る と こ ろ か ら 、 藤 沢 市 の 児

童 の 実 態 に は よ り 適 し て い る の で は な い か と 考 え ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に い か が で し ょ う か 。 何 か つ け

加 え な ど 、 ご 意 見 は ご ざ い ま す か 。 よ ろ し い で す か 。  

 そ れ で は 、 続 き ま し て 算 数 の ほ う に 移 り た い と 思 い ま す 。 何

か ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。 畠 山 委 員 。  

 

畠 山 委 員   私 は 、入 門 期 の 算 数 の 工 夫 に つ い て お 話 し さ せ て も ら い ま す 。 

 入 門 期 の 算 数 に つ い て 、 教 科 書 で よ い と 思 っ た の が 東 京 書 籍

で す 。 １ 年 生 は 上 下 に 分 冊 さ れ て い ま す け れ ど も 、 １ 冊 目 が Ａ

４ 判 ４ ４ ペ ー ジ と い う 薄 い も の に な っ て い ま す 。 こ の 薄 さ と 大

き さ は 、 は じ め て 数 を 扱 う 数 字 の 苦 手 な 子 ど も た ち に も 苦 手 意

識 を 感 じ さ せ な い 工 夫 で は な い か と 思 い ま し た 。  

 し か も 、 こ の ノ ー ト と い う か 、 教 科 書 の 中 で ブ ロ ッ ク を 操 作

し た り 、 書 き 込 み を し た り で き ま す の で 、 こ れ １ 冊 で 入 門 期 の

学 習 を 進 め る こ と が で き ま す 。  

 ま た 、 教 科 書 と ノ ー ト の 役 割 ２ つ を 持 っ て お り ま す の で 、 机

の 上 が い っ ぱ い に な ら な い で 操 作 を し や す い と こ ろ も い い 工 夫

だ と 思 い ま し た 。  

 １ 年 生 の 後 半 に は ノ ー ト づ く り の 例 も 掲 載 さ れ て い ま し て 、

細 か く ス テ ッ プ ア ッ プ し て い け る と こ ろ も 魅 力 だ と 思 い ま す 。  
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 こ の ノ ー ト づ く り で す け れ ど も 、 算 数 マ イ ノ ー ト と し て 各 学

年 で 取 り 扱 わ れ て い ま す 。  

 こ の よ う に 、 思 考 の 過 程 や 深 ま り を ノ ー ト に 書 く 習 慣 を 身 に

つ け る こ と で 、 主 体 的 な 学 び や 思 考 力 、 判 断 力 の 育 成 に つ な が

っ て い く の で は な い か と 思 い ま す 。  

 そ れ か ら 、 算 数 は 積 み 重 ね が 重 要 で 、 学 年 を 重 ね る ほ ど 難 し

い と 感 じ て し ま う 子 が 増 え る 傾 向 が あ り ま す 。 そ こ で 、 既 習 事

項 を 確 認 し て い く こ と が 大 事 に な る の で す が 、 単 元 の 始 ま り に

そ の 確 認 が で き る と い う 点 で も 、 東 京 書 籍 は し っ か り サ ポ ー ト

が で き て い る と 思 い ま し た 。  

 ま た 、 教 育 出 版 は 、 ど ん な 学 習 が 始 ま る か な と い う 導 入 部 が

と て も 楽 し く て 、 子 ど も た ち に も 嫌 だ な あ と い う 苦 手 意 識 を 感

じ さ せ な い 工 夫 が あ り ま し て 、 と て も よ い と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に い か が で し ょ う か 。 東 委 員 、

お 願 い し ま す 。  

 

東 委 員   畠 山 委 員 も ご 指 摘 の よ う に 、 算 数 は 積 み 重 ね の 教 科 な の で 、

学 び の 連 続 性 を 意 識 し て 、 数 学 的 な 見 方 、 考 え 方 を 焦 点 化 し 、

ス パ イ ラ ル な 学 び を 進 め る こ と が 有 効 で す 。 知 識 や 技 能 の 定 着

を 図 る た め 、 各 者 と も 補 充 や 発 展 問 題 を 設 定 し て い ま す 。 問 題

数 や 問 題 の 難 易 度 に や や ば ら つ き が 見 ら れ ま し た 。  

 東 京 書 籍 の 補 充 や 発 展 問 題 は 、 問 題 の 数 が 多 過 ぎ ず 、 問 題 の

難 易 度 が そ れ ほ ど 高 く は な い の で 、 多 く の 児 童 に と っ て ほ ど よ

く 、 使 い や す い の で は な い か と 思 い ま す 。  

 挿 絵 が 見 や す い の で 問 題 の イ メ ー ジ も つ か み や す く 、 問 題 を

解 き や す い 工 夫 が さ れ て い ま す 。 こ れ は 、 児 童 が 主 体 的 に 学 習

に 取 り 組 ん だ り 、 考 え た り す る こ と に つ な が り ま す し 、 基 礎 ・

基 本 の 定 着 を 図 る 指 導 が し や す い 内 容 に な っ て い る と 思 い ま

す 。  
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 ま た 、 数 学 的 な 見 方 、 考 え 方 を 明 示 し 、 単 に 答 え を 求 め る だ

け で は な く 、 考 え 方 を 意 識 さ せ た り 、 他 教 科 と の つ な が り を 持

た せ 、 児 童 の 身 近 な 生 活 の 中 に あ る 算 数 に 着 目 さ せ た り す る こ

と で 、 考 え る 力 や 情 報 活 用 能 力 を 育 む 工 夫 が さ れ て い る の も よ

い と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。他 に い か が で し ょ う か 。一 瀬 委 員 。 

 

一 瀬 委 員   ま ず 、 教 育 出 版 に つ い て 、 学 習 指 導 要 領 と の 関 連 、 内 容 、 構

成 と い う 観 点 か ら 少 し お 話 し さ せ て く だ さ い 。  

 ま ず 、 全 学 年 に わ た っ て 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び に な る よ

う 、 「 は て な 」 「 な る ほ ど 」 「 だ っ た ら 」 の 表 示 が さ れ て い ま

す 。 単 元 全 体 が 問 い の 連 続 に な る よ う に 構 成 さ れ て い ま す 。  

 ま ず 、 子 ど も た ち が 課 題 に 出 会 っ た と き に 、 は て な と 問 い を

持 ち 、 そ の 問 い に 対 し て 自 分 な り の 考 え 方 を 持 つ こ と 、 そ れ か

ら 、 そ の 考 え を 持 っ て 友 達 と 対 話 し な が ら 解 決 し 、 そ の 解 決 し

た 後 、 さ ら に 別 の 課 題 だ っ た ら ど う だ ろ う と い う ふ う に 少 し ず

つ 深 い 学 び に 発 展 す る と い う 、 算 数 科 に と っ て と て も 大 切 な 考

え 方 を 導 く 、 そ う い っ た 構 成 に な っ て い ま す 。  

 ま た 、 考 え る ヒ ン ト や 、 既 に 学 習 し た 既 習 事 項 を 確 認 し な が

ら 進 め る よ う な 「 学 び の マ ッ プ 」 と い う の が 設 け ら れ て い る ん

で す け れ ど も 、 子 ど も た ち が 未 知 の 問 題 に 出 会 っ た と き に 自 分

の 力 で 解 決 で き る よ う な 学 び 方 を 身 に つ け ら れ る よ う 工 夫 さ れ

て い ま す 。  

 ま た 、 「 友 達 の ノ ー ト を 見 て み よ う 」 と い う コ ー ナ ー が あ る

ん で す け れ ど も 、 友 達 の よ さ を 認 め 合 う 場 面 が 設 定 さ れ て い ま

し て 、 算 数 科 を 通 し て 、 思 い や る 心 、 そ れ か ら 、 他 を 認 め る よ

う な 心 と い っ た 道 徳 科 と の 関 連 も 図 っ て い る と こ ろ が と て も よ

い な と 感 じ ま し た 。  

 さ ら に 、 東 京 書 籍 に つ い て な ん で す け れ ど も 、 本 市 の 児 童 の



- 23 - 

 

実 態 と い う こ と 、 そ う い っ た 観 点 で 考 え た と き に 、 市 の 調 査 書

に も あ る ん で す け れ ど も 、 粘 り 強 く 考 え ら れ る よ う に ヒ ン ト が

表 示 さ れ て い ま す 。 ま た 、 自 分 の 考 え と 比 較 し た り 、 自 分 の 考

え た こ と を 確 か め た り 、 そ う い っ た こ と が で き る よ う に 構 成 さ

れ て い ま す 。  

 本 市 の 児 童 に 段 階 を 踏 ん で 考 え る 力 を 育 成 す る 、 そ う い っ た

こ と に と て も ふ さ わ し い の で は な い か と 考 え ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。他 に い か が で し ょ う か 。岩 成 委 員 。 

 

岩 成 委 員   私 は 、 観 点 ２ の 分 量 ・ 装 丁 、 表 記 等 の 点 か ら お 話 し さ せ て も

ら い ま す 。  

 各 者 と も 構 成 に 関 し て は 工 夫 さ れ て お り 、 大 き な 差 は 見 ら れ

な か っ た よ う に 思 い ま す 。 た だ 、 分 量 ・ 装 丁 に 関 し て 言 え ば 、

低 学 年 の う ち は で き る だ け 荷 物 は 軽 く し て 、 通 学 の 負 担 は 少 な

く し た い と 考 え ま す の で 分 冊 の ほ う が よ い と 思 い ま す 。 東 京 書

籍 と 日 本 文 教 出 版 は １ 年 か ら ５ 年 が 分 冊 で 、 ６ 年 生 が １ 冊 、 学

校 図 書 は 全 学 年 が 分 冊 と な っ て い ま す 。  

 た だ 、 も ち ろ ん 軽 け れ ば よ い と い う わ け で は な く 、 分 量 と い

う 点 で い え ば 、 例 え ば 、 東 京 書 籍 の よ う に 巻 末 に 、 「 お も し ろ

も ん だ い に チ ャ レ ン ジ 」 を 入 れ る な ど 、 ど の 教 科 用 図 書 も 補 充

問 題 、 発 展 問 題 を 単 元 末 に 取 り 入 れ て 大 変 充 実 さ せ て い る と 思

い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は い か が で し ょ う か 。

よ ろ し い で し ょ う か 。  

 そ れ で は 、 続 き ま し て 理 科 に 移 り た い と 思 い ま す 。 何 か ご 意

見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。 古 島 委 員 。  

 

古 島 委 員   教 科 間 の 接 続 の 視 点 で 見 て い き ま す と 、 理 科 は 、 小 学 校 ３ 年
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生 か ら 始 ま り ま す が 、 ２ 年 生 ま で の 学 習 の 中 で は 、 身 近 な 自 然

と か か わ る 内 容 の あ る 生 活 科 と の 関 連 が あ り ま す 。 そ う い っ た

視 点 で 見 て い き ま す と 、 県 の 調 査 資 料 の 理 科 の ほ う に も 示 さ れ

て い ま す と お り 、 大 日 本 図 書 で は 、 生 活 科 と 関 連 し た 内 容 に 、

「 生 活 科 と の つ な が り 」 と 明 記 さ れ て い ま す 。  

 ま た 、 教 育 出 版 で は 生 活 科 で 学 ん だ こ と が 明 記 さ れ て い て 、

こ れ ま で の 学 び と 理 科 と の つ な が り に つ い て 子 ど も た ち が 意 識

で き る よ う に 促 し て い る と 思 い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は い か が で し ょ う か 。

長 田 委 員 。  

 

長 田 委 員   今 の 古 島 委 員 の 接 続 と い う 部 分 で 、 私 も 観 点 １ に つ い て 、 中

学 校 の 立 場 か ら お 話 し し た い と 思 い ま す 。  

 こ の 接 続 の 部 分 は 、 よ く よ く 考 え て い き た い こ と だ と 思 っ て

い る ん で す け れ ど も 、 小 学 校 で 学 習 し た こ と を 、 さ ら に 専 門 性

を 高 め な が ら 繰 り 返 し 学 習 し て い く と い う 理 科 の 学 び 方 の 構 造

に な っ て い る と い う 意 味 で は 、大 日 本 図 書 、学 校 図 書 、啓 林 館 、

と も に 中 学 校 へ の 接 続 に つ い て は ス ム ー ズ に 移 行 で き る よ う

に 、 単 元 や 分 野 を 工 夫 し て い る と 思 い ま す 。  

 特 に 大 日 本 図 書 に つ い て は 、 図 版 、 写 真 を 含 め た 資 料 や 科 学

的 思 考 を 深 め る プ ロ セ ス が 構 築 さ れ て い る と 感 じ て い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に い か が で し ょ う か 。 田 部 井 委

員 。  

 

田 部 井 委 員  私 は 、 編 修 の 趣 旨 と 工 夫 、 学 習 指 導 要 領 と の 関 連 、 内 容 ・ 構

成 、教 科・種 目 別 の 観 点 の 観 点 か ら お 話 し さ せ て い た だ き ま す 。 

 ど の 教 科 書 も 、 子 ど も が 自 ら 考 え 、 自 ら 解 決 す る こ と が で き

る よ う に 構 成 さ れ て い ま す 。 古 島 委 員 と 重 複 し ま す が 、 各 者 と
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も ３ 年 生 は 初 め て の 理 科 学 習 と い う こ と で 、 生 活 科 か ら の つ な

が り と し て 、 自 然 の 観 察 か ら の 導 入 に な っ て い ま す 。 い ず れ の

教 科 書 も 写 真 が 多 く 、 視 覚 的 に も わ か り や す い 構 成 に な っ て い

ま す 。  

 分 量 ・ 装 丁 ・ 表 記 等 に つ い て も 見 や す く 、 読 み や す い も の と

な っ て い ま す 。  

 教 育 出 版 の 裏 表 紙 に は 、 ど の 学 年 も 理 科 の 安 全 の 手 引 き が 掲

載 さ れ て い ま す 。 重 要 語 に は 太 字 で マ ー カ ー が 引 い て あ り 、 文

字 も 大 き く 、 読 み や す く な っ て い ま す 。  

 次 に 、 大 日 本 図 書 で す が 、 実 験 、 観 察 に 伴 う 危 険 へ の 注 意 に

つ い て は 、 朱 書 き の 枠 で 囲 っ て イ ン パ ク ト の あ る 表 現 に な っ て

い る の で 注 目 し や す い で す 。 注 意 は 繰 り 返 し 掲 載 さ れ て い ま す

が 、 な ぜ 危 険 な の か と い う 理 由 ま で 載 せ て あ る の で わ か り や す

い と 思 い ま し た 。  

 ま た 、 導 入 の 写 真 に 学 校 生 活 を 使 っ た も の が 多 く 、 写 真 や 図

版 も 大 き く 見 や す い の で 、 学 習 内 容 に 集 中 で き る 教 科 書 だ と 思

い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は あ り ま す か 。 岩 成 委

員 。  

 

岩 成 委 員   今 の 田 部 井 委 員 と 同 じ く 、 私 も 、 各 者 と も 改 訂 の 度 に 図 や 写

真 が 大 き く 、 見 や す く 、 そ し て き れ い に な っ て 、 構 成 の 仕 方 、

そ れ か ら 巻 末 の 付 録 も い ろ い ろ 工 夫 さ れ て い る と 感 じ ま し た 。  

 本 市 の 児 童 の 実 態 や 地 域 等 の 特 性 と の 関 連 か ら 言 い ま す と 、

啓 林 館 と 大 日 本 図 書 で 、 ６ 年 生 の 「 大 地 の つ く り と 変 化 」 と い

う 単 元 で 、 地 震 に よ っ て 土 地 が 隆 起 し た 例 と い う と こ ろ で 江 の

島 が 取 り 上 げ ら れ て い る ん で す ね 。 江 の 島 と い う の は 藤 沢 の 子

ど も た ち に と っ て 、 と て も 身 近 で あ り 、 親 し み の 持 て る 教 材 だ

と 思 い ま す 。 写 真 の 大 き さ 、 美 し さ 、 わ か り や す さ で 子 ど も た
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ち の 目 を 引 く と い う 点 で は 啓 林 館 が よ い か な と 思 っ て 見 て い ま

し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に い か が で し ょ う か 。 よ ろ し い

で す か 。  

 そ れ で は 、 続 き ま し て 生 活 に 移 り た い と 思 い ま す 。 何 か ご 意

見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。 田 中 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

田 中 委 員   東 京 書 籍 で す が 、 「 ポ ケ ッ ト ず か ん 」 が 実 物 大 で あ っ て 、 イ

メ ー ジ が し や す い と 思 い ま し た 。 あ と 、 保 護 者 向 け の メ ッ セ ー

ジ で あ っ た り 、 Ｄ マ ー ク か ら 保 護 者 と 子 ど も が 一 緒 に 考 え 、 共

有 で き る 仕 組 み が あ る の も い い な と 思 い ま し た 。 親 子 で 話 し 合

う こ と で 、 お 互 い に 新 し い 発 見 に つ な が り 、 ３ 年 生 か ら 始 ま る

理 科 や 社 会 に つ な げ て い け る と 感 じ ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に い か が で し ょ う か 。 東 委 員 。  

 

東 委 員   今 回 の 学 習 指 導 要 領 の 改 訂 で は 、 就 学 前 と の 円 滑 な 接 続 が 話

題 に な っ て お り 、 県 の 調 査 研 究 の 結 果 に も あ り ま す よ う に 、 ス

タ ー ト カ リ キ ュ ラ ム に 特 徴 が 見 ら れ ま し た 。 そ の 中 で 、 今 、 田

中 委 員 も ご 指 摘 の よ う に 、 東 京 書 籍 で は 、 １ 年 生 に と っ て は じ

め て の 小 学 校 生 活 を 進 め て い く こ と を 考 慮 し て 、 幼 稚 園 、 保 育

所 な ど で の 学 び を 終 え た 幼 児 期 ま で に 育 っ て ほ し い 子 ど も の 姿

が 具 体 的 に 示 さ れ て い ま す 。  

 保 護 者 が 自 分 の 子 ど も の 状 況 を 見 と る 共 通 の 物 差 し と し て 使

用 で き る の で 、 こ れ ま で の 生 活 や 経 験 を 振 り 返 り 、 子 ど も の 実

態 や 課 題 に 気 が つ い た り 、 今 後 の 学 習 に 見 通 し を 持 つ こ と に 役

立 つ と 感 じ ま し た 。  

 そ し て 、 情 報 活 用 能 力 の 育 成 に つ い て で す が 、 生 活 科 の 学 習

を 通 し て 必 要 に な る 習 慣 や 技 能 、 学 び 方 を ま と め た 資 料 ペ ー ジ
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が 各 者 と も あ り ま す 。そ の 中 で 、東 京 書 籍 と 日 本 文 教 出 版 で は 、

気 持 ち の 伝 え 方 に つ い て 扱 っ て い る の が よ い と 思 い ま し た 。 挨

拶 を す る こ と 、 素 直 に 自 分 の 気 持 ち を 伝 え る こ と 、 相 手 の 話 を

聞 く こ と 、 相 手 の 気 持 ち を 考 え る こ と な ど 、 具 体 的 に ス キ ル を

示 す こ と で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力 を 育 む の に 役 立 つ と 思 い ま し

た 。  

 最 後 に 、 本 市 の 児 童 の 実 態 と の 関 連 に つ い て で す が 、 家 庭 生

活 に 関 す る 活 動 に つ い て の 学 習 内 容 を 見 て み ま す と 、 ４ 者 が 家

庭 に お け る 家 族 の こ と を 、 そ し て ３ 者 、 啓 林 館 、 東 京 書 籍 、 日

本 文 教 出 版 が 自 分 で で き る こ と を 切 り 口 と し て い ま す 。 昨 今 、

家 族 の 形 や あ り 方 が 多 様 に な っ て い る の で 、 取 り 上 げ 方 に 配 慮

が 必 要 に な っ て い る と 考 え ま す 。  

 本 市 で は 、 家 族 で は な く 自 分 の で き る こ と の 視 点 か ら 学 習 し

て い く の が よ い と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は ご ざ い ま す か 。 三 橋

委 員 。  

 

三 橋 委 員   私 は 、 活 動 の 広 が り と か 、 ３ 年 生 以 降 へ の つ な が り と い う 点

で 東 京 書 籍 の 教 科 書 に つ い て 話 し て い き た い と 思 い ま す 。  

 ２ 年 生 の 「 ま ち た ん け ん 」 と い う ペ ー ジ が あ る ん で す け れ ど

も 、 近 所 の お 店 か ら 市 の 施 設 へ と 、 ３ 年 生 の 社 会 科 に つ な が る

視 点 の 広 が り 方 を 示 唆 し て い ま す 。 ま た 、 活 動 範 囲 の 広 が り と

と も に 、電 車 や バ ス の 乗 り 方 に つ い て も 各 者 記 述 さ れ て い ま す 。

電 車 や バ ス の マ ナ ー に つ い て 記 述 さ れ て い る 教 科 書 は か な り 多

い の で す が 、 切 符 の 具 体 的 な 購 入 方 法 や 運 賃 の 払 い 方 ま で 具 体

的 に 示 し て い る も の は 少 な い で す 。 そ の 少 な い 中 で 東 京 書 籍 の

教 科 書 は 、 藤 沢 市 内 の バ ス の 乗 り 方 に 一 番 合 っ て い て 、 わ か り

や す い と 思 い ま し た 。 電 車 や バ ス の 乗 り 方 の 学 習 は 、 藤 沢 市 が

推 進 す る モ ビ リ テ ィ ・ マ ネ ジ メ ン ト 教 育 に も つ な が っ て い く と
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考 え ら れ ま す 。  

 も う １ 点 、 装 丁 と い う 視 点 で 学 校 図 書 の 教 科 書 に つ い て も お

話 し し た い と 思 い ま す 。  

 学 校 図 書 の 教 科 書 は 、 視 覚 的 に も 低 学 年 児 童 に わ か り や す い

よ う に 、 他 者 に 比 べ る と １ 枚 １ 枚 の 写 真 が と て も 大 き い で す 。

子 ど も た ち の 生 き 生 き と し た 表 情 を 大 き く 写 し て い る の で 、 写

真 を 見 て い る だ け で も わ く わ く し て 活 動 し た く な っ て き ま す 。

魅 力 的 な 写 真 が 多 い の で 、 子 ど も た ち の 活 動 意 欲 も 高 ま る と 考

え ら れ ま す 。 よ い つ く り だ と 思 い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う

か 。 岩 成 委 員 。  

 

岩 成 委 員   私 は 、 生 活 科 と 、 ３ 年 生 か ら 学 ぶ 理 科 と の つ な が り に 着 目 し

て 、 こ の 教 科 用 図 書 を 見 た の で す け れ ど も 、 各 者 と も 飼 育 、 栽

培 に 関 す る 部 分 が と て も し っ か り 押 さ え ら れ て い ま し た 。 特 に

東 京 書 籍 、 大 日 本 図 書 、 啓 林 館 の ３ 者 は 先 の 学 年 に つ な が る 基

礎 的 な と こ ろ を 大 切 に し て い て 、 子 ど も た ち の 学 び の 継 続 性 と

い う こ と が 考 え ら れ て い る な と 思 い ま し た 。  

 巻 末 に つ い て い ま す 東 京 書 籍 の 「 ポ ケ ッ ト ず か ん 」 、 啓 林 館

の 「 が く し ゅ う ず か ん 」 、 大 日 本 図 書 の 「 が く し ゅ う ど う ぐ ば

こ 」 、 こ れ ら は ど れ も 子 ど も た ち の 学 び を す ご く 後 押 し し て く

れ る も の だ と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う

か 。 小 林 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

小 林 委 員   ま ず 、 表 紙 を 見 た と き に 、 大 日 本 図 書 は で こ ぼ こ 感 が あ っ た

の で 、 こ れ は 教 科 書 を さ わ ろ う と す る か な と い う ふ う に 感 じ ま

し た 。  



- 29 - 

 

 そ れ と 、 内 容 で お 手 伝 い の こ と が ど の 教 科 書 に も 書 い て あ る

ん で す が 、 学 校 図 書 が お 手 伝 い の 具 体 例 が と て も わ か り や す い

と 思 い ま し た 。 あ と 、 啓 林 館 は 、 「 え が お に な る の は ど ん な と

き 」 と い う 問 い か ら 、 お 手 伝 い を す る こ と で 家 族 の 笑 顔 が 見 ら

れ る と い う ふ う に つ な げ て い っ て い た と こ ろ が よ い と 思 い ま し

た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う

か 。 よ ろ し い で し ょ う か 。  

 そ れ で は 、 続 き ま し て 音 楽 に 移 り た い と 思 い ま す 。 何 か ご 意

見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。 志 水 委 員 。  

 

志 水 委 員   音 楽 は ２ 者 に な っ て い ま す が 、 私 は 表 記 、 表 現 の 観 点 か ら お

話 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 音 楽 の 学 習 で は 、 歌 唱 と あ わ せ て 楽 器 も 大 事 な 表 現 活 動 の １

つ で す 。 音 楽 の 学 習 で は じ め て 楽 器 と 出 会 う こ と に な る ん で す

け れ ど も 、 正 し い 持 ち 方 や 使 い 方 を 習 得 す る こ と が と て も 大 切

に な り ま す 。 楽 器 の 扱 い 方 の 表 記 で は 、 教 育 出 版 は 楽 器 を 持 つ

児 童 の 姿 で す と か 、 手 元 の 写 真 を 使 っ て い ま す 。 一 方 、 教 育 芸

術 社 は 、 そ の よ う な 写 真 に 加 え て 、 さ ら に わ か り や す い イ ラ ス

ト を 使 っ て い ま す 。 両 方 あ る こ と で 、 授 業 の 一 斉 指 導 を 補 う 、

あ る い は 基 礎 ・ 基 本 の 定 着 を 図 る と い う 面 か ら も 、 よ り 理 解 が

深 ま る と 感 じ ま し た 。  

 そ の 他 に 、 教 育 出 版 で は 各 学 年 の 巻 頭 で に っ ぽ ん の う た を 取

り 上 げ て い る ペ ー ジ が あ り ま す 。 見 開 き ３ ペ ー ジ 分 に な る よ う

な 大 き な 写 真 を 掲 載 し て い ま す 。 美 し い 写 真 で 、 曲 の イ メ ー ジ

を 広 げ る に は 有 効 で す 。  

 一 方 、 教 育 芸 術 社 は 、 市 の 調 査 資 料 に も 示 さ れ て い ま し た け

れ ど も 、 教 材 が 見 開 き で 完 結 さ れ る つ く り に な っ て い て 、 全 学

年 コ ン パ ク ト な 大 き さ で 持 ち 運 び が し や す い と 思 い ま し た 。  
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 ま た 、 紙 面 も 白 を 基 調 に し て い ま し て 、 歌 詞 の 書 か れ て い る

ペ ー ジ は 背 景 と 文 字 の 色 に コ ン ト ラ ス ト が つ け て あ っ て 、 児 童

に よ っ て は 、 と て も 歌 詞 の 判 別 が し や す い つ く り に な っ て い る

な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う

か 。 和 智 委 員 。  

 

和 智 委 員   私 は 、 内 容 に つ い て お 話 し さ せ て い た だ き ま す が 、 教 育 出 版

で は 、 曲 づ く り に 重 点 を 置 い て い る よ う に 思 い ま し た 。 １ 年 生

で リ ズ ム づ く り 、４ 年 生 で「 お 話 し 役 １ 、２ 」「 さ さ え 役 」「 か

ざ り 役 」 と い う 呼 び 方 で 、 旋 律 、 副 旋 律 な ど 、 役 割 を 意 識 し た

曲 づ く り を 行 っ て い ま す 。 ６ 年 生 で は 「 動 機 」 と い う 言 葉 が 出

て き ま す が 、 そ れ を 意 識 し た 曲 づ く り を 行 う よ う に 設 定 し て い

て 、 主 体 的 、 協 働 的 な 学 習 を 行 う こ と が で き ま す 。 で す が 、 藤

沢 市 の 児 童 に は 若 干 難 し く 、 活 動 に は 時 間 が か か る か な と 思 い

ま し た 。  

 一 方 、 教 育 芸 術 社 の 曲 づ く り に 関 す る 活 動 で は 、 ４ 年 生 で 音

を 限 定 し た 中 で の 曲 づ く り 、 ５ 年 生 で 打 楽 器 を 使 っ た リ ズ ム づ

く り 、 ６ 年 生 で 和 音 の 中 の 音 を 選 ぶ 形 式 の 曲 づ く り に な っ て い

て 、 演 奏 す る 楽 し さ を 味 わ い な が ら 、 ス モ ー ル ス テ ッ プ で 無 理

な く 学 習 が 進 ん で い ま す 。 こ の 点 に つ い て は 、 市 の 調 査 資 料 に

も 載 っ て お り ま す が 、 藤 沢 市 の 児 童 の 実 態 に 合 っ て い る と 思 わ

れ ま す 。  

 ま た 、 教 育 芸 術 社 で は 多 様 な 教 材 を 掲 載 し て い て 、 児 童 の 実

態 に 合 っ た 教 材 を 選 ん で 主 体 的 な 学 習 を 進 め る こ と が で き る と

思 わ れ ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。他 に い か が で し ょ う か 。長 田 委 員 、

お 願 い し ま す 。  
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長 田 委 員   そ れ で は 、 中 学 校 の 音 楽 を 一 応 専 門 で や っ て き た の で 、 そ の

立 場 か ら と い う こ と で 。  

 ど ち ら の 教 科 書 も 児 童 が 音 楽 に 親 し む た め の 工 夫 が 随 所 に 見

ら れ て い ま す 。 音 楽 的 な 見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ て 、 生 活 や 社 会

の 中 で 音 や 音 楽 、 音 楽 文 化 と 豊 か に か か わ る 資 質 ・ 能 力 を 育 成

す る こ と を 目 指 し て い る と 思 い ま し た 。  

 内 容 に つ い て さ ら に 吟 味 す る と 、 教 育 出 版 は 全 体 に 大 ま か に

捉 え て 音 楽 の 魅 力 を 示 し て い る 様 子 に 比 べ る と 、教 育 芸 術 社 は 、

か な り 深 く 研 究 を 重 ね た 専 門 性 が あ り 、 現 場 に あ っ た つ く り に

な っ て い る と 言 え ま す 。 発 達 に 応 じ た 歌 唱 、 器 楽 、 鑑 賞 の 捉 え

方 、創 作 に つ い て も 、今 、和 智 委 員 か ら も あ り ま し た け れ ど も 、

大 変 小 さ な ス テ ッ プ で わ か り や す く 、 中 学 へ の 接 続 も 非 常 に 丁

寧 に 編 修 さ れ て い る と 感 じ ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う

か 。 よ ろ し い で し ょ う か 。  

 そ れ で は 、 続 き ま し て 図 工 に 移 り た い と 思 い ま す 。 何 か ご 意

見 は ご ざ い ま す か 。 畠 山 委 員 。  

 

畠 山 委 員   図 工 の 方 は ２ 者 あ り ま し て 、 開 隆 堂 、 日 本 文 教 出 版 と も に 子

ど も た ち の 創 意 あ ふ れ る 作 品 づ く り の 工 夫 が さ れ て い る と 思 い

ま す 。 私 は 、 学 校 に よ っ て 差 が 出 や す い 造 形 遊 び に つ い て 見 て

み ま し た 。 ２ 者 と も 大 変 ダ イ ナ ミ ッ ク な 楽 し い 活 動 が 掲 載 さ れ

て い ま す が 、 藤 沢 の 、 特 に 住 宅 や 商 店 な ど に 囲 ま れ た よ う な 、

ち ょ っ と 学 校 の 敷 地 が 狭 い よ う な 、 そ し て 、 校 庭 の 木 々 が ち ょ

っ と 少 な い と い う よ う な 、 外 で の 活 動 が し に く い 学 校 も 多 い の

で は な い か と 思 っ て い ま す 。 そ の 中 で 、 日 本 文 教 出 版 の 教 科 書

で は 、 外 で の 造 形 遊 び だ け で な く 、 同 じ 題 材 目 的 を 持 っ た 造 形

遊 び を 教 室 で 行 う 方 法 を 紹 介 し て い る 点 が よ い と 思 い ま し た 。  



- 32 - 

 

 そ れ か ら 、日 本 文 教 出 版 で は 、５ 年 生 で「 形 が 動 く  絵 が 動 く 」

と い う ア ニ メ ー シ ョ ン に つ な が る 題 材 が あ り ま し た 。 も の や 人

な ど を 動 か し て 、 カ メ ラ で こ ま 撮 り を す る と い う よ う な も の な

の で す が 、 ア ニ メ ー シ ョ ン が 映 像 文 化 と し て 認 め ら れ て い て 、

日 本 が そ の 第 一 線 に も あ る と い う こ と を 考 え る と 、 子 ど も た ち

が 意 欲 や 関 心 を 持 っ て 学 べ る の で は な い か な と 思 い ま す 。  

 ま た 、 Ｉ Ｃ Ｔ 教 育 と 関 連 づ け た り 、 ア ニ メ ー シ ョ ン の 理 解 に

つ な げ た り と か 、 学 習 も 広 が る よ い 題 材 だ と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。他 に ご 意 見 は あ り ま す で し ょ う か 。

和 智 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

和 智 委 員   私 は 、 表 記 の 点 に つ い て 少 し お 話 し さ せ て い た だ き た い と 思

い ま す 。  

 ど ち ら の 教 科 書 も 各 単 元 に わ か り や す く め あ て が 表 示 さ れ て

い て 、 め あ て に 沿 っ て 活 動 が 広 が り 、 深 ま る よ う に 工 夫 さ れ て

い ま し た 。 開 隆 堂 の ほ う は 、 め あ て の 文 言 も 何 々 し よ う と い う

児 童 目 線 の 表 記 に な っ て い て 、 よ り 児 童 が め あ て を 意 識 し や す

い と 思 わ れ ま す 。  

 ま た 、 ど ち ら の 教 科 書 も 全 学 年 に 共 通 す る マ ー ク を 用 い て 、

必 要 な 材 料 や 道 具 を 端 的 に あ ら わ し た り 、 刃 物 な ど を 使 用 す る

活 動 で は 、 危 険 性 を 知 ら せ る コ ー ナ ー を 工 夫 し た り と 、 安 全 に

主 体 的 な 造 形 活 動 を 進 め ら れ る よ う に 十 分 配 慮 さ れ て い る よ う

に 思 い ま し た 。  

 た だ 、開 隆 堂 の 方 が マ ー ク に 道 具 の 名 前 等 も 明 記 し て あ っ て 、

よ り わ か り や す い の で は な い か な と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は あ り ま す か 。 田 部 井

委 員 。  
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田 部 井 委 員  両 者 と も に 造 形 的 な 見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ 、 生 活 の 中 の 形 や

色 、 色 と 豊 か に か か わ る た め の 趣 旨 と 工 夫 が 多 く 見 ら れ ま す 。

特 に 、 日 本 文 教 出 版 の 「 ひ ら め き ポ ケ ッ ト 」 は 、 日 常 何 気 な く

見 て い る も の を 造 形 的 な 視 点 で 捉 え る こ と で 、 新 た に 見 え て く

る 色 や 形 の 発 見 が あ り 、 と て も 興 味 深 い も の で し た 。  

 一 方 、 開 隆 堂 に つ い て は 、 学 習 の め あ て の １ つ に キ ャ ラ ク タ

ー 「 く ふ う さ ん 」 が 使 わ れ 、 形 や 色 の 工 夫 が で き る よ う に 示 さ

れ て い ま す 。 児 童 に と っ て は 親 し み や す く 、 わ か り や す い も の

だ と 思 い ま し た 。  

 ま た 、 鑑 賞 の 題 材 で は 、 見 る 、 聞 く 、 さ わ る な ど 、 五 感 を 使

っ て 形 や 色 を 幅 広 く 、 よ り 身 近 な も の に 感 じ 取 ら せ る よ う 工 夫

さ れ て い ま す 。 特 に 、 絵 か ら 聞 こ え る 音 は 、 聞 い て 感 じ た 音 を

形 と 色 で 表 現 す る と い う 題 材 で 、 鑑 賞 と 表 現 を 相 互 に 関 連 づ け

て 学 べ る 点 も よ い と 思 い ま し た 。  

 ま た 、 地 域 と の 関 連 か ら お 話 し し ま す と 、 開 隆 堂 の 「 み ん な

の ギ ャ ラ リ ー 」 で は 、 茅 ヶ 崎 ア ー ト ペ イ ン ト や 横 浜 美 術 館 の 子

ど も の ア ト リ エ が 掲 載 さ れ て い る の で 、 本 市 の 児 童 は 地 域 と の

つ な が り を よ り 身 近 に 感 じ る こ と が で き る と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は ご ざ い ま す か 。 よ ろ

し い で し ょ う か 。  

 そ れ で は 、 こ こ で １ ０ 分 間 ほ ど 休 憩 と し た い と 思 い ま す 。  

１ ０ 時 ２ ５ 分 に な り ま し た ら 審 議 を 再 開 い た し ま す 。  

 そ れ で は 、 休 憩 と い た し ま す 。  

 

午 前 １ ０ 時 １ ３ 分 休 憩  

午 前 １ ０ 時 ２ ５ 分 再 開  

 

委 員 長   そ れ で は 、 審 議 を 再 開 い た し ま す 。  

 続 き ま し て 、 家 庭 科 に 移 り た い と 思 い ま す 。  
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 そ れ で は 、 何 か ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

古 島 委 員   家 庭 科 は 、 東 京 書 籍 と 開 隆 堂 の ２ 者 で す 。 両 方 の 教 科 書 と も

に 写 真 や イ ラ ス ト 、 図 な ど を ふ ん だ ん に 用 い て 児 童 の 理 解 を 促

す 働 き か け を し て い ま す 。 実 習 で 気 を つ け る 内 容 に つ い て も 、

ど ち ら も 安 全 マ ー ク と い う よ う に 強 調 し て 、 子 ど も の 意 識 を 向

け る よ う に 促 し て い ま す 。  

 学 習 の 見 通 し を 持 つ と い う 視 点 で は 、県 の 調 査 資 料 、家 庭 科 1

ペ ー ジ に 示 さ れ て い ま す よ う に 、 東 京 書 籍 は 、 学 習 の 流 れ を ３

つ の ス テ ッ プ で 示 し て い ま し て 、 主 体 的 に 問 題 解 決 に 取 り 組 む

見 通 し を 提 示 し て い ま す 。 ま た 、 「 め あ て 」 と 「 ふ り 返 ろ う 」

と い う こ と も 明 記 し て ま し て 、 児 童 が 確 か め な が ら 学 習 を 進 め

ら れ る よ う に 促 し て い ま す 。  

 開 隆 堂 は 、 県 の 調 査 資 料 の 家 庭 の ２ ペ ー ジ に 示 さ れ て い ま す

よ う に 、 そ れ ぞ れ の 題 材 の 問 題 解 決 の プ ロ セ ス に 沿 っ て ３ つ の

小 題 材 で 構 成 し て 、 主 体 的 に 問 題 解 決 に 取 り 組 む 見 通 し を 提 示

し て い ま す 。  

 ま た 、 キ ャ ラ ク タ ー の つ ぶ や く 吹 き 出 し で 生 活 の 見 方 、 考 え

方 の 中 で 重 視 す る 視 点 を 示 し て 、 学 習 に 見 通 し を 持 て る よ う に

促 し て い ま す 。  

 今 回 の 学 習 指 導 要 領 の 改 訂 で 新 設 さ れ ま し た 「 家 族 ・ 家 庭 生

活 に つ い て の 課 題 と 実 践 」 に つ い て も 、 両 教 科 書 と も に 取 り 上

げ ら れ て い て 、 東 京 書 籍 で は 「 生 活 を 変 え る チ ャ ン ス ！ 」 と し

て 、実 践 を レ ポ ー ト や 新 聞 な ど に ま と め る 例 を 提 示 し て い ま す 。

開 隆 堂 は 、 生 活 の 課 題 と 実 践 と し て 複 数 の 課 題 が 掲 載 さ れ て い

て 、 そ の 中 か ら 児 童 が 選 ん で 実 践 で き る よ う に 設 定 さ れ て い ま

す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う

か 。 志 水 委 員 。  
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志 水 委 員   私 は 、 ま ず 分 量 ・ 装 丁 の 観 点 か ら お 話 を し た い と 思 い ま す 。  

 両 者 は サ イ ズ が 違 い ま す 。 Ａ ４ 判 の 東 京 書 籍 は 大 き い た め に

実 物 大 の 写 真 を 巻 末 に 載 せ て お り ま し て 、 大 変 わ か り や す い つ

く り に な っ て い ま す 。一 方 の 開 隆 堂 は Ａ Ｂ 判 で コ ン パ ク ト で す 。

調 理 や 裁 縫 な ど 、 実 技 や 道 具 の 多 い 教 科 で あ る の で 、 子 ど も た

ち の 机 の 上 に い ろ い ろ 置 く と い う 部 分 で は 、 Ａ Ｂ 判 の 大 き さ は

学 習 の 実 態 に 合 っ て い る サ イ ズ か な と い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 次 に 、 中 学 校 と の 関 連 に つ い て と い う こ と で お 話 を し ま す 。

東 京 書 籍 は 、 関 連 す る 内 容 に は マ ー ク を つ け た り 、 ５ 年 生 と ６

年 生 の 最 後 に ま と め の ペ ー ジ を 設 定 し て い て 、 学 年 間 や 中 学 校

へ の 接 続 が ス ム ー ズ に な る よ う に 配 慮 さ れ て い ま す 。  

 開 隆 堂 は 、 市 の 調 査 資 料 に も あ り ま し た け れ ど も 、 ２ 年 間 を

ま と め て 振 り 返 り 、 中 学 校 へ の 学 習 に つ な げ る ペ ー ジ が 設 定 さ

れ て い ま す 。 児 童 は 、 中 学 校 へ の 学 習 に 期 待 が 高 ま り 、 ま た 、

教 員 に と っ て も 中 学 校 の 学 習 と の 連 携 が 意 識 で き る 、 そ う い っ

た つ く り に な っ て い る と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は ご ざ い ま す か 。 田 部

井 委 員 。  

 

田 部 井 委 員  児 童 の 実 態 や 地 域 な ど の 特 性 と の 関 連 か ら お 話 し さ せ て い た

だ き ま す 。  

 現 在 、 多 様 な 家 族 形 態 が あ る 中 で 、 東 京 書 籍 は 家 族 と の か か

わ り だ け で は な く 、 地 域 の 人 々 と の か か わ り を 広 げ 、 深 め て い

く よ う 工 夫 さ れ て い ま す 。高 齢 者 や 小 さ な 子 ど も 、異 世 代 の 人 々

と の 交 流 や 、東 日 本 大 震 災 で 被 災 し た 児 童 の 取 り 組 み の 掲 載 は 、

本 市 の 児 童 が 具 体 的 な イ メ ー ジ を 持 っ て 、 こ れ か ら の 生 活 の 中

で 地 域 の 一 員 と し て で き る こ と を 考 え 、 深 め て い く こ と が で き

ま す 。  
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 次 に 、 両 者 と も 伝 統 マ ー ク を 用 い 、 日 本 の 生 活 文 化 に 関 す る

内 容 を 取 り 上 げ て い ま し た 。 特 に 、 開 隆 堂 は 日 本 各 地 に 伝 わ る

味 噌 や お や つ 、 雑 煮 な ど が 一 覧 掲 載 し て あ り 、 地 域 の 特 色 や 違

い が わ か り や す い と 思 い ま し た 。 関 東 風 雑 煮 や 神 奈 川 県 の へ ら

へ ら だ ん ご な ど は 、 本 市 の 児 童 に と っ て 身 近 な 地 域 の 文 化 に 触

れ る こ と が で き ま す 。  

 ま た 、 両 者 と も キ ャ リ ア 教 育 の 視 点 で の 掲 載 が あ り 、 学 習 し

た 基 礎 、 技 能 が 仕 事 に つ な が っ て い る 事 例 を 挙 げ て い ま し た 。

そ の 中 で 開 隆 堂 は 、 フ ィ ギ ュ ア ス ケ ー ト の 羽 生 選 手 や 宇 野 選 手

の 衣 装 制 作 に か か わ る 人 の 紹 介 を し て い ま し た 。 児 童 は 、 憧 れ

や 親 し み を 持 っ て 将 来 の 仕 事 や 生 き 方 に 関 心 が 広 ま っ て い く と

思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は ご ざ い ま せ ん で し ょ

う か 。 よ ろ し い で し ょ う か 。  

 そ れ で は 、 続 き ま し て 保 健 に 移 り た い と 思 い ま す 。 何 か ご 意

見 は ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。 岩 成 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

岩 成 委 員   保 健 で す け れ ど も 、 そ れ ぞ れ ど の 教 科 用 図 書 も 指 導 要 領 に 準

じ た 編 成 で 、 よ く ま と め ら れ て い た と 思 い ま す 。 そ の 中 で 、 子

ど も た ち が 学 習 す る に 当 た っ て こ の 教 科 用 図 書 を 開 い た と き

に 、 ぱ っ と 目 と 頭 に 入 っ て く る 教 科 書 は 、 学 研 教 育 み ら い と 光

文 書 院 の も の で し た 。 学 研 教 育 み ら い は 、 １ 時 間 の 流 れ が は っ

き り し て い て 、 そ の 中 で 子 ど も た ち が 考 え を 書 き 込 む こ と も で

き る つ く り に な っ て い ま し た 。 ま た 、 光 文 書 院 も イ ラ ス ト を 多

く 用 い た り 、 決 ま っ た レ イ ア ウ ト に し た り 、 子 ど も た ち が 学 び

や す く な る 工 夫 が な さ れ て い ま し た 。  

 内 容 も 、 ２ 者 と も 、 い じ め や 心 の 問 題 、 が ん 教 育 、 飲 酒 、 た

ば こ 、 薬 物 乱 用 防 止 な ど 、 今 日 的 な 課 題 に も し っ か り と 向 き 合

っ て い る と 感 じ ま し た 。  
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委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は ご ざ い ま す か 。 田 中

委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

田 中 委 員   保 護 者 の 視 点 か ら で す 。 学 研 教 育 み ら い と 光 文 書 院 は 、 た ば

こ 、 飲 酒 、 薬 物 の 体 へ の 影 響 が 実 際 の 写 真 を 使 っ て 示 さ れ て お

り ま し た 。 子 ど も た ち に 、 い く ら こ れ は や っ ち ゃ い け な い 、 だ

め な ん だ よ 、 体 に 悪 い ん だ よ と 伝 え る よ り も 、 実 際 に こ う な っ

て し ま う ん だ と い う こ と が 目 で 見 て わ か っ た 方 が 、 ち ょ っ と イ

ン パ ク ト の 強 い 写 真 で し た け れ ど も 、 よ く わ か る の で は な い か

と 思 い ま し た 。  

 そ の 薬 物 で あ っ た り 、 た ば こ や 飲 酒 の 影 響 が 自 分 の 体 だ け で

は な く 、 そ れ か ら 先 の 新 し い 命 へ の 影 響 に ま で つ な げ ら れ て い

た の で 、 よ か っ た と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う

か 。 中 川 委 員 。  

 

中 川 委 員   私 も 光 文 書 院 と 学 研 教 育 み ら い に つ い て お 話 し さ せ て い た だ

き ま す 。  

 私 は 、 構 成 の 面 か ら お 話 し し ま す 。 光 文 書 院 は 、 巻 頭 で オ リ

ン ピ ッ ク ・ パ ラ リ ン ピ ッ ク 選 手 の メ ッ セ ー ジ を 載 せ て い ま す 。

児 童 が こ れ か ら 始 ま る 学 習 へ の 興 味 ・ 関 心 を 持 ち や す い と 感 じ

ま し た 。 ま た 、 「 単 元 の と び ら 」 で は 、 ４ コ マ 漫 画 で 学 習 内 容

を ス ト ー リ ー 形 式 で 示 し て い ま し た 。 何 の た め に 、 何 を ど の よ

う に 学 ぶ か が わ か り や す く 理 解 で き る と 思 い ま す 。  

 学 研 教 育 み ら い の 構 成 で す が 、 １ 単 位 時 間 を 見 開 き ２ ペ ー ジ

で 扱 っ て い ま す 。 学 習 の 流 れ が わ か り や す く 、 児 童 も 学 習 に 入

り や す い と 思 い ま す 。 「 つ か む 」 「 考 え る ・ 調 べ る 」 「 ま と め

る ・ 深 め る 」 の 構 成 で 学 習 を 進 め て い て 、 見 通 し を 持 っ て 学 習
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が 進 め ら れ る と 思 い ま す 。 市 の 調 査 資 料 に も 同 様 な 記 載 が あ り

ま し た 。  

 ま た 、 「 友 達 と 」 マ ー ク や 「 共 有 」 を 表 す マ ー ク を 配 置 し て

い ま す 。 他 に も 、 自 ら の 生 活 を 振 り 返 り チ ェ ッ ク す る 活 動 を 設

け た り 、 「 か が く の 目 」 「 も っ と 知 り た い ・ 調 べ た い 」 と い う

項 目 が 設 定 さ れ て い ま す 。 児 童 が 教 科 書 に 親 し み や す く 、 主 体

的 に 取 り 組 め る 工 夫 が 随 所 に 見 ら れ ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は ご ざ い ま す か 。 志 水

委 員 。  

 

志 水 委 員   私 は 、 保 健 の 生 涯 に わ た っ て 心 身 の 健 康 を 保 持 増 進 す る 態 度

を 養 う と い う 観 点 か ら お 話 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 こ こ 近 年 、 学 校 生 活 の 中 で も 配 慮 し て い る 熱 中 症 の こ と に つ

い て は 、 ど の 者 も 扱 っ て い ま し た け れ ど も 、 扱 い 方 に 違 い が あ

り ま し た 。 文 教 社 で す が 、 こ こ は １ ペ ー ジ を 使 い ま し て 、 熱 中

症 に な り や す い 環 境 や 危 険 信 号 、 フ ロ ー チ ャ ー ト に よ る 手 当 て

の 方 法 、 予 防 ま で を 詳 し く 解 説 し て い ま す 。  

 ま た 、 学 研 教 育 み ら い は 、 他 の 者 が 記 載 し て い る 予 防 方 法 や

手 当 て だ け で は な く て 、 ど の よ う な と き に 熱 中 症 に な る の か を

最 初 に 提 示 し て い ま す 。 文 教 社 も 学 研 教 育 み ら い も 熱 中 症 の 危

険 に つ い て 、 単 に 予 防 だ け で は な く 、 児 童 自 ら が 考 え 、 判 断 す

る 材 料 も 提 示 し て い る 点 で 工 夫 さ れ て い る と 思 い ま し た 。  

 次 に 、 市 内 小 学 校 の 実 態 か ら 、 各 者 の 心 の 健 康 、 特 に 、 児 童

が 困 っ た り 悩 ん だ り し た と き に ど う す る と よ い か 、 相 談 相 手 と

し て ど の よ う な 人 々 を 示 し て い る か と い う 点 か ら 見 て み ま し

た 。  

 各 者 共 通 し て 、 相 談 相 手 に は 家 族 、 友 達 、 先 生 を 挙 げ て 、 ま

た 、 外 部 の 相 談 機 関 の 電 話 番 号 な ど を 紹 介 し て い ま す 。 そ の 中

で 、 学 研 教 育 み ら い は 、 最 初 か ら 登 場 人 物 の 中 に 男 女 の ス ク ー
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ル カ ウ ン セ ラ ー が 入 っ て お り ま し て 、 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー の

言 葉 を 吹 き 出 し で 紹 介 す る な ど し て い ま す 。  

 本 市 で は 、 全 小 学 校 に ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー が 派 遣 さ れ て お

り ま し て 、 身 近 な 相 談 相 手 と し て 子 ど も た ち に も 浸 透 し て き て

い る 、 そ う い っ た 実 態 に 合 っ て い る の で は な い か な と 感 じ ま し

た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う

か 。 よ ろ し い で し ょ う か 。  

 そ れ で は 、 続 き ま し て 英 語 に 移 り た い と 思 い ま す 。 何 か ご 意

見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。 東 委 員 。  

 

東 委 員   外 国 語 の 目 標 は 、 外 国 語 に お け る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に お け

る 見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ 、 外 国 語 に よ る 聞 く こ と 、 読 む こ と 、

話 す こ と 、 書 く こ と の 言 語 活 動 を 通 し 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を

図 る 基 礎 と な る 資 質 ・ 能 力 を 育 成 す る こ と で す 。  

 ３ 、４ 年 生 で の 外 国 語 活 動 の 学 習 か ら 、教 科 と し て の 外 国 語 、

英 語 へ の 円 滑 な 接 続 に 向 け て 、各 者 そ れ ぞ れ 工 夫 が あ り ま し た 。

現 行 の「 Ｗ ｅ  Ｃ ａ ｎ ！ 」を 意 識 し た 内 容 や 構 成 に な っ て い る も

の や 、 １ ５ 分 程 度 の 短 い 時 間 で の 学 習 活 動 に 対 応 で き る も の が

多 い と も 感 じ ま し た 。  

 内 容 、 構 成 の 点 か ら 光 村 図 書 出 版 と 学 校 図 書 に つ い て お 話 し

し ま す 。光 村 図 書 出 版 で は 、市 の 調 査 資 料 に も あ り ま す よ う に 、

ス モ ー ル ス テ ッ プ で 進 み 、 基 礎 ・ 基 本 の 定 着 も 意 図 し 、 英 語 学

習 の 観 点 に 沿 っ た 学 び の 構 成 が 整 理 さ れ て い る と 感 じ ま し た 。  

 初 期 の 英 語 学 習 で 自 分 の こ と か ら 表 現 で き る こ と を 徐 々 に 広

げ て い く と い う 流 れ は と て も 自 然 で 、 親 し み や す い 活 動 場 面 が

想 定 さ れ て い る の が よ い と 思 い ま す 。  

 そ し て 、 物 語 が 多 く 取 り 入 れ ら れ 、 「 お む す び こ ろ り ん 」 の

英 語 版 も 入 っ て い ま す 。 物 語 を 通 し て 、 あ る 程 度 の 量 の あ る 英
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語 に 触 れ る こ と は よ い こ と で 、 特 に 親 し み の あ る 日 本 の 昔 話 は

理 解 し や す い の で 、 英 語 の 理 解 に 自 信 を 持 っ て 楽 し く 学 習 を 進

め ら れ る と 感 じ ま し た 。  

 ま た 、 ７ ２ １ 語 の 英 単 語 が 使 わ れ て い ま す が 、 単 語 の 選 定 に

工 夫 し て い る 点 が 評 価 で き ま す 。 中 学 校 以 降 で 学 習 す る 単 語 に

生 活 語 彙 が 少 な い こ と が 表 現 力 の 伸 長 に 影 響 し て い る と の 考 え

も あ る の で 、 語 彙 の 選 定 は 重 要 だ と 思 い ま す 。  

 ま た 、 絵 辞 典 の 形 で 日 本 語 を 介 さ ず 単 語 を 理 解 さ せ た り 、 使

用 場 面 を 与 え て 単 語 の 使 い 方 を わ か り や す く 示 し て い た り す る

の で 、的 確 に 理 解 さ せ 、表 現 力 を 育 む の に 役 立 つ と 期 待 し ま す 。 

 学 校 図 書 で も 、 巻 末 の 単 語 リ ス ト や ワ ー ド コ ー ナ ー で 名 詞 や

前 置 詞 の 使 い 方 な ど 、 日 本 語 に は な い 英 語 の 特 徴 を し っ か り と

押 さ え て 自 然 な 形 で 示 す よ う 工 夫 さ れ て い て 、 と て も よ い と 思

い ま し た 。  

 ま た 、 繰 り 返 し を 意 識 し て 文 字 指 導 な ど を 丁 寧 に 行 っ て い る

点 、 歌 、 お 話 な ど 、 多 様 で 意 味 の あ る 活 動 が た く さ ん 用 意 さ れ

て い る 点 も 魅 力 が あ る と 思 い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は ご ざ い ま す か 。 長 田

委 員 。  

 

長 田 委 員   今 、 東 委 員 は 専 門 的 な 見 地 か ら と い う こ と で お 話 し し て く だ

さ っ た の で 、 私 は さ ら に 、 小 学 校 か ら 今 回 英 語 が 入 る と い う と

こ ろ で は 、 ど の 教 科 書 も 自 分 が 児 童 だ っ た ら ど う だ ろ う と い う

目 線 で 、 と に か く ペ ー ジ を め く っ て み ま し た 。  

 Ｑ Ｒ コ ー ド を 使 っ て い る と こ ろ が 非 常 に 現 代 的 と い う か 、 今

当 た り 前 に な っ て い る か も し れ な い で す け れ ど も 、 自 分 も 使 う

こ と が 増 え て い る な と 思 い な が ら 、 実 際 に そ れ を 使 っ て ス マ ホ

で 発 音 し て み ま し た 。 ど れ も す ご く 楽 し か っ た ん で す 。 活 用 に

つ い て は 、 今 の 時 代 だ か ら こ そ う ま く 活 用 し て い き た い な と 感
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じ ま し た し 、 も し こ う い う 形 で 勉 強 で き た ら 、 自 分 は 英 語 が し

ゃ べ れ る よ う に な っ た の で は な い か と 思 う ほ ど で し た 。  

 家 庭 に よ っ て は 利 用 で き な い の で は な い か と い う 心 配 も あ る

か と 思 い ま す が 、 タ ブ レ ッ ト が 使 用 で き る 機 会 を 学 校 と し て も

保 障 し つ つ 、 図 書 館 や 公 的 な 機 関 で も 活 用 で き る よ う に し て い

け ば 、 児 童 に と っ て 環 境 は よ い 方 向 に な る の で は な い か と 思 い

ま す 。  

 全 者 、 Ｑ Ｒ コ ー ド を 採 用 し て い る の で 大 変 効 果 的 だ と 思 い ま

し た 。 ま た 、 開 隆 堂 、 三 省 堂 に つ い て は 、 中 学 校 の 英 語 の 教 科

書 で 培 っ て き た 内 容 の 濃 さ が 生 か さ れ て い て 、 何 を 学 ぶ か を 踏

ま え て 小 学 校 で の 導 入 教 材 を 構 成 し て い る と い う ふ う に 感 じ ま

し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は ご ざ い ま す か 。 山 田

委 員 。  

 

山 田 委 員   私 は 、 教 科 書 を 見 た と き 保 護 者 の 目 線 と い う と こ ろ を 意 識 し

て 、 こ の 外 国 語 を 小 学 校 ５ 年 生 か ら 学 ぶ と い う と こ ろ の ス タ ー

ト 時 点 の 意 味 づ け が ど う い う ふ う に 伝 わ る か な と い う 観 点 で 見

さ せ て い た だ き ま し た 。  

 啓 林 館 と 光 村 図 書 出 版 と 、 あ と 三 省 堂 さ ん の 教 科 書 に 関 し て

は 、 英 語 を 使 う と 、 こ う い う 世 界 観 が 広 が る と い う と こ ろ が 教

科 書 の 冒 頭 部 分 に 見 え る ビ ジ ュ ア ル が 結 構 多 く 使 わ れ て い て 、

そ の ス ト ー リ ー か ら 英 語 を 学 ぶ と い う と こ ろ が し っ か り ス タ ー

ト ア ッ プ し や す い の か な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 あ と は 、 東 京 書 籍 は 、 別 冊 を 使 わ れ た り と か 、 い ろ い ろ 工 夫

な さ れ て い る 中 で 、 や は り 英 語 に 親 し ん で い く 、 英 語 を ツ ー ル

と し て し っ か り 活 用 で き る と こ ろ が 各 者 と も 配 慮 さ れ て い る と

感 じ ま し た 。  
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委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は 。 古 島 委 員 。  

 

古 島 委 員   今 、 山 田 委 員 も お っ し ゃ っ た と こ ろ と 共 通 す る 部 分 が あ る ん

で す が 、 小 学 校 で は ３ 、 ４ 年 生 で 外 国 語 活 動 を 導 入 し て 、 聞 く

こ と 、 話 す こ と を 中 心 と し た 活 動 を 通 じ て 、 外 国 語 に 慣 れ 親 し

む で す と か 、 学 習 へ の 動 機 を 高 め る と い う こ と に ず っ と 取 り 組

ん で い る わ け で 、 ５ 年 生 か ら の 文 字 を 読 む こ と 、 書 く こ と を 加

え て 、 総 合 的 、 系 統 的 に 扱 う 教 科 学 習 に つ な が っ て く る と い う

こ と に な り ま す 。  

 ５ 年 生 の 英 語 は 教 科 の 入 口 と な る わ け で す か ら 、 段 階 的 に 英

語 の 表 記 が 増 え て い く よ う な 教 科 書 が 児 童 に と っ て も 抵 抗 感 が

少 な く 、新 た な 教 科 の 導 入 が で き る も の と い う ふ う に 考 え ま す 。 

 そ う い っ た 視 点 で 見 る と 、 ど の 教 科 書 も 工 夫 さ れ て い る ん で

す が 、 特 に 、 東 京 書 籍 は Ａ ４ 判 で 写 真 や イ ラ ス ト が 大 き く 、 学

習 の め あ て も 日 本 語 で 明 記 さ れ て い ま す 。 ま た 、 教 育 出 版 は イ

ラ ス ト や 写 真 で 始 ま っ て い っ て 、 少 し ず つ 文 字 に 触 れ る 、 そ う

い っ た 流 れ が 示 さ れ て い る と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 に ご 意 見 は ご ざ い ま す か 。 一 瀬 委

員 。  

 

一 瀬 委 員   私 は 、 装 丁 と い う と こ ろ で 、 啓 林 館 に つ い て お 話 を さ せ て い

た だ き ま す 。  

 ぱ っ と 見 た と き に 、 ど の 教 科 書 も そ れ ぞ れ 特 徴 が あ る と 思 う

ん で す け れ ど も 、 啓 林 館 に つ い て は 、 教 科 書 の 随 所 に 設 定 さ れ

て い る ワ ー ク シ ー ト が あ る ん で す ね 。 自 分 の 考 え に 合 う 言 葉 を

選 び な が ら 例 文 を 見 た り し て 、 直 接 そ こ に 書 き 込 め る よ う な 場

所 が あ ち こ ち に あ る な と い う ふ う に 思 い ま し た 。 文 字 を 書 く と

い う こ と に は 、 ま だ ま だ 慣 れ て い な い 子 ど も た ち に と っ て 、 考

え た こ と を す ぐ 書 け る と い う 構 成 は と て も 取 り 組 み や す く 、 基
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本 的 な 表 現 と か 、 語 彙 、 文 字 を 書 く こ と に 無 理 な く 進 ん で い け

る ん じ ゃ な い か な と い う ふ う に 感 じ て い ま す 。  

 ま た 、 同 じ く 啓 林 館 の 本 市 の 児 童 の 実 態 を 考 え た と き に 、 横

浜 の ベ イ ブ リ ッ ジ が 取 り 上 げ て ら れ て い ま す 。 ベ イ ブ リ ッ ジ 、

横 浜 と い う の は 、 本 市 の 児 童 に と っ て も 、 い ろ い ろ な 行 事 の と

き に も 通 る よ う な 場 所 で す し 、 と て も 親 し み や す く 、 外 国 語 と

い う と こ ろ に 意 欲 を 高 め る 内 容 に つ な が っ て い く ん じ ゃ な い か

な と い う ふ う に 考 え て い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。他 に い か が で し ょ う か 。田 中 委 員 。 

 

田 中 委 員   私 も 啓 林 館 に つ い て 意 見 さ せ て い た だ き ま す 。  

 大 き さ は 小 さ い ほ う の サ イ ズ な ん で す け ど も 、 広 げ た と き と

か 、さ わ っ た 感 じ 、め く っ た 感 じ が 一 番 な じ み や す い と い う か 、

扱 い や す い 教 科 書 だ な と 思 い ま し た 。 見 開 き に し た と き に も 、

し っ か り 見 開 き に な っ て 、 一 番 最 初 の 単 元 、 こ の 啓 林 館 で は ユ

ニ ッ ト と 表 現 し て ま し た が 、 ユ ニ ッ ト 部 分 の 導 入 編 が 見 開 き で

１ つ の 絵 に な っ て い て 、 そ の イ ラ ス ト の 中 か ら コ ミ ニ ュ ケ ー シ

ョ ン が 生 ま れ て く る よ う な 工 夫 が さ れ て い ま し た 。  

 そ の 後 に 文 字 を 書 い て い っ た り で す と か 、 書 き 込 め る ス ペ ー

ス が い っ ぱ い あ っ て 、 実 際 、 そ れ ぞ れ の 教 科 書 を 見 た と き に 、

５ 年 生 、 ６ 年 生 と 見 て 、 ６ 年 生 の 最 後 に こ ん な こ と ま で 求 め ら

れ て る の か と 最 初 驚 い た ん で す 。  

 た だ 、 ス テ ッ プ が と て も 緩 や か で 、 苦 手 意 識 を な く す よ う な

イ メ ー ジ が あ っ た の が 啓 林 館 の 教 科 書 だ っ た と 思 い ま す 。 と に

か く 中 学 校 に 入 る ま で に 英 語 が 苦 手 と い う 意 識 じ ゃ な く て 、 と

て も 楽 し い も の だ と 思 っ て 中 学 校 の 英 語 に 進 ん で い け る よ う な

授 業 に し て ほ し い な と 思 い ま す 。  

 あ と 、 Ｑ Ｒ コ ー ド で 音 声 、 ネ イ テ ィ ブ な 発 音 が 聞 け る と い う

の は び っ く り し ま し た 。 や っ ぱ り や っ て い て 親 が 教 え ら れ な い
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も の で 、 家 に 帰 っ て き て か ら 一 緒 に 確 認 で き る こ と は と て も い

い な と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は あ り ま せ ん か 。 井 上

委 員 。  

 

井 上 委 員   各 者 と も 小 学 校 学 習 指 導 要 領 改 訂 の 要 点 を 踏 ま え て 、 英 語 の

４ 技 能 ５ 領 域 に つ い て 目 標 が 達 せ ら れ る よ う に よ く 構 成 さ れ て

い ま し た 。 実 際 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に お い て 活 用 で き る 英 語

の 基 礎 的 な 技 能 を 児 童 が 楽 し み な が ら 身 に つ け ら れ る よ う に 、

さ ま ざ ま な 活 動 や 、 そ れ ら に 伴 う 巻 末 の カ ー ド と か シ ー ト な ど

に つ い て も 非 常 に 使 い や す く 工 夫 さ れ て い ま す 。  

 私 は 長 く 中 学 校 で 英 語 を 教 え て き ま し た け れ ど も 、 小 学 校 の

英 語 教 育 が 始 ま り 、 小 学 校 の 先 生 方 に 英 語 を 教 え て い た だ く こ

と に な り ま し た 。 私 は 小 学 校 の 段 階 で 最 も 重 要 な こ と は 、 英 語

の 音 声 や 文 字 、 音 と か 文 字 と い う も の に つ い て 慣 れ 親 し む と い

う こ と 、 そ し て 何 よ り も 、 先 ほ ど 田 中 委 員 か ら も あ り ま し た け

れ ど も 、 英 語 を 使 う と い う こ と を 楽 し む 姿 勢 を 身 に つ け る こ と

だ と い う ふ う に 考 え て い ま す 。  

 日 本 に 生 活 し て い る と 、 実 生 活 で は 特 に 英 語 を 使 用 す る 必 要

が な い わ け な ん で す け れ ど も 、 そ う い う 環 境 に あ る 児 童 に 実 用

的 な 英 語 に よ る 運 用 能 力 を 身 に つ け さ せ る た め に は 、や っ ぱ り 、

ま ず 、 授 業 の 中 で 目 的 を 持 っ て 実 際 に 英 語 を 使 う 必 然 性 の あ る

場 面 や 状 況 を き ち ん と 設 定 す る 。 余 り わ ざ と ら し く な く と い う

ん で し ょ う か 、 必 要 が あ っ て と い う 場 面 を 設 定 す る 。 そ し て 、

英 語 で 伝 え 合 え る 喜 び 、 ふ だ ん 日 本 語 で 話 し て い る 者 同 士 で 構

わ な い の で 、 英 語 で 伝 え 合 え る 喜 び を 実 感 さ せ る こ と が 非 常 に

大 切 で す 。  

 そ う す る こ と に よ っ て 、 授 業 以 外 の と こ ろ で も 英 語 を 使 っ て

み た り と か 、 そ れ か ら 、 自 分 で も っ と も っ と 学 ん で み た り す る
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と い う 意 欲 を 持 た せ る こ と が で き ま す 。  

 そ う い う 点 で 教 科 書 を 見 た と き に 、 東 京 書 籍 と 光 村 図 書 出 版

は 、 非 常 に う ま く 構 成 さ れ て い る と 思 い ま す 。 ２ 年 間 の 教 科 書

の レ ッ ス ン の 並 べ 方 に つ い て も 、 習 得 さ せ た い 表 現 や 文 法 が 優

先 さ れ て 、 流 れ と し て 余 り 脈 絡 な く 並 ん で い て 、 今 日 は こ れ 、

今 日 は こ れ 、 と い う ふ う に 配 置 さ れ て い る よ り も 、 や は り ２ 年

間 の 流 れ と い う も の が 大 事 な の で は な い か な と 思 い ま す 。  

 こ の ２ 者 に つ い て は 、 徐 々 に ま ず 自 分 の こ と 、 そ し て 、 身 の

回 り の こ と 、 次 に 地 域 の こ と 、 日 本 の こ と 、 世 界 の こ と 、 さ ら

に 自 分 の 未 来 の こ と と い う 流 れ で 並 ん で い る ん で す け れ ど も 、

そ う い う こ と が 実 際 に 英 語 を 使 え る よ う に な っ て い く 自 分 で あ

る と か 、 英 語 に よ っ て 広 が っ て い く 世 界 を イ メ ー ジ し や す い と

い う ふ う に 思 い ま す 。  

 特 に 、 東 京 書 籍 に つ い て は 、 ５ 年 生 の は じ め に 、 英 語 を 使 っ

て 自 分 が ど う な り た い の か と い う こ と を 書 か せ る と こ ろ が あ り

ま す 。 ２ 年 間 で 段 階 を 追 っ て 、 常 に 英 語 を 使 用 す る 場 面 や 目 的

を は っ き り 意 識 さ せ て 表 現 さ せ て い る 、 そ う い う 点 が 非 常 に 優

れ て い る と 思 い ま す 。  

 ま た 、多 く の 方 が ご 覧 に な っ た と 思 い ま す け ど も 、「 Pic t u re  

D i c t i o n a r y」 と い う 別 冊 が あ り ま し て 、 語 彙 と か 基 本 文 型 が ま

と ま っ た 別 冊 が あ る ん で す け れ ど も 、 英 語 の 基 礎 の 習 得 で あ る

と か 、 そ れ か ら 表 現 活 動 の 虎 の 巻 と し て 大 変 有 効 で あ る と い う

ふ う に 感 じ ま し た 。 児 童 は も ち ろ ん 、 小 学 校 の 先 生 方 に と っ て

も 使 い や す い の で は な い か と 思 い ま す 。  

 ま た 、 先 ほ ど 長 田 委 員 や 田 中 委 員 が 触 れ ら れ た Ｑ Ｒ コ ー ド を

用 い て 、 ス マ ー ト フ ォ ン や タ ブ レ ッ ト な ど で 音 声 や 映 像 が 繰 り

返 し 視 聴 で き る 工 夫 に つ い て も 、 外 国 語 の 習 得 と い う 観 点 か ら

見 る と 、 児 童 が 興 味 を 持 っ て 何 度 も 繰 り 返 し て 英 語 に 触 れ る こ

と は 大 変 効 果 的 で あ り ま す し 、 必 要 な こ と で す 。 そ の 点 で も 、

や は り 東 京 書 籍 と 光 村 図 書 出 版 は 充 実 し て い る と 思 い ま す 。 特
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に 東 京 書 籍 は 、 音 だ け で は な く て 、 教 科 書 の ペ ー ジ に 即 し て 、

そ の 教 科 書 に 出 て い る 絵 に 似 た 人 物 が 登 場 す る 実 写 の 映 像 が あ

っ て 、し ゃ べ っ て 聞 か せ る と か 、内 容 が 非 常 に 優 れ て い ま し た 。 

 光 村 図 書 も 充 実 し て い た ん で す け れ ど も 、 逆 に 、 練 習 問 題 の

よ う な 部 分 も 聞 け て し ま う の で 、 授 業 の 中 で 扱 い た い 部 分 を も

う 既 に 自 宅 で 聞 い て し ま っ て い る 児 童 と そ う で な い 児 童 と の 差

異 が 生 じ て し ま う お そ れ が あ る か な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は ご ざ い ま せ ん か 。 小

林 委 員 。  

 

小 林 委 員   今 の 井 上 先 生 の ご 意 見 に す ご く 賛 同 し て 聞 い て い た ん で す

が 、 私 か ら も ち ょ っ と 補 足 的 に 細 か い こ と を お 話 し し ま す 。  

 ま ず 、 ５ 年 生 が 最 初 に は じ め て 教 科 書 を 開 く と い う ふ う に 想

像 し て 、 ど の 出 版 者 の 教 科 書 も 開 い て み た と こ ろ 、 私 が 感 じ た

の は 、 東 京 書 籍 の 英 語 を 使 っ て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る と き

に は 、 ま ず 自 分 を 知 る 、 国 を 知 る こ と が 、 伝 え た い こ と が わ か

る と 最 初 に 感 じ ま し た 。  

 次 に 、 自 分 が 英 語 を 学 ん で い く と い う こ と を 想 像 し な が ら 見

て い く と 、 東 京 書 籍 の 「 こ と ば 探 検 」 と い う コ ー ナ ー が あ る ん

で す が 、 す ご く そ れ が 印 象 に 残 る こ と が 多 く て 、 例 え ば 、 自 分

を 中 心 に 家 族 の 英 語 表 現 だ っ た り 、 あ と 、 ロ ー マ 字 と 英 語 の 違

い と か も 載 っ て い た り と か 、 あ あ 、 な る ほ ど な と 思 う こ と が 結

構 東 京 書 籍 に は 載 っ て い る な と 感 じ ま し た 。  

 あ と 、 光 村 図 書 出 版 、 こ れ も 「 ４ つ の 『 た い せ つ 』 」 と い う

と こ ろ で 、 ス マ イ ル 、 ア イ コ ン タ ク ト 、 ク リ ア ボ イ ス 、 レ ス ポ

ン ス と い う「 ４ つ の『 た い せ つ 』」が 挙 が っ て い る ん で す け ど 、

こ れ は 英 語 を 話 す と き に と て も 大 切 な こ と だ と 思 い ま し て 、 で

も 、 こ れ っ て 恥 ず か し い こ と で も あ っ て 、 英 語 で こ れ を 行 う の

は 、 最 初 に 先 生 と 話 し た り 、 お 友 達 と 実 際 英 語 で 話 し ま し ょ う
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と な っ た と き に は 恥 ず か し い こ と な の か な と 。 た だ 、 こ こ を 乗

り 越 え る と 表 現 が 身 に つ い た り も で き て い く の か な と 思 う と 、

や っ ぱ り こ れ は 大 切 な こ と だ な と す ご く 感 じ ま し た 。  

 そ れ と 、 こ れ は ２ つ の 出 版 者 で は な い ん で す け れ ど も 、 国 語

の 教 科 書 に 出 て き た 内 容 、 例 え ば 「 お 手 紙 」 と か 「 お お き な か

ぶ 」 と か 、 そ れ が 英 語 版 に な っ て い る も の を 読 ん だ と き に 、 最

初 に 物 語 が わ か っ て い る の で 、 何 と な く 英 語 も 入 っ て く る と い

う よ う な 感 覚 が 自 分 に あ り ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は ご ざ い ま せ ん で し ょ

う か 。 よ ろ し い で し ょ う か 。  

 そ れ で は 、 続 き ま し て 道 徳 に 移 り た い と 思 い ま す 。 何 か ご 意

見 は ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。 三 橋 委 員 。  

 

三 橋 委 員   道 徳 で す け れ ど も 、 学 習 の め あ て と か 手 引 き と い う 視 点 で 話

を し た い と 思 い ま す 。  

 ８ 者 と も 、 書 き 方 は 違 う ん で す け れ ど も 、 題 材 の 前 や 後 に そ

の 時 間 に 考 え て ほ し い こ と に つ い て 記 し て あ り ま す 。 市 の 調 査

資 料 に も 記 し て あ る の で す が 、 光 村 図 書 出 版 と 教 育 出 版 は 、 そ

の 題 材 に つ い て 考 え る だ け で な く 、 「 つ な げ よ う 」 「 ふ か め よ

う 」 と 、 授 業 が 終 わ っ た 後 も 自 ら 考 え 、 行 動 し て い く よ う に 示

唆 し て い て 、 と て も よ い と 思 い ま し た 。  

 特 に 光 村 図 書 出 版 は 、 発 展 的 な 学 習 を 意 識 し て さ ま ざ ま な 活

動 を 紹 介 し て あ り 、 幅 広 い 思 考 や 活 動 が で き る と 考 え ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は ご ざ い ま す か 。 畠 山

委 員 。  

 

畠 山 委 員   私 は 同 学 年 で 全 て の 者 が 掲 載 し て い る 共 通 教 材 を 通 し て 、 そ

れ の 工 夫 に つ い て 見 さ せ て い た だ き ま し た 。 同 学 年 に 全 者 が 掲
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載 し て い る 共 通 の 教 材 は １ 年 生 の 「 か ぼ ち ゃ の つ る 」 だ け だ っ

た ん で す け れ ど も 、 教 育 出 版 や 東 京 書 籍 で は 、 絵 と 吹 き 出 し で

物 語 を 展 開 さ せ て い て 、 漫 画 だ っ た り 、 紙 芝 居 風 の つ く り に な

っ て い る の で 、 文 章 を 読 む こ と が 難 し い １ 年 生 に も 抵 抗 な く 読

む こ と が で き て 、 よ い 工 夫 で あ る と 思 い ま し た 。  

 そ の 中 で も 教 育 出 版 は 、 こ の 教 材 で 何 を 学 ん だ か を 話 し 合 わ

せ る 部 分 も あ り 、 よ か っ た と 思 い ま す 。  

 光 村 図 書 は 、 「 か ぼ ち ゃ の つ る 」 だ け で な く 、 全 学 年 を 通 し

て 長 く 親 し ま れ て き た 定 番 の 教 材 を 多 く 取 り 上 げ て い ま す が 、

ど の 教 材 に も 「 考 え よ う ・ 話 し 合 お う 」 の 欄 を 設 け 、 そ の 教 材

で 学 ぶ べ き め あ て や 問 い が し っ か り と 記 載 さ れ て い ま す 。  

 考 え る 柱 を 明 確 に す る こ と で 話 合 い が ぶ れ ず に 、 道 徳 的 価 値

を 見 出 し や す い と 感 じ ま し た 。 ま た 、 「 つ な げ よ う 」 と い う 欄

も あ り ま し て 、 授 業 で 学 ん だ こ と を 実 際 の 生 活 の 中 で 生 か せ る

よ う に 導 い て い る 点 が よ い と 思 い ま し た 。  

 次 に 、 教 科 書 の 構 成 か ら 、 そ れ ぞ れ の 工 夫 を 見 さ せ て い た だ

き ま し た 。  

 ま ず 、 各 教 材 に お け る 内 容 項 目 の 分 類 に つ い て は 、 ど の 者 も

記 号 や 色 分 け な ど で 工 夫 を さ れ て い る の で す が 、 東 京 書 籍 は 、

目 次 と は 別 に １ 年 間 で 学 ぶ こ と の ペ ー ジ を 設 け 、 掲 載 し て い る

教 材 が ４ つ の 視 点 の ど れ か に 分 類 さ れ 、 ど の 内 容 項 目 が テ ー マ

な の か が 明 確 に な っ て い ま す 。  

 こ れ に よ り 、 保 護 者 も 自 分 の 子 ど も が 教 科 書 の 教 材 を 通 し て

ど の よ う な 道 徳 性 を 養 う こ と が で き る の か と い う こ と を 一 目 で

確 認 で き る わ か り や す い 構 成 だ と 思 い ま し た 。  

 ま た 、 学 習 の 進 め 方 に つ い て は 、 ど の 者 も 巻 頭 に 説 明 の ペ ー

ジ を 設 け て い ま す が 、 東 京 書 籍 は 挿 絵 を 多 用 せ ず 必 要 事 項 を 簡

単 な 文 章 で 記 し て い る た め 、 す っ き り し て い て 、 わ か り や す い

と 思 い ま し た 。  

 最 後 に 、 各 教 材 の 分 量 に つ い て で す が 、 光 村 図 書 は 、 各 教 材
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に お い て 考 え る ポ イ ン ト が は っ き り す る よ う に 、 原 作 に あ る 不

要 な 説 明 で あ っ た り 、 今 の 時 代 に 合 わ な い 言 い 回 し を 極 力 省 く

よ う な 工 夫 が 見 ら れ ま し た 。 こ れ に よ っ て 、 教 材 の 文 章 量 が ち

ょ う ど よ く な っ て 、 本 文 の 読 解 が 中 心 と な る よ う な こ と が 少 な

く な る と 思 い ま し た 。  

 こ の 他 に も 、 光 村 図 書 は 全 学 年 に わ た っ て 優 し い 雰 囲 気 の 挿

絵 と 美 し く て 大 き な 写 真 が 掲 載 さ れ て い ま す 。 こ れ ら は 、 教 材

へ の 興 味 ・ 関 心 を 抱 か せ る と と も に 、 肯 定 的 に 入 り 込 む 助 け に

な る と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は 、 井 上 委 員 。  

 

井 上 委 員   ８ 者 と も 学 習 指 導 要 領 の 求 め る 「 考 え 、 議 論 す る 道 徳 」 の 授

業 の 実 現 の た め に 、発 達 段 階 に 応 じ て さ ま ざ ま な 工 夫 が な さ れ 、

甲 乙 つ け が た い 仕 上 が り に な っ て い る と 感 じ ま し た 。  

 そ の 中 で 私 が 注 目 し た の は 、 各 単 元 の 最 初 に 書 か れ て い る 表

現 で す 。 何 者 か の 教 科 書 で は 、 そ れ ぞ れ の タ イ ト ル の 前 に 、 そ

の 単 元 が 求 め る 道 徳 的 価 値 感 が そ の ま ま 書 か れ て い る も の が あ

り ま す 。 例 え ば 、 「 相 手 の 立 場 に 立 っ て 親 切 に 」 と か 、 「 時 と

場 を わ き ま え 、 真 心 を 持 っ て 」 な ど と い う 表 現 で す 。 そ れ ら は

い わ ば 、 こ れ か ら 触 れ る 題 材 が 求 め る 結 論 と い い ま す か 、 大 人

が 求 め て い る も の に な り ま す 。  

 そ う す る と 、 児 童 は あ ら か じ め 、 そ う い う こ と を 求 め ら れ て

い る と い う ふ う に 感 じ て 題 材 を 読 み 進 め て い く こ と に な る 可 能

性 が あ り ま す 。 そ う い う こ と か ら 、 タ イ ト ル に 添 え て あ る 言 葉

は 、 問 い か け の よ う な も の で あ っ た り 、 逆 に 何 も な か っ た り す

る ほ う が 児 童 の 道 徳 的 葛 藤 を 生 む に は 効 果 的 で は な い か と い う

ふ う に 考 え ま す 。  

 そ う い う 点 か ら 評 価 で き る の は 、 光 村 図 書 出 版 、 光 文 書 院 、

学 研 教 育 み ら い の ３ 者 で あ る と 私 は 思 い ま し た 。 光 村 図 書 出 版
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は 、 キ ャ ラ ク タ ー か ら 児 童 自 身 へ の 問 い か け の 形 で テ ー マ を 投

げ か け て い ま す 。ま た 、６ 年 間 を 通 じ て 、最 初 の と こ ろ に 、「 み

ん な 生 き て い る  み ん な で 生 き て い る 」 と い う テ ー マ で 挿 絵 と

言 葉 を 載 せ て い る ん で す け れ ど も 、 今 言 っ た 言 葉 は 共 通 な ん で

す け れ ど も 、 そ の 後 の 文 章 に つ い て は 発 達 段 階 に 応 じ て 変 わ っ

て い く と い う も の で す 。  

 ま た 、道 徳 の 授 業 の 意 味 で あ る と か 、「 話 し 合 っ て 、演 じ て 、

読 ん で 、 書 い て 、 考 え よ う 」 と い う 学 び 方 を わ か り や す く 示 し

て い た り す る 点 も 優 れ て い る と 思 い ま し た 。  

 さ ら に 、 Ｑ Ｒ コ ー ド を 用 い て 朗 読 を 聞 け る デ ジ タ ル コ ン テ ン

ツ も 利 用 価 値 が あ る と 思 い ま し た 。  

 光 文 書 院 は 問 い か け の 形 で 考 え さ せ る よ う に テ ー マ が 示 し て

あ り 、 絵 や 写 真 が 多 く て 、 文 字 情 報 が 多 過 ぎ な い 工 夫 が あ る と

思 い ま し た 。  

 学 研 教 育 み ら い に つ い て は 、 教 材 を 「 私 の こ と 」 「 あ な た と

私 」「 社 会 と 私 」「 命 や 自 然 と 私 」の ４ つ に シ ン プ ル に 分 け て 、

道 徳 的 価 値 感 を 直 接 示 す こ と な く 、 児 童 に 感 じ 、 考 え さ せ る 工

夫 を し て い る と 思 い ま す 。 ６ 年 間 を 通 じ て 、 毎 年 、 巻 頭 に 今 の

私 に つ い て 書 き 込 む コ ー ナ ー が あ る こ と も 評 価 で き る と 思 い ま

し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は あ り ま せ ん か 。 山 田

委 員 。  

 

山 田 委 員   道 徳 の 教 科 書 を 見 さ せ て も ら っ て 、 別 冊 の 道 徳 ノ ー ト が あ る

も の が 何 者 か あ る ん で す け れ ど も 、 そ の 中 と 、 あ と 皆 さ ん の お

話 を 伺 い な が ら 感 じ た こ と と し て 、 ツ ー ル が 決 ま っ て い る こ と

と い う の は 、 教 え る こ と が ど の 先 生 に と っ て も 比 較 的 近 い 水 準

で 保 た れ る と い う 観 点 が あ る 一 方 で 、 指 導 す る こ と が 誘 導 さ れ

や す い と い う 極 め て 表 裏 一 体 の 部 分 が あ る ん だ な と い う の を す
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ご く 感 じ ま し た 。  

 私 は ど ち ら か と い う と 、 ツ ー ル が 整 っ て い た ほ う が 同 じ も の

を ど こ で 受 け て も 受 け や す い と い う ふ う な と こ ろ に 利 点 を 感 じ

た と い う 部 分 は あ っ た ん で す け ど も 、 確 か に 子 ど も た ち の 視 点

と い う と こ ろ が 広 が る 方 向 で 考 え て い く 観 点 も 必 要 な ん だ な と

い う の を 今 回 感 じ た 次 第 で す 。 あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は あ り ま せ ん か 。 一 瀬

委 員 。  

 

一 瀬 委 員   何 人 か の 委 員 さ ん も お っ し ゃ っ て い た み た い に 、 私 も 光 村 図

書 に つ い て 、 学 習 に 入 る 前 に キ ャ ラ ク タ ー が さ り げ な く 、 ふ わ

ふ わ っ と 考 え て ほ し い こ と を 呼 び か け て い る と こ ろ 、 決 し て 価

値 観 の 押 し つ け で は な く て 、 題 材 に 入 る 前 に 児 童 自 身 が 自 分 な

ら ど ん な ふ う に 考 え る だ ろ う か と い う よ う な こ と を 、 問 題 意 識

を 持 た せ る よ う な 呼 び か け を し て い る よ う な と こ ろ が 、 こ れ か

ら そ の 題 材 に 取 り 組 む に 当 た っ て と て も 有 効 で は な い か と 感 じ

ま し た 。  

 ま た 、教 材 の 最 後 に は 理 解 を さ ら に 深 め る た め の 問 い と し て 、

「 考 え よ う ・ 話 し 合 お う 」 「 つ な げ よ う 」 と い う の が 設 け ら れ

て い ま す 。 ま た 、 教 材 文 の 途 中 に 問 い が 設 け ら れ て い た り 、 児

童 が 題 材 を 通 し て 主 体 的 に 取 り 組 ん だ り 、 理 解 が さ ら に 深 ま る

よ う な 構 成 に な っ て い る の で は な い か と 感 じ ま し た 。  

 ま た 、 全 体 的 に と て も 優 し い 色 合 い と 、 そ れ か ら 、 イ ラ ス ト

も や わ ら か い 感 じ が し ま し て 、 道 徳 と い う と こ ろ を 考 え た と き

に 落 ち つ い た 気 持 ち で 学 習 活 動 が 進 め ら れ る よ う な 感 じ が い た

し ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は ご ざ い ま す か 。 東 委

員 。  
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東 委 員   地 域 の 特 性 と い う 観 点 か ら お 話 し し ま す 。  

 市 内 を 走 る 江 ノ 電 に 関 す る 資 料 が １ 者 、 東 京 五 輪 、 ヨ ッ ト 、

キ エ ル 兄 弟 な ど 、 オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラ リ ン ピ ッ ク 関 係 の 題 材 の

扱 い が 全 者 、杉 原 千 畝 が ４ 者 で 扱 わ れ て い ま す 。オ リ ン ピ ッ ク 、

パ ラ リ ン ピ ッ ク の 資 料 と 、 一 言 で 言 っ て も 内 容 項 目 は さ ま ざ ま

で 、 幅 広 く 項 目 が 設 定 さ れ て い ま し た 。 そ し て 、 藤 沢 市 内 に 一

時 期 自 宅 が あ っ た 杉 原 氏 の 資 料 は 、 主 に 人 権 や 国 際 理 解 に つ い

て の 内 容 で す 。  

 光 村 図 書 出 版 で は 、 杉 原 氏 の 人 道 的 な 行 為 だ け で は な く 、 阪

神 ・ 淡 路 大 震 災 の 出 来 事 を 加 え 、 社 会 ・ 歴 史 、 現 代 と の 結 び つ

き を 持 た せ た 資 料 に な っ て い る の が よ い と 思 い ま し た 。  

 本 市 と か か わ り の あ る 資 料 を 取 り 上 げ る こ と に よ っ て 、 児 童

が よ り 身 近 な こ と と 感 じ た り 、 深 く 考 え た り し て 道 徳 性 を 養 っ

て い け る と 考 え ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は ご ざ い ま す か 。 田 中

委 員 。  

 

田 中 委 員   道 徳 の 教 科 書 を 見 た と き に 一 番 最 初 に 思 っ た の が 、 ど れ も 意

外 と し っ か り 教 科 書 な ん だ と い う 、 し っ か り 厚 み が あ っ て と い

う の は ち ょ っ と 驚 き ま し た 。 今 意 見 が い ろ い ろ あ り ま し た け れ

ど も 、 タ イ ト ル 、 題 名 の 導 入 部 分 を 見 て 、 そ の テ ー マ に 対 す る

価 値 感 や イ メ ー ジ を 特 別 な も の に し な い 工 夫 を さ れ て い る 教 科

書 は 、子 ど も た ち が 発 言 し や す く 、い ろ い ろ な 意 見 が 出 る 中 で 、

自 分 と 違 う 意 見 が あ っ た と し て も 、 「 そ う い う 考 え 方 も あ る ん

だ な 」 と 素 直 に 受 け と め ら れ る こ と で す と か 、 い ろ い ろ な 価 値

観 、 そ れ ぞ れ １ 人 １ 人 違 う ん だ よ と い う 気 づ き に も 発 展 し て ほ

し い な と 思 い ま し た 。 答 え に 向 か っ て 導 い て い く も の で は な く

て 、 さ ま ざ ま な 意 見 が 自 由 に 出 せ る よ う な 授 業 で あ っ て ほ し い
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と 思 い ま す 。  

 あ と も う １ つ 、 光 村 図 書 出 版 で 、 「 演 じ て み よ う 」 と い う コ

ー ナ ー が あ る ん で す け れ ど も 、 演 じ る こ と で 、 そ の と き に ど ん

な 気 持 ち に な っ た か 、 そ れ を 見 て い る 、 自 分 と は 思 っ て い な い

発 言 を し な け れ ば い け な い 場 面 も あ る と 思 う ん で す け れ ど も 、

そ の と き 、 実 際 ど う い う 気 持 ち に な っ た か 、 そ う い う 言 葉 を 受

け た と き に ど う 感 じ た か と い う こ と を 自 分 の 体 で 実 感 で き る と

い う こ と は よ い な と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は ご ざ い ま せ ん か 。 よ

ろ し い で し ょ う か 。  

 そ れ で は 、 こ れ で 本 日 予 定 さ れ た 議 題 に 関 す る 審 議 は 終 わ り

ま し た け れ ど も 、 全 体 を 通 し て 委 員 の 皆 様 、 何 か あ り ま す で し

ょ う か 。 よ ろ し い で し ょ う か 。 で は 、 特 に な し と い う こ と で ご

ざ い ま す の で 、 次 回 の 審 議 委 員 会 の 日 程 等 に つ い て 確 認 を い た

し ま す 。  

 次 回 の 審 議 委 員 会 は ７ 月 １ ２ 日 金 曜 日 、 午 前 ９ 時 か ら 、 場 所

は 藤 沢 市 教 育 文 化 セ ン タ ー 大 会 議 室 で と 考 え て お り ま す が 、 日

程 等 、 よ ろ し い で し ょ う か 。  

 で は 、 次 回 の 議 題 に つ い て 連 絡 申 し 上 げ ま す 。  

 次 回 の 議 題 は 、 令 和 ２ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 小 学 校 も し

く は 中 学 校 の 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 の 審 議 と 、 令 和 ２ 年 度

使 用 中 学 校 用 教 科 用 図 書 の 審 議 に つ い て と な り ま す 。  

 こ の こ と に つ い て 、 皆 様 か ら ご 意 見 や ご 確 認 等 は ご ざ い ま す

で し ょ う か 。 岩 成 委 員 。  

 

岩 成 委 員   中 学 校 の 教 科 用 図 書 の 審 議 に つ い て な ん で す け れ ど も 、 国 か

ら の 通 知 に よ れ ば 、 ４ 年 間 の 使 用 実 績 を 踏 ま え つ つ 、 平 成 ２ ７

年 度 採 択 に お け る 調 査 研 究 の 内 容 等 を 活 用 す る こ と も 考 え ら れ

る と 示 さ れ て お り ま す 。  
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 そ こ で 、 中 学 校 の 校 長 先 生 お ２ 人 に は 、 現 在 使 用 し て い る 教

科 用 図 書 に つ い て 、 各 中 学 校 の 使 用 実 績 を 教 え て い た だ け る と

あ り が た い の で す が 、 い か が で し ょ う か 。  

 

一 瀬 委 員   私 も 今 の 意 見 に 賛 成 し て お り ま す 。 現 在 の 状 況 を 踏 ま え て 、

第 ３ 回 で 審 議 を し て い く の が 望 ま し い と 考 え て お り ま す 。  

 

委 員 長   こ の 件 に 関 し ま し て 、 他 に ご 意 見 は ご ざ い ま す か 。  

 そ れ で は 、 中 学 校 の 井 上 委 員 並 び に 長 田 委 員 、 今 い た だ い た

ご 意 見 に つ い て い か が で し ょ う か 。 井 上 委 員 。  

 

井 上 委 員   今 の ご 意 見 に 沿 っ て 、 使 用 状 況 を 確 認 し て 臨 み た い と 思 い ま

す 。 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

委 員 長   長 田 委 員 、 い か が で し ょ う か 。  

 

長 田 委 員   同 様 に 、 中 学 校 の 実 績 と い う 部 分 を お 伝 え し な が ら 審 議 に 生

か し て い き た い と 思 い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 で は 、 中 学 校 の 教 科 用 図 書 の 採 択 に

つ き ま し て は 、 ４ 年 間 の 使 用 実 績 を 踏 ま え つ つ 、 平 成 ２ ７ 年 度

採 択 時 に お け る 調 査 研 究 の 内 容 等 を 活 用 し て 審 議 を 行 う と い う

こ と で よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

各 委 員   結 構 で す 。  

 

委 員 長   で は 、 第 ３ 回 目 に つ き ま し て も よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 事 務 局 か ら 何 か 連 絡 等 は あ り ま す で し ょ う か 。  

 

事 務 局   特 に ご ざ い ま せ ん 。  
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委 員 長   特 に な い と い う こ と で ご ざ い ま す の で 、 本 日 は 長 時 間 に わ た

る ご 審 議 、 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 こ れ を も ち ま し て 、 第 ２ 回 令 和 ２ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書

採 択 審 議 委 員 会 を 閉 会 と い た し ま す 。 本 日 は あ り が と う ご ざ い

ま し た 。  
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こ の 会 議 の 結 果 の 記 載 に 相 違 な い こ と を 、 確 認 す る 。  

 

 

署 名 委 員  
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   第 ３ 回 令 和 ２ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 会 議 録  

            令 和 元 年 ７ 月 １ ２ 日 （ 金 ） ９ 時 ０ ０ 分 ～  

 

委 員 長   皆 様 、 お は よ う ご ざ い ま す 。 本 日 は 、 お 忙 し い 中 、 ご 出 席 い

た だ き ま し て 、 あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 会 議 の 開 会 に 先 立 ち ま し て 、 傍 聴 の 皆 様 に お 願 い が ご ざ い ま

す 。 お 手 元 の 傍 聴 要 領 を ご 覧 く だ さ い 。 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択

審 議 委 員 会 の 傍 聴 要 領 に 従 い 傍 聴 く だ さ る こ と を お 願 い い た し

ま す 。  

 な お 、 こ の 会 議 は 公 開 で ご ざ い ま す 。 審 議 の 内 容 に つ き ま し

て は 会 議 録 作 成 の 都 合 上 、 録 音 さ せ て い た だ き ま す 。  

 な お 、小 林 委 員 に つ き ま し て は 、本 日 、遅 れ て 参 加 さ れ る 旨 、

承 っ て お り ま す 。  

 そ れ で は 、 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 規 則 第 ５ 条 ２ 項

の 規 定 に あ り ま す 委 員 の 半 数 以 上 の 出 席 要 件 を 満 た し て お り ま

す の で 、 た だ い ま よ り 、 第 ３ 回 令 和 ２ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図

書 採 択 審 議 委 員 会 を 開 催 い た し ま す 。  

 今 回 、 御 審 議 い た だ く 内 容 は 、 議 題 １ 「 令 和 ２ 年 度 使 用 特 別

支 援 学 校 及 び 小 学 校 若 し く は 中 学 校 の 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図

書 に つ い て 」、議 題 ２「 令 和 ２ 年 度 使 用 中 学 校 用 教 科 用 図 書 に つ

い て 」、議 題 ３「 令 和 ２ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 に 関 す る 審 議

結 果 の 答 申 に つ い て 」 の ３ 点 で ご ざ い ま す 。  

 そ れ で は 、 審 議 の 前 に 資 料 等 に つ い て 事 務 局 に 説 明 を 求 め ま

す 。 お 願 い し ま す 。  

 

事 務 局   今 回 の 資 料 を 説 明 さ せ て い た だ く 前 に 、 前 回 の 資 料 に 訂 正 が

ご ざ い ま す の で 、 そ の こ と に つ い て 説 明 さ せ て い た だ き ま す 。  

 お 手 元 の「 令 和 ２ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 書 ま と め 」

を ご 覧 く だ さ い 。次 の 点 に つ き ま し て 誤 り が ご ざ い ま し た の で 、

本 日 、正 し く 訂 正 し た も の を 改 め て 配 付 さ せ て い た だ き ま し た 。 
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 ま ず 、９ ３ ペ ー ジ に あ り ま す 保 健 の 一 覧 表 の「 ３ .保 健 の 観 点 」

の 中 で 学 研 を 選 択 し た 学 校 の 数 が 「 ２ ０ 」 と な っ て お り ま し た

が 、 正 し く は 「 ２ １ 」 で ご ざ い ま し た 。 ま た 、 同 じ く 保 健 の ４

つ 目 の 観 点 と な る「 本 校 の 児 童 の 実 態 や 地 域 等 の 特 性 と の 関 連 」

の 中 で 学 研 を 選 択 し た 学 校 の 数 が 「 １ ６ 」 と な っ て お り ま し た

が 、 正 し く は 「 １ ７ 」 で ご ざ い ま し た 。  

 次 に 、１ ０ ３ ペ ー ジ に あ り ま す 英 語 の 一 覧 表 の ４ つ 目 の 観 点 、

「 本 校 の 児 童 の 実 態 や 地 域 等 の 特 性 と の 関 連 」 の 中 で 啓 林 館 を

選 択 し た 学 校 の 数 が 「 １ ０ 」 と な っ て お り ま し た が 、 正 し く は

「 １ １ 」 で ご ざ い ま し た 。  

 最 後 に 、 １ １ ５ ペ ー ジ に あ り ま す 特 別 の 教 科 道 徳 の 一 覧 表 の

「 ３ .道 徳 の 観 点 」 及 び 「 ４ .本 校 の 児 童 の 実 態 や 地 域 等 の 特 性

と の 関 連 」 の 中 で 、 廣 済 堂 あ か つ き に つ い て は 選 択 し た 学 校 の

数 が 「 １ 」 と な っ て お り ま し た が 、 正 し く は 「 ０ 」 で ご ざ い ま

し た 。  

 ま た 、 １ ２ ６ ペ ー ジ に あ り ま す 道 徳 の 廣 済 堂 あ か つ き の 「 そ

の 教 科 用 が 適 切 で あ る 理 由 」 に つ い て は 、 誤 っ て 記 載 さ れ た も

の で し た の で 削 除 い た し ま し た 。  

 な お 、 市 民 相 談 情 報 課 で 公 開 し て い る 資 料 に つ き ま し て は 、

正 し い 数 字 に 直 し た も の を 本 日 よ り 公 開 し て お り ま す 。 数 々 の

修 正 、 大 変 申 し わ け あ り ま せ ん で し た 。 今 後 、 こ の よ う な こ と

が な い よ う に 努 め て ま い り ま す 。  

 次 に 、 第 ２ 回 審 議 委 員 会 か ら 本 日 ま で の 特 別 支 援 教 育 に 関 す

る 教 科 用 図 書 の 調 査 研 究 の 流 れ に つ い て 説 明 い た し ま す 。  

 今 回 、 ご 審 議 い た だ く 教 科 用 図 書 は 、 学 校 教 育 法 附 則 第 ９ 条

に 規 定 さ れ た 教 科 用 図 書 で す 。 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 教 科 書 に

つ い て は 、 児 童 ・ 生 徒 の 実 態 に 合 っ た 一 般 図 書 を 充 て て も よ い

と さ れ て い る も の で ご ざ い ま す 。  

 現 在 、 全 国 の 義 務 教 育 諸 学 校 で 教 科 書 と し て 使 用 し て お り ま

す 一 般 図 書 の う ち 、 比 較 的 採 択 数 が 多 く 、 か つ 発 行 者 が 令 和 ２
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年 度 に お い て も 引 き 続 き 当 該 図 書 の 発 行 、 供 給 を 予 定 し て い る

も の を 文 部 科 学 省 初 等 中 等 教 育 局 教 科 書 課 が 平 成 ３ ２ 年 度 用 一

般 図 書 一 覧 と し て ま と め ま し た 。  

 こ の 一 般 図 書 一 覧 を 第 １ 回 審 議 委 員 会 の 際 に 皆 様 に 配 付 し て

お り ま す 。 こ の 一 覧 に 載 っ て い る 図 書 を 展 示 し た 教 科 用 図 書 研

究 会 が ５ 月 ９ 日 か ら １ ５ 日 ま で 、 県 立 総 合 教 育 セ ン タ ー 善 行 庁

舎 で 開 催 さ れ ま し た 。  

 こ の 研 究 会 に お き ま し て 、 白 浜 養 護 学 校 と 市 内 小 中 学 校 特 別

支 援 学 級 の 教 員 が 実 際 に 展 示 さ れ て い る 図 書 を 見 な が ら 在 籍 す

る 児 童 ・ 生 徒 の 実 態 や 、 次 年 度 入 学 す る 児 童 ・ 生 徒 を 想 定 し て

調 査 研 究 を 行 い 、 そ の 結 果 、 令 和 ２ 年 度 使 用 に 適 す る と 思 わ れ

る 一 般 図 書 に つ い て の 報 告 と し て 教 科 用 図 書 調 査 書 が 提 出 さ れ

て お り ま す 。  

 そ れ で は 、 資 料 の 説 明 を い た し ま す 。 ま ず 、 サ イ ド テ ー ブ ル

を ご 覧 く だ さ い 。そ ち ら に は 、「 令 和 ２ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及

び 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 調 査 書 」 と 「 特 別 支 援 教 育 関 係 教

科 用 図 書 見 本 」の 一 部 が 展 示 し て あ り ま す 。「 令 和 ２ 年 度 使 用 特

別 支 援 学 校 及 び 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 調 査 書 」 は 、 特 別 支

援 学 級 設 置 学 校 長 及 び 特 別 支 援 学 校 長 が 自 校 の 教 師 に 調 査 研 究

さ せ た も の を 簿 冊 と し た も の で す 。  

 次 に 、「 令 和 ２ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 小 学 校 も し く は 中 学

校 の 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 調 査 書 ま と め 」 で す 。 こ れ は 、

令 和 ２ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 小 学 校 若 し く は 中 学 校 の 特 別

支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 調 査 書 を も と に 事 務 局 で ま と め た も の で

す 。  

 こ ち ら の １ ペ ー ジ を お 開 き い た だ き 、 一 覧 表 の 一 番 上 の と こ

ろ を ご 覧 く だ さ い 。 こ の 一 覧 表 は 、 附 則 第 ９ 条 に よ る 図 書 を ３

つ に 分 け て 表 記 し て お り ま す 。  

 ま ず １ つ 目 は 、「 新 」の 文 字 を 記 載 し た も の で 、こ れ は 、今 回 、

調 査 研 究 を し た 結 果 、 新 た に 教 科 書 と し て ふ さ わ し い と し て 提
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出 さ れ た 新 規 図 書 で ご ざ い ま す 。  

 ２ つ 目 は 、「 □ 」の 記 号 を 記 載 し た も の で 、こ れ は 昨 年 度 採 択

さ れ た 図 書 で 、 本 年 度 の 調 査 研 究 の 結 果 、 複 数 の 種 目 に お い て

教 科 書 と し て ふ さ わ し い と さ れ た 図 書 で ご ざ い ま す 。  

 最 後 、 ３ つ 目 は 、 無 印 の も の で 、 こ れ は 、 昨 年 度 採 択 さ れ 、

本 年 度 も 教 科 書 と し て ふ さ わ し い と 調 査 さ れ た 図 書 で ご ざ い ま

す 。  

 な お 、 ２ １ ペ ー ジ か ら ２ ６ ペ ー ジ に 新 規 図 書 と 複 数 種 目 で 希

望 の あ っ た 図 書 等 を 一 覧 表 に し て 資 料 １ と し て お 示 し い た し ま

し た 。 こ の 資 料 に は 、 児 童 ・ 生 徒 １ 人 １ 人 の 特 性 や 発 達 段 階 を

踏 ま え た 上 で 各 学 校 が １ 人 １ 人 に 適 し た 教 科 用 図 書 と し て 選 定

し た 理 由 を 記 載 し て ご ざ い ま す の で 、参 考 に な さ っ て く だ さ い 。 

 続 き ま し て 、１ ７ ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。一 覧 表 の 最 後 、No.

１ ０ 、 道 徳 の 欄 の 下 の と こ ろ で ご ざ い ま す が 、 今 お 話 を い た し

ま し た 一 般 図 書 の 他 に 、「 点 字 教 科 書 」、「 拡 大 教 科 書 並 び に 令 和

２ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 」、「 令 和 ２ 年 度 使 用 中 学 校 用 教

科 用 図 書 」、「 特 別 支 援 学 校 小 ・ 中 学 部 用 文 部 科 学 省 著 作 教 科 用

図 書 」 が ご ざ い ま す 。  

 な お 、「 特 別 支 援 学 校 小・中 学 部 用 文 部 科 学 省 著 作 教 科 用 図 書 」

に つ き ま し て は 、 資 料 ２ と し て 、 ２ ７ ペ ー ジ 、 ２ ８ ペ ー ジ に お

示 し し ま し た 。 こ れ は 、 第 １ 回 の 審 議 委 員 会 で 資 料 と し て 「 特

別 支 援 学 校 用 （ 小 ・ 中 学 部 ） 教 科 書 目 録 （ 平 成 ３ ２ 年 度 使 用 ）」

を お 渡 し い た し ま し た が 、 こ の 中 で 知 的 障 害 者 用 と し て 挙 げ ら

れ て い る 図 書 で ご ざ い ま す 。 こ の 本 は 、 い わ ゆ る 「 星 印 本 」 と

呼 ば れ て い る も の で ご ざ い ま す 。  

 そ れ か ら 、 一 般 図 書 を 採 択 希 望 す る 場 合 の 留 意 事 項 に つ き ま

し て 、 ２ ９ ペ ー ジ に 資 料 ３ と し て 記 載 さ せ て い た だ き ま し た 。  

 以 上 で 資 料 の 説 明 を 終 わ り ま す 。  
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委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 た だ い ま 資 料 に つ い て 説 明 が あ り ま し た 。  

 な お 、「 令 和 ２ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 特 別 支 援 学 級 用 教 科

用 図 書 調 査 書 」 に つ き ま し て は 、 個 人 情 報 等 の 問 題 が ご ざ い ま

す の で 非 公 開 と し た い と 思 い ま す が 、 い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   結 構 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ れ 以 外 に 資 料 等 に つ い て 何 か ご 質

問 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   で は 、 な い よ う で す の で 審 議 に 入 り ま す 。  

 新 規 の 図 書 に つ い て は 、 本 審 議 委 員 会 が 初 め て 審 議 す る 場 に

な っ て お り ま す の で 、 慎 重 な 審 議 を お 願 い し た い と 考 え ま す 。

ど う ぞ よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 そ れ で は 、 こ れ か ら 審 議 し て ま い り た い と 思 い ま す が 、 審 議

の 進 行 に つ い て 、 何 か ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。 志 水 委

員 。  

 

志 水 委 員   毎 年 の こ と な ん で す け れ ど も 、 そ れ ぞ れ の 学 校 か ら は 子 ど も

た ち の 障 が い の 特 性 で す と か 、 発 達 段 階 に 応 じ て 教 科 書 と し て

使 用 で き る 一 般 図 書 が た く さ ん 出 さ れ て い ま す 。 特 別 支 援 学 校

や 特 別 支 援 学 級 に 在 籍 す る 子 ど も た ち に と っ て 、 ふ さ わ し い 教

科 書 と し て 、 附 則 第 ９ 条 に よ っ て 教 科 書 と し て 使 用 で き る 一 般

図 書 を 幅 広 く 用 意 す る こ と が 大 切 だ と 思 っ て お り ま す 。  

 

委 員 長   他 に 、 ご 意 見 は い か が で し ょ う か 。 三 橋 委 員 。  
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三 橋 委 員   私 も 同 じ 考 え で す 。 今 回 、 各 学 校 で 調 査 研 究 を し た 結 果 、 教

科 書 に ふ さ わ し い も の と し て 、 新 規 図 書 や 複 数 の 種 目 で 使 い た

い と い う 一 般 図 書 が 数 多 く 出 さ れ て い ま す 。  

 本 校 の 調 査 の 様 子 を 見 て い て も 、 児 童 一 人 ひ と り の 実 態 を 踏

ま え て 精 査 し て お り ま す の で 、 昨 年 度 ま で 採 択 さ れ た 一 般 図 書

は 引 き 続 き 採 択 し 、 今 年 度 新 た に 出 さ れ た 一 般 図 書 に つ い て 審

議 す る 方 向 が よ い の で は な い か と 思 い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 に は 、 東 委 員 。  

 

東 委 員   私 も 同 様 に 感 じ て い ま す 。 こ の 調 査 書 ま と め に 示 さ れ て い る

複 数 の 種 類 で 申 請 の あ る 「 □ 」 の 印 の 図 書 や 、 今 年 度 新 た に 希

望 が 出 て い る 「 新 」 並 び に 「 新 □ 」 の 印 の 図 書 に つ い て 審 議 し

て い く の は い か が で し ょ う か 。  

 

委 員 長   他 に ご 意 見 は ご ざ い ま す か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 た だ い ま の ご 意 見 を 受 け ま し て 、 各 学 校 か ら 希 望

が 出 て い る 一 般 図 書 に つ い て 、 教 科 書 と し て 使 用 で き る 方 向 で

考 え て い く こ と と 、 こ れ か ら の 審 議 の 進 行 に つ い て は 、 新 規 の

図 書 と 複 数 の 種 目 で 希 望 が 挙 が っ て い る 図 書 に つ い て 審 議 し て

い く と い う こ と で よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

各 委 員   お 願 い し ま す 。  

 

委 員 長   で は 、 そ の よ う に 審 議 を 進 め て ま い り ま す 。  

 調 査 書 ま と め の 印 で い い ま す と 、「 新 」と 書 か れ た 新 規 図 書 、

そ し て 、 「 □ 」 の 印 が つ い て い る 複 数 種 目 で 希 望 が あ る 図 書 に
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つ い て ご 意 見 を 伺 い た い と 思 い ま す 。 新 規 図 書 や 複 数 種 目 で 希

望 が あ る 図 書 に つ い て は 、 No.１ の 国 語 ・ 書 写 か ら No.１ ０ 、 道

徳 ま で の 種 目 に 合 計 ３ ４ 冊 入 っ て お り ま す 。  

 審 議 に つ き ま し て は 、 学 校 か ら の 調 査 書 に は 、 ど ん な 特 性 の

あ る 児 童 に ど ん な 教 科 書 が ふ さ わ し い か と い う 点 が 挙 げ ら れ て

い る こ と か ら 、 子 ど も た ち の 実 態 や 特 性 と い う 視 点 か ら ご 意 見

を 伺 い た い と 思 い ま す 。  

 審 議 の 都 合 上 、 分 野 を ３ つ に 区 切 っ て 審 議 を 進 め た い と 思 い

ま す 。  

 そ れ で は 、 ま ず 、 No.１ の 国 語 ・ 書 写 と No.２ の 算 数 ・ 数 学 の

教 科 領 域 で 申 請 が 挙 が っ て い る １ ４ 冊 の 図 書 に つ い て ご 意 見 を

伺 い た い と 思 い ま す 。  

 で は 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。 い か が で し ょ う か 。 一 瀬

委 員 。  

 

一 瀬 委 員   よ ろ し く お 願 い し ま す 。 く も ん 出 版 か ら 出 さ れ て い ま す 「 小

学 ド リ ル 国 語 」の ３ 冊 、そ し て 、同 じ く 、く も ん 出 版 、「 も じ ・

こ と ば １ ２  漢 字 お け い こ 」、 同 じ く 、 く も ん 出 版 、「 小 学 ド リ

ル 国 語  ６ 年 生 の 文 章 の 読 解 」「 九 九 カ ー ド 」「 小 学 ド リ ル 算 数  学

力 チ ェ ッ ク テ ス ト 算 数 ２ 年 生 」 に つ い て な ん で す け れ ど も 、 特

別 支 援 学 級 に 通 う 児 童 の う ち 、 特 に 知 的 に 遅 れ の あ る 児 童 ・ 生

徒 や 発 達 に 偏 り の あ る 児 童・生 徒 に と っ て 、文 字 を 丁 寧 に 書 く 、

そ れ か ら 、 計 算 の 技 能 を 確 実 に す る 、 読 解 力 を 身 に つ け る 等 、

学 習 内 容 を 定 着 さ せ る こ と は 大 変 難 し い こ と で す 。  

 同 じ 内 容 、 そ れ か ら 、 同 じ レ ベ ル の 学 習 に 繰 り 返 し 取 り 組 む

こ と で 学 習 し た こ と を 確 実 に 身 に つ け る た め に と て も 必 要 に な

っ て く る と 思 い ま す 。 こ う い っ た ド リ ル 形 式 の 教 科 書 は 、 学 習

効 果 を 高 め る 上 で 大 変 有 効 だ と 感 じ て お り ま す 。  

 

委 員 長   他 に ご 意 見 は ご ざ い ま す か 。 田 中 委 員 。  
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田 中 委 員   国 語 ・ 書 写 の 方 か ら 「 あ い う え お の え ほ ん 」 で す 。 ま ず 、 絵

が と て も 優 し い 感 じ の 絵 で 、そ の 絵 を 見 た だ け で 様 子 が わ か る 、

イ メ ー ジ し や す い と 感 じ ま し た 。 そ の 絵 だ け で も コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン が 広 が っ て い く の で は な い で し ょ う か  

 そ の 絵 の 反 対 側 の 方 に は 、 字 を １ ペ ー ジ い っ ぱ い に あ ら わ し

て い ま す 。 こ れ は 、 指 書 き が で き て 、 指 書 き を 何 度 も 何 度 も 繰

り 返 し な が ら 、 そ の 平 仮 名 に つ い て 学 べ る と 思 い ま し た 。  

 ま た 、絵 の 説 明 も 、例 え ば 、「 あ 」の「 あ り が と う 」か ら 始 ま

り ま す が 、「 ゆ 」、「 ゆ き が ふ っ た ら ゆ き だ る ま を つ く ろ う ね 」、

「 る 」、「 る す ば ん は だ れ が き て も あ け ち ゃ だ め 」、「 ん 」、「 キ リ

ン さ ん が ペ ン ギ ン さ ん に ご め ん な さ い 」 と 、 生 活 に も つ な が る

場 面 が た く さ ん あ り 、 と て も い い な と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に 、 畠 山 委 員 。  

 

畠 山 委 員   ま ず 、 一 瀬 委 員 の お っ し ゃ る と お り 、 繰 り 返 し の 学 習 は ど の

子 に と っ て も 必 要 な 学 び の １ つ だ と 思 い ま す 。 そ の 観 点 で は 語

彙 も 同 様 に 必 要 で 、 繰 り 返 し 使 っ た り 、 遊 び に 取 り 入 れ た り し

て 覚 え て い く こ と が 大 変 有 効 だ と 思 い ま す 。そ の 観 点 で 言 う と 、

No.２ の「 し り と り し ま し ょ ！ た べ も の あ い う え お 」と い う の が

あ る ん で す が 、 こ の 本 は 、 ま だ ド リ ル で 読 む と か 書 く と か 、 そ

う い っ た 方 法 で 学 ぶ こ と が 難 し い お 子 さ ん た ち が 、 し り と り と

い う 言 葉 遊 び で 言 葉 を 覚 え る こ と が で き る 本 だ と 思 い ま す 。 子

ど も た ち は 、 お 友 達 や 先 生 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と り な が

ら 楽 し く 学 ぶ こ と が で き る の で 、 飽 き ず に 取 り 組 め る の で は な

い か と 思 い ま す 。  

 ま た 、 声 に 出 し て 言 っ て み る こ と で 、 言 葉 と そ の も の が 結 び

つ く 、 つ ま り 認 知 力 を 高 め る こ と が で き る の で は な い か と 思 う

の で 、 大 変 よ い と 思 い ま す 。  
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 そ れ と 同 様 に 、 No.６ 、「 あ い う え お の え ほ ん 」 も 言 葉 を 繰 り

返 し な が ら 学 べ る 本 だ と 思 い ま す 。 こ ち ら は 、 音 声 か ら 文 字 へ

と 移 る 時 期 に ち ょ う ど よ い 本 だ と 思 い ま し た 。 田 中 委 員 が お っ

し ゃ る と お り 、 本 当 に 絵 本 の 中 の 動 物 が 優 し い 色 彩 で 描 か れ て

お り ま し て 、 書 い て あ る こ と も 、「 あ り が と う 」 で 始 ま り 、「 ご

め ん な さ い 」 で 終 わ る と い う 温 か さ に あ ふ れ た 言 葉 で つ づ ら れ

て い ま す 。 穏 や か で 落 ち つ い た 気 持 ち を 持 っ て 学 べ る 本 で は な

い か と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   他 に ご 意 見 は い か が で し ょ う か 。 山 田 委 員 。  

 

山 田 委 員   私 は 、 国 語 と 算 数 に 関 し て は 、 ど の よ う な 思 い で こ の 選 定 を

さ れ て い る か と い う と こ ろ に つ い て お 話 を さ せ て も ら え れ ば と

思 い ま す 。  

 非 常 に 特 性 の あ る お 子 さ ん に 対 し て 、 ど の よ う な 手 が か り で

学 び と い う と こ ろ を 届 け よ う か と い う 温 か い 思 い が す ご く 伝 わ

る 内 容 が 非 常 に 選 ば れ て い る な と い う 印 象 を 持 っ て い ま す 。  

 国 語 と 算 数 に 関 し て は 、 繰 り 返 し 解 い て い く と い う と こ ろ を

先 ほ ど も 先 生 方 が お っ し ゃ っ て い た だ い て い ま し た け れ ど も 、

繰 り 返 す こ と が 、 で き る こ と と 、 わ か る こ と で し っ か り と 身 に

つ い て 、 そ こ の 学 ぶ 意 欲 に さ ら に つ な げ て い く と い う こ と を う

ま く 生 か し て い き た い と い う こ と が 選 ば れ て い る 内 容 だ と 思 い

ま す の で 、 非 常 に 温 か み が あ っ て い い な と い う 印 象 を 持 っ て い

ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 に ご 意 見 は い か が で し ょ う か 。 和

智 委 員 。  

 

和 智 委 員   今 、 山 田 委 員 か ら お 話 が あ り ま し た が 、 特 性 の あ る お 子 さ ん

へ の 手 だ て と い う こ と に 関 し て は 、 配 慮 す る 必 要 が あ り ま す 。
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畠 山 委 員 の お 話 に も あ り ま し た が 、 人 と の か か わ り 方 に 課 題 の

あ る 子 ど も に と っ て 、「 あ り が と う 」と か 、そ う い っ た 挨 拶 で お

互 い 温 か い 気 持 ち に な れ る こ と を 知 る と か 、 気 持 ち を あ ら わ す

言 葉 を 使 っ て 自 分 の 思 い を 伝 え る こ と で 仲 よ く な れ る と い っ た

経 験 が で き る 活 動 は 大 切 だ と 思 い ま す 。  

 そ う い う 観 点 か ら 申 し 上 げ ま す と 、 過 去 に 道 徳 で 採 択 さ れ て

い た １ 番 の 「 講 談 社 の 年 齢 で 選 ぶ 知 育 絵 本 ４ ・ ５ ・ ６ さ い の き

も ち を つ た え る こ と ば の え ほ ん 」 と い う 本 は 、 挨 拶 や 人 の 呼 び

方 、 尋 ね 方 、 き っ か け の 言 葉 と い っ た 項 目 を 立 て て 、 言 葉 で 思

い を 伝 え る こ と に 重 点 を 置 い て 書 か れ て い ま す の で 、 今 回 申 請

さ れ て い る 国 語 の 教 材 と し て も 適 し て い る と 思 い ま す 。 短 い 物

語 や イ ラ ス ト を 使 っ て わ か り や す く 、 具 体 的 な 場 の 設 定 が さ れ

て い て 、 日 常 生 活 に 生 か し や す い の で は な い か と 思 い ま す 。  

 ま た 、 同 じ よ う に １ １ 番 の 「 ピ ー マ ン 村 の 絵 本 た ち  お お き

く な る っ て い う こ と は 」 と い う 本 は 、 成 長 す る と い う こ と を 具

体 的 な 事 例 で 示 し て い ま す 。 ま ず 体 の 成 長 か ら 始 め て 、 内 面 の

成 長 、 そ し て 、 異 学 年 の 子 ど も と の か か わ り の 中 で の 成 長 へ と

目 を 向 け さ せ て い く 内 容 で 、 や は り 言 葉 を 通 し て 自 分 や 他 者 と

の か か わ り に つ い て の 意 識 を 育 て る と い う 点 で は 、 か な が わ 教

育 ビ ジ ョ ン に あ る 思 い や る 力 を 育 む こ と の で き る よ い 教 材 で は

な い か と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 に ご 意 見 は あ り ま せ ん か 。 中 川 委

員 。  

 

中 川 委 員   お 願 い し ま す 。 私 も 、 先 ほ ど 和 智 委 員 が 取 り 上 げ て お ら れ ま

し た 、過 去 に 採 択 さ れ て 、教 科 を 変 え て 採 択 す る こ と に な る「 □ 」

の 図 書 に つ い て 、 特 に ３ 番 、 ４ 番 、 １ ２ 番 に つ い て お 話 し さ せ

て い た だ き ま す 。  

 今 ま で の 委 員 の 方 も 特 性 の あ る 子 ど も た ち に 合 わ せ た と い う
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話 を さ れ て い ま し た け れ ど も 、ま ず 、３ 番 、「 お と と あ そ ぼ う シ

リ ー ズ ７  ド ン ！ ド コ ！ ド ン ！ た い こ 」 で す が 、 視 覚 的 に 文 字

や 文 章 を 覚 え る こ と は 苦 手 な ん だ け れ ど も 、 日 常 的 に 音 楽 を 聞

き な が ら 、 聴 覚 的 に 歌 詞 や キ ャ ッ チ コ ピ ー を 唱 え る こ と が 得 意

な 子 ど も た ち に は 効 果 的 な 図 書 だ と 思 い ま す 。 音 楽 で 採 択 さ れ

た 本 で は あ り ま す が 、 結 果 的 に 日 常 的 に 本 を 手 に し な が ら 、 音

楽 を 楽 し み な が ら 言 葉 を 獲 得 し て い く の で 、 国 語 と し て の 使 用

も 可 能 で あ る と 思 い ま す 。  

 次 に 、図 工・美 術 の 本 と し て 既 に 採 用 さ れ て い る ４ 番 、「 あ そ

び の お う さ ま Ｂ Ｏ Ｏ Ｋ  ど ん ど ん ぬ る ほ ん 」 で す が 、 文 字 を 書

く 前 段 階 の 子 ど も や 、 文 字 を 書 く こ と が 苦 手 な 子 ど も た ち に と

っ て は 、 筆 記 具 を 使 っ て 塗 る こ と を 楽 し み な が ら 自 然 に 文 字 を

書 く 力 を 身 に つ け て い く こ と が で き る の で 、 こ れ は 国 語 ・ 書 写

の 本 と し て も 適 し て い る と 考 え ま す 。  

 最 後 に 、１ ２ 番 、「 Ｃ Ｄ つ き 小 学 生 の 英 語 レ ッ ス ン  絵 で 見 て

学 ぼ う 英 会 話 」 で す 。 英 語 の 入 門 期 の 内 容 と い う の は 、 子 ど も

た ち の 日 常 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 取 り 扱 っ て い ま す 。 絵 も

会 話 の 様 子 を わ か り や す く あ ら わ し て い る の で 、 視 覚 的 に 会 話

と 行 動 を つ な げ る こ と が で き 、 英 語 に 興 味 ・ 関 心 を 持 ち な が ら

日 本 語 の 日 常 会 話 能 力 を 獲 得 し て い く こ と が で き ま す 。 英 語 採

択 の 図 書 で は あ り ま す が 、 国 語 で の 使 用 も 有 効 で あ る と 考 え ま

す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 そ の 他 は い か が で し ょ う か 。  

 そ れ で は 、 続 き ま し て No.３ の 生 活 ・ 地 図 ・ 社 会 か ら No.５ の

音 楽 ・ 器 楽 の 教 科 領 域 で 申 請 が 上 が っ て い る １ ０ 冊 の 図 書 に つ

い て ご 意 見 を 伺 い た い と 思 い ま す 。 こ の 中 に は 、 他 の 種 目 で も

希 望 が 挙 が っ て い る 図 書 が あ り ま す の で 、 そ れ も 含 め て ご 意 見

を 伺 い た い と 思 い ま す 。そ れ で は 、よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。

三 橋 委 員 。  
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三 橋 委 員   地 図 の 本 が ２ 冊 あ る の で お 話 し し た い と 思 い ま す 。  

 N o .３ の 生 活・地 図・社 会 の １ 番 で す 。「 キ ッ ズ・え ほ ん シ リ

ー ズ  日 本 が わ か る ち ず の え ほ ん 改 訂 版 」 は 、 都 道 府 県 ご と に

地 理 的 特 徴 や 産 業 を 、 ま た 、 同 じ く ３ 番 の 「 改 訂 新 版 辞 書 び き

え ほ ん 世 界 地 図 」 は 、 国 別 に 地 理 的 特 徴 、 産 業 、 観 光 名 所 を ま

と め て い ま す 。 地 図 と 、 そ の 国 の 特 徴 、 産 業 、 観 光 名 所 な ど を

関 連 づ け て 理 解 す る こ と が 難 し い 児 童 に と っ て は 、 ど ち ら も 学

び や す い 本 だ と 考 え ま す 。  

 ま た 、 採 択 替 え の 本 な ん で す け れ ど も 、 生 活 ・ 理 科 の ２ 番 の

「 あ そ び の お う さ ま Ｂ Ｏ Ｏ Ｋ  は じ め て き る ほ ん 」 な ん で す け

れ ど も 、 図 工 ・ 美 術 で 採 択 さ れ て い て 、 今 、 支 援 級 で も い ろ ん

な 学 校 で 使 わ れ て い る 本 で す 。 今 回 は 、 生 活 ・ 理 科 で の 希 望 な

ん で す け れ ど も 、 は さ み と か の り と か 、 毎 日 、 生 活 で 使 う 道 具

の 使 い 方 を 学 習 す る と い う の は 、 図 工 ・ 美 術 に 限 ら ず 子 ど も の

将 来 の 自 立 に 向 け て と て も 大 切 な こ と だ と 考 え ま す の で 、 適 し

て い る の で は な い か と 思 い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は い か が で し ょ う か 。

田 中 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

田 中 委 員   生 活 、 社 会 、 理 科 、 そ の 関 係 の 本 は 、 今 、 自 分 の 子 ど も が 卒

業 し て か ら も 毎 日 毎 日 手 放 さ ず に 大 事 に 大 事 に 使 っ て お り ま

す 。 そ れ だ け や は り 身 近 に あ っ た 本 な の で は な い の か な と 思 い

ま す 。今 回 は 、No.３ の 生 活 ・ 地 図 ・ 社 会 の １ 番 、「 キ ッ ズ ・ え

ほ ん シ リ ー ズ  日 本 が わ か る ち ず の え ほ ん 改 訂 版 」 に つ い て お

話 し さ せ て い た だ き ま す 。  

 こ れ も や は り 、 各 都 道 府 県 の 絵 が あ り ま し て 、 そ の 特 徴 を 北

海 道 は カ ニ の は さ み の よ う だ ね と か 、 青 森 県 は お の の 形 の よ う

な 、 イ メ ー ジ が し や す い 表 現 が と て も よ い な と 思 い ま し た 。  
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 ま た 、都 道 府 県 の と こ ろ に は 小 さ く 日 本 の 地 図 も 載 っ て い て 、

日 本 の 中 の ど こ に こ の 県 が あ る の か と い う の も 比 べ ら れ て よ い

な と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は あ り ま す か 。 岩 成 委

員 。  

 

岩 成 委 員   私 は 、 生 活 ・ 地 図 ・ 社 会 の ４ 番 、 「 こ ど も の ず か ん Ｍ ｉ ｏ １

０  た べ も の 」 、 そ れ か ら 、 そ の ５ 番 、 「 こ ど も の ず か ん Ｍ ｉ

ｏ １ ２  き せ つ と し ぜ ん 」 、 生 活 ・ 理 科 の １ 番 、 「 こ ど も の ず

か ん Ｍ ｉ ｏ ７  く さ ば な ・ き 」 、 こ れ ら ３ 冊 に つ い て ま と め て

お 話 を さ せ て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

 特 別 支 援 学 校 や 特 別 支 援 学 級 に 在 籍 す る 児 童・生 徒 は 、興 味・

関 心 が 限 定 的 で あ る と い う こ と が 往 々 に し て あ り ま す 。 こ れ ら

３ 冊 の 図 鑑 の よ う に １ つ の も の に 特 化 し て 詳 し く 紹 介 さ れ て い

る と い う も の は 、 そ う い っ た 実 態 を 持 つ 児 童 ・ 生 徒 に と っ て 学

習 に 取 り 組 む た め の 有 効 な 手 段 と な り ま す 。 ま た 、 ３ 冊 と も 学

習 の 広 が り を 手 助 け す る 幅 広 い 内 容 で 、 児 童 ・ 生 徒 の 教 科 用 図

書 と し て ふ さ わ し い と 考 え ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う

か 。 長 田 委 員 。  

 

長 田 委 員   私 は 、ち ょ っ と 前 後 す る ん で す け れ ど も 、No.５ の 音 楽・器 楽

に つ い て 、 ま ず 触 れ た い と 思 い ま す 。  

 １ 番 、 ポ プ ラ 社 の 「 お と と あ そ ぼ う シ リ ー ズ 」 に つ い て で す

が 、 ど の 学 校 の 特 別 支 援 で も 活 動 実 績 の あ る 教 材 だ と 感 じ て い

ま す 。 今 回 の シ リ ー ズ ３ １ に つ い て は 、 手 遊 び 、 身 振 り 、 手 振

り な ど 、 五 感 を 使 っ て 歌 い な が ら 、 遊 び 感 覚 で 脳 の 発 達 を 促 す

す ば ら し い 教 材 だ と 思 い ま し た 。 曲 目 も 童 謡 か ら 世 界 の 民 謡 ま
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で 幅 広 く 取 り 上 げ ら れ て い ま す 。  

 ま た 、No.３ 、生 活・地 図・社 会 の ７ 番 に 当 た り ま す「 五 味 太

郎 ・ 言 葉 図 鑑 （ ６ ） く ら し の こ と ば 」 に つ い て は 、 言 葉 の 裏 に

あ る 気 持 ち や 気 分 な ど 、 目 に 見 え な い 部 分 の 理 解 を 促 す の は 非

常 に 難 し い こ と で す が 、 そ の 場 に 合 っ た 言 動 を 、 絵 を 参 考 に し

な が ら 身 に つ け て い く こ と は 、 日 常 の 生 活 の 中 で 直 面 す る さ ま

ざ ま な 場 面 で 必 要 だ と 考 え ま す 。  

 そ う い う 意 味 で は 、 い た わ り の 言 葉 と 励 ま し 言 葉 、 け な し 言

葉 と お だ て 言 葉 、 喜 び 言 葉 と ぼ や き 言 葉 な ど 、 見 開 き で わ か り

や す く 表 記 さ れ て い て 、 繰 り 返 し 学 習 で き る 秀 逸 な 作 品 だ と 思

い ま す 。 こ の 教 材 を 通 し て 、 作 品 と の 対 話 、 仲 間 と の 対 話 、 親

子 の 対 話 と 、 あ ら ゆ る 場 面 で 活 動 が で き る と 感 じ ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。他 に ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。

田 部 井 委 員 。  

 

田 部 井 委 員  長 田 委 員 に 続 き 、 私 も 生 活 で 挙 が っ て い る ２ 冊 に つ い て お 話

を さ せ て い た だ き ま す 。  

 ま ず 、 ２ 番 の 「 子 ど も の マ ナ ー 図 鑑 （ ４ ） お つ き あ い の マ ナ

ー 」 と い う 本 な ん で す け れ ど も 、 言 葉 の 意 図 を 読 み 取 る こ と が

苦 手 な 児 童 ・ 生 徒 に と っ て 、 日 常 生 活 の 中 で 人 と の 関 係 や 距 離

の と り 方 が わ か ら ず 、 こ ん な と き ど う す れ ば い い ん だ ろ う と 困

っ て し ま う こ と が 多 々 見 ら れ ま す 。 そ ん な と き 、 ど ん な 言 葉 で

ど う 行 動 す れ ば よ い の か が わ か り や す く 示 さ れ て い る の で 、 基

本 マ ナ ー を 身 に つ け る 学 習 に 有 効 だ と 思 い ま す 。  

 次 に 、 ６ 番 の 「 絵 で わ か る こ ど も の せ い か つ ず か ん ３ お で か

け の き ほ ん 」 で す が 、 校 外 学 習 や 買 い 物 学 習 の と き の 行 動 や 注

意 点 が わ か り や す く イ ラ ス ト 図 版 で 示 さ れ て い ま す 。 事 前 学 習

に 活 用 す る こ と で 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 苦 手 な 児 童 の 不 安 感

を 取 り 除 き 、 見 通 し を 持 た せ る こ と が で き ま す 。  
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 ま た 、 道 徳 と 関 連 づ け て 公 共 の マ ナ ー を わ か り や す く 繰 り 返

し 学 ぶ こ と が で き る と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は ご ざ い ま す か 。 田 中

委 員 。  

 

田 中 委 員   今 お 話 が あ っ た 本 な ん で す け れ ど も 、 「 お で か け の き ほ ん 」

と い う 本 の 中 の 絵 と 説 明 が あ る ん で す け れ ど も 、 説 明 文 が と て

も 短 く て 、 短 い 言 葉 で 表 現 さ れ て い る の は 子 ど も た ち の 頭 に 入

り や す い ん じ ゃ な い の か な と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う

か 。  

 小 林 委 員 、 こ こ ま で で 何 か ご 意 見 が ご ざ い ま し た ら 、 い か が

で し ょ う か 。  

 

小 林 委 員   他 の 教 科 で も 大 丈 夫 で す か 。  

 

委 員 長   現 在 、 No.５ ま で で す 。  

 

小 林 委 員   で は 、す み ま せ ん 、Ｎ ｏ .１ に 戻 っ て 、２ 番「 し り と り し ま し

ょ ！ た べ も の あ い う え お 」 の 絵 本 が 、 う ち の 息 子 は 、 今 、 養 護

学 校 の ６ 年 生 な ん で す が 、 こ の 絵 本 は 下 の 学 年 の と き に 使 っ た

こ と が あ り ま し て 、 音 の リ ズ ム が す ご く 心 地 よ い の か 、 そ の 内

容 を 結 構 覚 え て い ま し た 。 今 回 の こ の 教 科 書 と は ち ょ っ と 違 う

内 容 な ん で す け れ ど も 、 言 葉 遊 び と い う 感 じ で よ く 覚 え て い た

の を 覚 え て い ま す 。  

 あ と 、 こ の 絵 本 の イ ラ ス ト の 絵 が 、 そ の も の の 特 徴 を す ご く

優 し く 捉 え て い る 感 じ が し て 、 私 は 絵 も い い な と 思 っ て い ま し

た 。  
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 次 に 、 ３ 番 の 太 鼓 が 鳴 る 「 お と と あ そ ぼ う シ リ ー ズ 」 、 こ れ

も よ く 使 っ て い ま し た 。 ば ち を 使 う と い う の が す ご く よ か っ た

み た い で 。 た だ 、 音 が す ご く 大 き い の で 、 教 室 で 使 う と 、 ち ょ

っ と う る さ い か な と い う ふ う に 思 っ て 。 し か も 、 何 度 も 何 度 も

繰 り 返 し て 音 を 出 し て し ま う の で 、 そ こ は ど う な の か な と 。 こ

れ は 家 の 方 で 使 っ て い た の で 、 す ご く 大 き い 音 で 出 し て い た ん

で す け れ ど も 。 音 の 調 節 機 能 が な く て 、 １ つ の 音 の 大 き さ し か

な い ん で す 。  

 あ と 、９ 番 の く も ん の「 も じ・こ と ば １ ２  漢 字 お け い こ 」、

こ れ が 、 例 え ば 目 と い う 漢 字 を 書 く と き に 、 そ の 目 の 上 に は 女

の 子 が 目 を 指 差 す 絵 が 描 い て あ る ん で す け れ ど も 、 こ れ は 、 そ

の 子 に よ る と は 思 う ん で す が 、そ の 方 が イ メ ー ジ し や す い 子 と 、

自 分 の 子 で 例 え る と 、 多 分 混 乱 す る か な と 思 い ま し た 。  

 目 と い う 漢 字 を 書 こ う と し た と き に 、 ま た 、 そ れ を 覚 え た と

き に 、 そ れ が 自 分 の 目 と 同 じ も の か ど う か と い う 意 味 は 、 ま た

次 の ス テ ッ プ で や る こ と な の か な と 。 そ れ を 同 時 に や ろ う と す

る と 、 う ち の 子 は ち ょ っ と 混 乱 す る の か な と 思 っ た ん で す が 、

そ れ を イ メ ー ジ し や す い 子 も い る の か な と 、 そ う い う 感 じ で 見

て い ま し た 。 Ｎ ｏ ． １ の 国 語 は そ ん な 感 じ で す 。  

 次 の 算 数 ・ 数 学 の く も ん の 「 九 九 カ ー ド 」 で す 。 こ う い う 絵

カ ー ド は と っ て も 好 き で 、 め く っ て あ げ た り 、 あ と 、 リ ン グ に

通 し て 自 分 で も め く れ る よ う な 形 に も で き る ん で す が 、 こ れ は

す ご く い ろ ん な 絵 カ ー ド に 興 味 を 持 っ て 見 て い て 、 も の を 覚 え

た り と か も し て い て 、 こ の 九 九 に 関 し て は 持 っ て い な い ん で す

が 、 恐 ら く こ れ も 見 る だ ろ う な と 。  

 こ の 九 九 と い う の が 、 も ち ろ ん 概 念 は わ か っ て い ま せ ん 。 た

だ 音 で 全 て 記 憶 し て 、例 え ば 、二 二 が 四 と い う の も 全 部 覚 え て 、

ほ ぼ 九 九 全 部 言 え る ん で す け れ ど も 、 そ れ も や っ ぱ り 見 て 、 あ

と 、 音 が あ れ ば さ ら に い い の か な と 。 興 味 を 持 つ と い う 意 味 で

は 、 く も ん の カ ー ド は す ご く お 世 話 に な っ て い ま す 。  



- 17 - 

 

 次 が 、 生 活 ・ 地 図 ・ 社 会 の ６ 番 の 「 絵 で わ か る こ ど も の せ い

か つ ず か ん ３  お で か け の き ほ ん 」、こ れ が と て も わ か り や す く

て 、 場 面 が 細 か く 分 か れ て い て 、 吹 き 出 し が 中 に あ っ て 、 言 葉

が 書 い て あ る ん で す が 、 う ち の 子 ど も は 割 と 言 葉 が 出 ま す 。 相

手 の 言 葉 を 繰 り 返 し て オ ウ ム 返 し み た い な 会 話 を す る の で 、 こ

の 吹 き 出 し を 一 緒 に 見 な が ら 読 ん で あ げ る と 、 本 人 も 繰 り 返 し

て 言 う の か な と 。  

 例 え ば 、 お 友 達 の 家 で 本 が 気 に な っ た ら 、 「 あ の ほ ん み て み

い い ？ 」 と い う 吹 き 出 し が あ る ん で す け れ ど も 、 そ れ も 何 回 も

見 て い く う ち に 、 そ の 状 況 と か も 理 解 で き て 、 本 当 に そ の 場 面

で 使 う こ と が で き る か な と 思 っ て 、 こ れ は す ご く い い な と 思 い

ま し た 。  

 そ の 次 の 「 五 味 太 郎 ・ 言 葉 図 鑑 （ ６ ） く ら し の こ と ば 」 、 こ

れ も 同 じ よ う な 感 じ で 、 本 が す ご く 大 き い の で 、 ち ょ っ と 大 き

い か な と 思 っ た ん で す け れ ど も 、 そ の 大 き さ を 十 分 に 生 か し て

い る と い う か 、 ぱ っ と 見 て わ か り や す く 、 短 い フ レ ー ズ が い っ

ぱ い 書 か れ て い て 、 挨 拶 と か も 大 好 き で 、 今 、 お 友 達 へ の 声 か

け 練 習 と か を し て い る 最 中 な ん で す け れ ど も 、 何 て 言 葉 を か け

て い い か も す ご く わ か り や す い の で 、 本 当 に こ の 絵 本 は 実 際 に

見 せ て 、１ つ ず つ 言 葉 に 出 し て 言 っ て あ げ た い な と 思 い ま し た 。 

 す ご く 小 さ い こ ろ 、 小 学 校 １ 年 生 で 、 ま だ そ ん な に 言 葉 も 出

て い な く 、 言 葉 の 理 解 も 進 ん で い な い こ ろ に 、 な ぜ か プ ラ ス の

言 葉 と い う ふ う に 担 任 の 先 生 は 言 っ て い た ん で す け れ ど も 、 い

い 言 葉 を す ご く 喜 ん で 聞 い て い て 、 逆 に マ イ ナ ス の 言 葉 、 ち ょ

っ と ば か に す る よ う な 言 葉 だ と か 、 嫌 だ と 思 う よ う な 言 葉 を 発

す る 子 に 対 し て 、 す ご く 嫌 な 気 持 ち に な り 、 そ の 子 は 自 分 に 言

っ て い な い の に 、 自 分 に 言 わ れ た か の よ う に 攻 撃 的 に な っ て し

ま う と い う の が す ご く あ ら わ れ て 、 い つ も 担 任 の 先 生 が 「 プ ラ

ス の 言 葉 で お 願 い し ま す 」 と い う 感 じ で 周 り の 子 ど も た ち と か

先 生 と か 、 親 も そ う な ん で す け れ ど も 、 声 か け を し て い た の が
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印 象 的 で す 。  

 な の で 、 言 葉 の 意 味 が わ か ら な く て も 、 う れ し い 言 葉 、 い い

言 葉 と い う の は や っ ぱ り 表 情 に 出 る の か 、 す ご く 反 応 し て い た

の を 記 憶 し て い て 、 今 で も そ れ は そ う な ん で す が 、 こ の 絵 本 の

中 に 「 よ ろ こ び こ と ば 」 と い う ペ ー ジ が あ っ て 、 み ん な が い ろ

ん な い い 声 掛 け を お 友 達 に す る と い う ペ ー ジ が あ る ん で す け れ

ど も 、 そ れ は 本 当 に 本 人 に 読 ま せ て 、 自 分 で 笑 顔 に な っ て い く

と 、 こ う い う 声 掛 け を す る と 、 自 分 も お 友 達 も う れ し く な る ん

だ な と い う の を 体 感 で き る か な と 思 い ま し た 。  

 そ ん な 感 じ で す 。  

 

委 員 長   ど う も あ り が と う ご ざ い ま し た 。 す み ま せ ん 、 到 着 し て す ぐ

に 振 っ て し ま っ て 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 そ れ で は 、 改 め ま し て 、 他 に い か が で し ょ う か 。 こ こ ま で よ

ろ し い で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 最 後 に No.７ の 家 庭 ・ 職 業 家 庭 か ら No.１ ０ の 道 徳

の 教 科 領 域 で 申 請 が 上 が っ て い る １ ０ 冊 の 図 書 に つ い て ご 意 見

を 伺 い た い と 思 い ま す 。 先 ほ ど の 教 科 領 域 で 申 請 さ れ て い る 図

書 も 含 ま れ て お り ま す が 、 加 え て ご 意 見 等 が あ り ま し た ら 、 よ

ろ し く お 願 い い た し ま す 。 そ れ で は 、 い か が で し ょ う か 。 古 島

委 員 。  

 

古 島 委 員   家 庭 ・ 職 業 家 庭 の 新 規 図 書 ２ 番 の 「 お て つ だ い の 絵 本 」 と ３

番 の「 生 活 図 鑑 カ ー ド  生 活 道 具 カ ー ド 」の ２ 冊 に つ い て お 話 し

し ま す 。  

 ど ち ら も 実 生 活 に 即 し た 内 容 で 、 児 童 ・ 生 徒 が 自 立 に 向 け て

身 に つ け た い 内 容 を 視 覚 的 に わ か り や す く 学 ぶ こ と が で き る と
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考 え ま す 。 ま ず 、 「 お て つ だ い の 絵 本 」 は 、 掃 除 や 洗 濯 な ど の

家 の 仕 事 が 、 家 族 が 安 全 に 気 持 ち よ く 生 活 す る た め に 必 要 で あ

る と い う こ と を イ ラ ス ト 等 を 用 い て 児 童 ・ 生 徒 に 理 解 し や す く

示 し て い ま す 。  

 ま た 、 取 り 組 ん だ 後 の 気 持 ち を 、 気 持 ち い い 、 心 が つ な が る

と い っ た 登 場 人 物 の 声 と し て 示 す こ と で 、 児 童 ・ 生 徒 が 相 手 の

気 持 ち を 理 解 す る こ と が で き る よ う に 働 き か け て い ま す 。  

 生 活 道 具 カ ー ド は 、 言 語 で の 表 出 が 難 し い 児 童 ・ 生 徒 が カ ー

ド を 活 用 す る こ と で 学 ん だ こ と を 表 現 し た り 、 他 者 と の コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る こ と に 有 効 で あ る と 考 え ま す 。 先 ほ ど 田 中

委 員 が 、 お 子 さ ん が ず っ と 使 っ て い る 本 が あ る と い う ふ う に お

っ し ゃ っ て い ま し た け れ ど も 、 ど ち ら も こ の 本 は 同 様 に 親 し み

や す く て 活 用 で き る も の で は な い か な と い う ふ う に 思 い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。他 に い か が で し ょ う か 。志 水 委 員 。 

 

志 水 委 員   今 、 古 島 委 員 も お っ し ゃ っ て い ま し た け れ ど も 、 特 別 支 援 教

育 に か か る 子 ど も た ち に と っ て 、 生 活 自 立 で す と か 、 あ る い は

職 業 自 立 を 目 指 す と い う こ と は 、 そ う い っ た 指 導 は 大 変 大 切 だ

と 思 っ て い ま す 。 特 別 支 援 学 級 や 特 別 支 援 学 校 で は 、 特 に 実 際

的 で 具 体 的 な 内 容 の 指 導 が 必 要 で す し 、 体 験 的 な 内 容 を 含 ん だ

学 習 が 大 切 に な っ て き ま す 。こ の 家 庭・職 業 家 庭 の １ 番 、「 職 業・

家 庭 た の し い 家 庭 科  わ た し の く ら し に い か す 」と い う 本 を 拝 見

し ま し た け れ ど も 、 国 立 特 別 支 援 教 育 総 合 研 究 所 の 研 究 員 の 方

が 監 修 に か か わ っ て い る と い う こ と も あ り ま し て 、 知 的 な 遅 れ

の あ る 生 徒 に と っ て は 身 近 な １ ５ の 題 材 を イ ラ ス ト で す と か 写

真 を た く さ ん 使 っ て 、 読 み や す く 、 わ か り や す い つ く り に な っ

て い る と 思 い ま し た 。 ほ ぼ １ 冊 全 て 授 業 に 使 え る よ う に 構 成 も

よ く 考 え ら れ て い ま す 。  

 ま た 、 今 お 話 し し ま し た 自 立 に 向 け た 実 際 的 、 具 体 的 な 内 容
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の 指 導 と い う 視 点 で 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 課 題 の あ る 児 童 ・

生 徒 に と っ て 学 び や す い 本 だ な と 感 じ ま し た の は 、 先 ほ ど か ら

さ ま ざ ま コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 課 題 の あ る お 子 さ ん に つ い て の

お 話 も あ り ま し た け れ ど も 、No.１ ０ の 道 徳 に あ る １ 番 の「 子 ど

も の 生 き る 力 を 育 て る せ い か つ の 絵 じ て ん 」、２ 番 の「 子 ど も の

マ ナ ー 図 鑑（ ３ ）で か け る と き の マ ナ ー 」、こ の ２ 冊 で す 。ど ち

ら も こ れ ま で に 生 活 ・ 地 図 ・ 社 会 で 採 択 さ れ て い る も の で す け

れ ど も 、 生 活 の さ ま ざ ま な 場 面 を 取 り 上 げ て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン に 必 要 な 基 本 的 な 事 項 を 、 や は り こ ち ら も イ ラ ス ト な ど で 具

体 的 に 示 し て い ま す 。 年 間 の 学 校 生 活 に 合 わ せ て 、 事 前 学 習 で

す と か 、 あ る い は 事 後 の 振 り 返 り 学 習 に も 使 え ま す し 、 ま た 、

児 童 ・ 生 徒 の 様 子 や 必 要 な 場 面 に タ イ ミ ン グ よ く 繰 り 返 し て 扱

う こ と も で き る と 思 い ま す 。 道 徳 と し て も 適 し て い る 本 だ な と

思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。他 に い か が で し ょ う か 。井 上 委 員 、

お 願 い し ま す 。  

 

井 上 委 員   私 は No．９ 、英 語 で す け れ ど も 、く も ん 出 版 の「 え い ご １  は

じ め て の ア ル フ ァ ベ ッ ト 」 に つ い て お 話 し し ま す 。  

 こ の 本 は ２ ６ 個 の 大 文 字 を 書 く ド リ ル で 、１ 枚 ず つ は が し て 、

シ ー ト に し て 使 え ま す 。絵 や シ ー ル や 、ま た 最 後 の 表 彰 状 な ど 、

た く さ ん 楽 し い 工 夫 が あ る ん で す け れ ど も 、 特 に 秀 逸 だ と 思 っ

た の は 練 習 す る 文 字 の 順 番 で す 。ア ル フ ァ ベ ッ ト 順 で は な く て 、

文 字 を 構 成 す る 線 の 特 徴 に よ っ て 難 度 の 低 い も の か ら 順 番 に 出

て く る の で 、 各 作 業 に 課 題 の あ る 児 童 ・ 生 徒 に と っ て 大 変 取 り

組 み や す い と 思 い ま す 。  

 ま ず 、 Ｌ と か Ｔ な ど の 垂 直 や 水 平 の 直 線 に 始 ま り 、 次 に Ｘ と

か Ａ な ど の 斜 め の 直 線 が 組 み 合 わ さ り 、 さ ら に Ｄ や Ｕ な ど の 曲

線 が 入 っ て き て 、 最 後 は Ｓ 、 Ｏ 、 Ｑ と な り ま す 。 自 分 が 中 学 校



- 21 - 

 

で 英 語 を 教 え て い る と き に は 、 こ の よ う な 形 に 注 目 し た 分 類 を

意 識 し た こ と が ほ と ん ど な か っ た の で 、 感 心 し ま し た 。  

 最 初 の 方 で 練 習 し た 文 字 も 繰 り 返 し 出 て き て 、 大 き さ が だ ん

だ ん 小 さ く な っ て い っ た り 、 そ れ か ら 、 な ぞ り 書 き の 指 示 が 減

っ て い っ た り と い う ふ う に 、 自 然 に 上 達 す る よ う に な っ て い る

の で 、 子 ど も た ち が 夢 中 で 取 り 組 む 様 子 が 目 に 浮 か ぶ よ う な 気

が し ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。他 に い か が で し ょ う か 。そ れ で は 、

田 中 委 員 。  

 

田 中 委 員   今 、 井 上 先 生 の 方 か ら お 話 が あ っ た よ う に 、 「 え い ご １  は

じ め て の ア ル フ ァ ベ ッ ト 」 で す が 、 や は り 今 お っ し ゃ っ た よ う

に 、 縦 の 線 か ら 始 ま り 、 だ ん だ ん と 折 れ 曲 が る 線 や 、 曲 が っ た

線 に 移 行 し て い く 、 ふ だ ん 慣 れ 親 し ん で い る 平 仮 名 と は 全 く ス

タ イ ル が 違 う ア ル フ ァ ベ ッ ト に 無 理 な く 自 然 に な じ ん で い け る

こ と が 大 事 だ と 思 い ま し た 。  

 あ と 、道 徳 の 方 の「 学 校 で は 教 え て く れ な い 大 切 な こ と（ ２ ）

友 だ ち 関 係 （ 自 分 と 仲 良 く ） 」 、 あ と も う １ つ 、 「 学 校 で は 教

え て く れ な い 大 切 な こ と（ ６ ）友 だ ち 関 係（ 気 持 ち の 伝 え 方 ）」

と い う 本 で す が 、 自 分 の 気 持 ち を う ま く 伝 え る の が 苦 手 な お 子

さ ん で す と か 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る の が 苦 手 で 相 手 に 誤

解 を 与 え て し ま い や す い よ う な お 子 様 の 、 自 分 が ど う し て そ う

な っ て し ま っ た の か な 、ど う し た ら よ か っ た の か な と い う の が 、

漫 画 を 通 じ て 自 分 の 気 持 ち に 伝 わ る よ う な 、 自 分 自 身 に 響 く よ

う な と こ ろ が い い な と 思 い ま し た 。  

 ち ょ っ と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 苦 手 な 特 別 支 援 の お 子 様 だ け

で は な く て 、 そ の 他 い ろ い ろ な 学 校 の お 子 様 に も 読 ん で い た だ

き た い 本 だ な と 思 い ま し た 。  
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委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に い か が で す か 、 東 委 員 。  

 

東 委 員   私 も 、 今 、 田 中 委 員 が お っ し ゃ っ た の と 同 じ よ う に 、 道 徳 の

新 規 図 書 の ３ 番 と ４ 番 、 「 学 校 で は 教 え て く れ な い 大 切 な こ と

（ ２ ） 友 だ ち 関 係 （ 自 分 と 仲 良 く ） 」 と 「 学 校 で は 教 え て く れ

な い 大 切 な こ と （ ６ ） 友 だ ち 関 係 （ 気 持 ち の 伝 え 方 ） 」 の ２ 冊

に つ い て お 話 し し た い と 思 い ま す 。  

 何 度 か コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 課 題 の あ る 児 童 ・ 生 徒 に つ い て

の お 話 が 出 て き て い ま す け れ ど も 、 想 像 力 が 弱 か っ た り 、 イ メ

ー ジ 化 し に く い た め に 、 人 の 気 持 ち を 理 解 し た り 、 人 と の 距 離

感 を 上 手 に と る こ と が 苦 手 で 、生 活 場 面 で も 難 し さ が あ り ま す 。

こ の ２ 冊 の 本 で は 、生 活 や 対 人 関 係 の 場 面 を 漫 画 で 示 し て い て 、

吹 き 出 し を 使 っ て 、 ど の よ う な や り と り が 想 定 さ れ る の か 、 そ

れ か ら 、 そ の と き ど の よ う に 感 じ て 、 ど の よ う に 対 応 す る の か

を 理 解 す る こ と が で き る よ う に な っ て い ま す 。  

 見 え に く く 、 理 解 し に く い こ と を 視 覚 化 し て 認 識 さ せ て 、 自

己 の 表 現 ス キ ル や 対 人 ス キ ル を 習 得 さ せ る た め に 活 用 で き る と

思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。そ れ で は 、山 田 委 員 、お 願 い し ま す 。 

 

山 田 委 員   Ｎ ｏ .１ ０ の 道 徳 の 領 域 に 関 し て は 、各 先 生 方 と か 田 中 委 員 も

そ の 特 徴 と い う と こ ろ を し っ か り 伝 え ら れ て い る 中 で 感 じ た こ

と と し て は 、 や は り 、 こ れ か ら 自 立 し て い く と い う ス テ ー ジ を

お 子 様 方 が 迎 え て い く に 当 た っ て 、 ど う す る こ と が 接 す る 上 で

必 要 な の か と い う こ と の 手 が か り を し っ か り 見 つ け て い く ヒ ン

ト と し て 見 え る 形 に な っ て い る も の が 、 今 回 提 示 さ れ て い る も

の に 関 し て は 非 常 に ク リ ア に 見 え て い る の か な と い う ふ う に 思

っ て い ま す 。  

 学 習 を し て い く 上 で 、 手 本 を 見 て 、 そ の 手 本 を ま ね て い っ て
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自 分 の も の に し て い く と い う ス テ ー ジ は 非 常 に 大 事 だ と 思 い ま

す し 、 ま た 、 気 持 ち を 伝 え る と い う 、 先 ほ ど も 出 て き ま し た け

れ ど も 、 形 に 見 え な い も の を ど の よ う に 理 解 す る か と い う と こ

ろ の 手 が か り と い う の は 、 こ の 中 に は し っ か り と 詰 ま っ て い る

な と 感 じ ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う

か 。 小 林 委 員 。  

 

小 林 委 員   家 庭 ・ 職 業 家 庭 と 道 徳 の 教 科 書 に つ い て 、 ど れ も 自 立 と か 、

生 活 に 必 要 な 情 報 が 載 っ て い て 、 本 人 に 理 解 で き た ら 読 ま せ た

い な と い う 内 容 が 多 か っ た ん で す が 、 じ ゃ 、 ど う い う ふ う に 書

い て あ れ ば 本 人 が わ か り や す い の か な と い う と こ ろ で 見 比 べ て

い て 、 家 庭 ・ 職 業 家 庭 は 、 １ 番 の 教 科 書 、 「 職 業 ・ 家 庭 た の し

い 家 庭 科  わ た し の く ら し に 生 か す 」 、 道 徳 に つ い て も １ 番 の

「 子 ど も の 生 き る 力 を 育 て る せ い か つ の 絵 じ て ん 」 、 こ の ２ つ

が 配 列 の 仕 方 が わ か り や す い ん じ ゃ な い か な と 思 い ま し た 。 う

ち の 子 は 、 １ ペ ー ジ に た く さ ん の 情 報 が 載 っ て い る と 、 ど こ を

見 て い い か わ か ら な く な っ て い る よ う で 、 シ ン プ ル な の が 一 番

伝 わ る ん じ ゃ な い か と い う の は 何 と な く 感 じ て い ま す 。  

 そ こ を 基 本 に 読 み 進 め る と 、 道 徳 の １ 番 の 方 は 、 絵 じ て ん だ

け に 絵 の 情 報 が た く さ ん あ る ん で す け れ ど も 、 そ の 絵 の 配 置 が

区 切 ら れ て い て 、順 番 に 見 ら れ た り と か 、ぱ っ と 開 い た と き に 、

ど こ を 見 て い い か わ か ら な い と い う こ と が 起 こ り に く い ん じ ゃ

な い か な と い う の は す ご く 感 じ ま し た 。 そ れ は 、 家 庭 ・ 職 業 家

庭 の １ 番 の 教 科 書 も 同 じ な ん で す が 、 配 列 と い う と こ ろ が す ご

く よ く て 、 内 容 も 身 に つ け て ほ し い 内 容 が 詰 ま っ て い る な と 感

じ ま し た 。  

 あ と 、 英 語 な ん で す が 、 う ち の 子 は 、 平 仮 名 よ り も 数 字 、 ア

ル フ ァ ベ ッ ト を 先 に 覚 え ま し た 。 恐 ら く 形 が 認 識 し や す い ん じ
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ゃ な い か な と 思 い ま し て 、 も ち ろ ん 書 く 段 階 に は ま だ 行 か な い

と き に 、 見 て 覚 え る の は 数 字 と ア ル フ ァ ベ ッ ト が ま ず 最 初 で 、

小 学 校 も 高 学 年 に な っ て き た の で 、 平 仮 名 を 何 と か 自 分 の 名 前

だ け で も 書 け る よ う に 、 今 、 一 生 懸 命 練 習 し て い る ん で す が 、

や っ ぱ り な か な か 丸 み を 帯 び た 字 が う ま く な ぞ れ な い よ う で 、

ふ と 、く も ん 出 版 の 、こ の 英 語 の ア ル フ ァ ベ ッ ト を 見 た と き に 、

真 っ す ぐ の 線 と か だ っ た ら 、 む し ろ こ っ ち の 方 が 自 分 で 書 け る

か な と 思 っ て 、 ち ょ っ と 担 任 の 先 生 に 言 っ て み よ う か な と 思 っ

て 。 平 仮 名 も そ う な ん で す け れ ど も 、 ち ょ っ と な ぞ る と い う こ

と に な れ る の に 、も し か し た ら ア ル フ ァ ベ ッ ト を や ら せ た 方 が 、

も と も と 好 き な の で 進 ん で や る ん じ ゃ な い か な と 思 っ て 。 そ こ

は 私 の 中 で も 新 し い 発 見 で し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う

か 。 よ ろ し い で す か 。  

 そ れ で は 、 全 体 を 通 じ て 何 か 補 充 で あ る と か 、 追 加 で あ る と

か 、 ご 意 見 が あ り ま し た ら お 伺 い い た し ま す 。 よ ろ し い で し ょ

う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 他 に ご 意 見 が な い よ う で す の で 、 議 題 １ 「 令 和 ２

年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 小 学 生 若 し く は 中 学 校 の 特 別 支 援 学

級 用 教 科 用 図 書 に つ い て 」 の 審 議 は こ こ ま で と し た い と 思 い ま

す 。  

 こ こ で １ ０ 分 間 ほ ど 休 憩 を し た い と 思 い ま す 。 １ ０ 時 ５ 分 に

な り ま し た ら 審 議 を 再 開 い た し ま す の で 、 よ ろ し く お 願 い し ま

す 。  

 そ れ で は 、 休 憩 と い た し ま す 。  
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午 前 ９ 時 ５ ６ 分 休 憩  

午 前 １ ０ 時 ５ 分 再 開  

 

委 員 長   そ れ で は 、 引 き 続 き 審 議 を 行 い た い と 思 い ま す が 、 議 題 ２ の

審 議 を 行 う 前 に 、 こ こ で ち ょ っ と 順 番 が 前 後 し て し ま い ま し た

け れ ど も 、 次 第 に ご ざ い ま す （ １ ） 会 議 録 署 名 委 員 の 指 名 に つ

い て 、 申 し わ け ご ざ い ま せ ん 、 行 っ て お り ま せ ん で し た の で 、

指 名 を さ せ て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

 前 回 と 同 様 、 私 と 、 そ の 他 に 井 上 委 員 に お 願 い し た い と 思 い

ま す が 、 よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

各 委 員   よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 井 上 委 員 、 お 願 い い た し ま す 。  

 

井 上 委 員   承 知 い た し ま し た 。 よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 引 き 続 き ま し て 、 議 題 ２ 「 令 和 ２ 年 度 使 用 中 学 校

用 教 科 用 図 書 に つ い て 」 審 議 を 行 い た い と 思 い ま す 。  

 中 学 校 の 教 科 用 図 書 の 審 議 に つ き ま し て は 、 前 回 の 審 議 委 員

会 の 際 に 、国 か ら の 通 知 に 、「 ４ 年 間 の 使 用 実 績 を 踏 ま え つ つ 、

平 成 ２ ７ 年 度 採 択 に お け る 調 査 研 究 の 内 容 等 を 活 用 す る こ と も

考 え ら れ る 」 と 示 さ れ て い る こ と か ら 、 中 学 校 の 校 長 先 生 お ２

人 に 、 現 在 使 用 し て い る 教 科 用 図 書 に つ い て 、 各 中 学 校 の 使 用

実 績 を 確 認 い た だ く こ と に な っ て お り ま し た 。  

 ま ず 、 井 上 委 員 、 長 田 委 員 よ り 、 中 学 校 に お け る 使 用 実 績 を

教 え て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

 そ れ で は 、 井 上 委 員 、 お 願 い い た し ま す 。  

 

井 上 委 員   今 あ り ま し た よ う に 、 中 学 校 の 教 科 用 図 書 に つ き ま し て は 、



- 26 - 

 

前 回 の 採 択 か ら ３ 年 余 り の 使 用 を 経 た こ と に な り ま す 。 こ の 間

の 各 中 学 校 で の 使 用 実 績 に つ き ま し て 、 中 学 校 校 長 会 で も 確 認

を い た し ま し た 。 実 際 に 使 用 し て い る 教 員 に 聞 き 取 り 等 を し て

み ま し た と こ ろ 、 教 科 書 に よ っ て は 使 い づ ら さ が あ る と い う こ

と で し た け れ ど も 、 必 要 な こ と を 資 料 や 補 助 教 材 で 補 う な ど の

工 夫 を し な が ら 、 全 体 と し て は 現 学 習 指 導 要 領 の 示 す 目 標 に 向

か っ て 指 導 を で き て い る と い う こ と で し た 。  

 ま た 、 昨 年 、 ２ ０ １ ８ 年 度 か ら は 、 再 来 年 、 ２ ０ ２ １ 年 度 に

全 面 実 施 と な り ま す 新 学 習 指 導 要 領 へ の 移 行 期 間 で す の で 、 既

に 現 在 の 教 科 書 を 用 い て 計 画 を 立 て 、 新 し い 時 代 に 必 要 と な る

資 質 ・ 能 力 の 育 成 に 取 り 組 ん で い る と こ ろ で す 。  

 ま た 、 今 年 度 の 採 択 に 関 し ま し て は 新 し い 教 科 用 図 書 の 申 請

が あ り ま せ ん で し た の で 、 来 年 度 は 現 在 使 用 し て い る 教 科 書 を

用 い て 、 新 学 習 指 導 要 領 へ の 移 行 に 備 え な が ら 、 全 面 改 訂 と な

る 新 し い 教 科 用 図 書 の 研 究 と 採 択 に 時 間 を か け て 丁 寧 に 取 り 組

む と い う こ と が 適 当 で あ る と 考 え て お り ま す 。  

 

委 員 長   ど う も あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 続 き ま し て 、 長 田 委 員 は い か が で し ょ う か 。  

 

長 田 委 員   私 も 井 上 委 員 の 意 見 に 賛 成 で す 。 本 校 の 教 職 員 の 教 科 書 の 使

用 実 績 を 確 認 し ま し た と こ ろ 、 ど の 教 科 も 教 科 書 を 活 用 し な が

ら 、 各 教 科 の 目 標 を 達 成 す る た め に さ ま ざ ま な 資 料 を 活 用 し 、

工 夫 し て い る 様 子 が 伝 わ っ て き ま し た 。 昨 年 度 か ら は 新 学 習 指

導 要 領 の 移 行 期 間 を 意 識 し 、 履 修 に 無 理 が な い よ う に 研 修 を 積

み な が ら 努 力 し て い ま す 。  

 今 回 、 審 議 委 員 長 宛 て に 、 中 学 校 用 教 科 用 図 書 の 採 択 審 議 に

つ い て 要 望 が 届 い て い る こ と も 承 知 し て い ま す 。 使 い に く さ が

あ る 教 科 書 も あ る と 聞 い て い ま す が 、全 教 科 押 し な べ て 見 る と 、

お お む ね 教 職 員 が 工 夫 を し な が ら 、 ね ら い に 沿 っ て 目 標 を 達 成
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す る よ う に 事 業 を 進 め て い る 様 子 が あ る の で 、 生 徒 、 教 職 員 双

方 の 負 担 も 考 え て 、 現 在 使 用 し て い る 教 科 用 図 書 を 引 き 続 き 使

用 し 、 来 年 度 、 新 学 習 指 導 要 領 に 則 っ た 新 た な 教 科 用 図 書 の 採

択 で 検 討 し て い く の が 相 当 だ と 考 え ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 中 学 校 の 実 績 に つ い て 丁 寧 に ご 確

認 い た だ き 、 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 お ２ 人 の 委 員 か ら は 、 教 科 書 に よ っ て は 使 い づ ら さ は あ る も

の の 、 お お む ね 教 職 員 が 工 夫 を し な が ら 、 新 学 習 指 導 要 領 へ の

全 面 実 施 に 向 け 、 現 在 の 教 科 書 を 用 い て 、 新 し い 時 代 に 必 要 と

な る 資 質 、 能 力 の 育 成 に 取 り 組 ん で い る と の こ と で し た 。  

 ま た 、 今 年 度 新 た に 申 請 さ れ た 教 科 用 図 書 も な か っ た た め 、

来 年 度 は 現 在 使 用 し て い る 教 科 書 を 用 い て 新 学 習 指 導 要 領 へ の

移 行 に 備 え た い と い う こ と で し た が 、 こ れ に つ き ま し て は 、 昨

年 度 の 小 学 校 が 同 じ 状 況 で あ っ た と 思 い ま す 。 小 学 校 長 の 委 員

の 皆 様 は 、 昨 年 度 採 択 替 え を 行 わ ず 、 本 年 度 、 平 成 ２ ６ 年 度 使

用 の 教 科 用 図 書 を 使 っ て お り ま す け れ ど も 、 本 年 度 の 使 用 状 況

に つ き ま し て は い か が だ っ た で し ょ う か 。 岩 成 委 員 。  

 

岩 成 委 員   昨 年 度 、 小 学 校 で も 同 じ よ う な 状 況 が 確 か に あ り ま し た 。 審

議 の 結 果 、 現 在 使 用 し て い る 教 科 書 を 引 き 続 き 使 用 す る と し た

経 緯 が あ り ま す 。 理 由 は 、 各 小 学 校 に お い て 使 用 し て い て 、 特

に 問 題 が な か っ た こ と 、 ま た 、 あ と １ 年 だ け の 使 用 で あ る と い

っ た こ と で し た 。  

 教 育 委 員 会 に お い て も 、 そ れ ら の 理 由 に よ り 採 択 替 え を 行 わ

ず 、 平 成 ２ ６ 年 度 使 用 の 教 科 用 図 書 を 引 き 続 き 採 択 す る こ と が

決 定 さ れ ま し た 。 そ の こ と に よ り 、 児 童 ・ 生 徒 、 教 員 に と っ て

の 負 担 が 軽 減 さ れ た と 思 い ま す 。  

 井 上 委 員 、 長 田 委 員 が 述 べ た よ う に 、 来 年 度 は ２ ０ ２ １ 年 度

か ら 全 面 実 施 と な る 新 学 習 指 導 要 領 に 則 っ た 新 し い 教 科 用 図 書
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の 研 究 と 採 択 に 時 間 を か け る 方 が 私 も よ い の で は な い か と 思 い

ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う

か 。 中 川 委 員 。  

 

中 川 委 員   私 も 同 様 に 考 え ま す 。 小 学 校 で は 、 継 続 使 用 し た こ と で 、 児

童 に と り ま し て は 各 教 科 書 を 使 用 す る 中 で 、 そ れ ま で の 学 習 の

流 れ を 変 え る こ と な く 、 見 通 し を 持 っ て 授 業 を 進 め る こ と が で

き ま し た 。 混 乱 を 招 く こ と が あ り ま せ ん で し た 。  

 ま た 、 教 師 に と り ま し て も ４ 年 間 の 教 材 研 究 の 積 み 重 ね や 授

業 展 開 の 共 有 を す る こ と に よ り 、 一 歩 進 ん だ 深 い 学 び を 児 童 に

保 障 で き て い る の で は な い か と 思 い ま す 。  

 し た が っ て 、 新 学 習 指 導 要 領 が 全 面 改 訂 と な る 再 来 年 度 に 向

け 、 来 年 度 の 採 択 審 議 を 丁 寧 に 行 っ た 方 が よ い の で は な い か と

考 え ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に 小 学 校 の 先 生 方 、 い か が で す

か 。 よ ろ し い で す か 。  

 昨 年 度 は 小 学 校 の 採 択 替 え の 年 度 で し た け れ ど も 、 審 議 委 員

会 の 答 申 を 受 け 、 教 育 委 員 会 で は 引 き 続 き 平 成 ２ ６ 年 度 使 用 の

教 科 用 図 書 を 使 用 す る こ と が 決 定 さ れ ま し た 。そ の こ と に よ り 、

引 き 続 き 同 じ 教 科 書 を 使 用 し て い る わ け で す 。  

 し か し 、 子 ど も た ち も 教 員 も 、 こ れ ま で の 学 習 の 流 れ を 変 え

る こ と な く 、 ４ 年 間 積 み 重 ね て き た 教 材 研 究 を 生 か す こ と が で

き て い る よ う に 、 私 も 現 場 を 見 な が ら 感 じ て い る と こ ろ で す 。  

 他 に ご 意 見 は ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。 井 上 委 員 。  

 

井 上 委 員   た だ い ま 本 年 度 の 小 学 校 の 様 子 を お 聞 き し ま し て 、 や は り 、

中 学 校 で も 現 在 使 用 し て い る 教 科 用 図 書 を 引 き 続 き 使 用 し て 、
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新 学 習 指 導 要 領 の 全 面 実 施 に 向 け て 準 備 に 集 中 す る と い う こ と

の 方 が 子 ど も た ち に と っ て も 、 ま た 教 員 に と っ て も 有 益 で あ る

と 改 め て 思 い ま し た 。  

 中 学 校 と い た し ま し て も 、 ぜ ひ そ の よ う な 方 向 で 進 め て い た

だ き た い と 思 い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 皆 様 、 い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   そ れ で い い と 思 い ま す 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 令 和 ２ 年 度 使 用 中 学 校 用 教 科 用 図 書 に つ い て 確 認

い た し ま す 。 中 学 校 用 教 科 用 図 書 に つ い て は 、 新 学 習 指 導 要 領

の 移 行 期 間 で あ り 、 全 面 実 施 に 向 け て 現 在 の 教 科 書 を 使 っ て 計

画 的 に 準 備 を 進 め て い る 状 況 で あ る こ と 、 新 た な 教 科 用 図 書 の

申 請 が な か っ た こ と 、 あ と １ 年 間 だ け の 使 用 で あ る こ と か ら 、

新 し く 採 択 替 え を す る 必 要 が な い と 考 え 、 現 在 使 用 し て い る 教

科 用 図 書 を 引 き 続 き 使 用 す る と い う こ と を 審 議 の ま と め と し て

よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

各 委 員   結 構 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 そ れ で は 、 議 題 ２ 「 令 和 ２ 年 度 使 用 中 学 校 用 教 科 用 図 書 に つ

い て 」 の 審 議 は こ こ ま で と し ま す 。  

 引 き 続 き 、 議 題 ３ 「 令 和 ２ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 に 関 す

る 審 議 結 果 の 答 申 に つ い て 」 の 審 議 を 行 い た い と 思 い ま す 。  

 昨 年 度 の 答 申 に つ い て は 、 各 議 題 の 審 議 結 果 を ま と め た 「 審

議 の ま と め 」 を 作 成 し 、 会 議 録 を 添 付 資 料 と し て お り ま し た 。

今 回 の 答 申 を ど の よ う な 形 に す る か 、 ご 意 見 を お 願 い し ま す 。

和 智 委 員 。  
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和 智 委 員   昨 年 度 の 審 議 結 果 の ま と め を 拝 見 い た し ま し た 。 と て も わ か

り や す い と 思 い ま し た の で 、 昨 年 度 同 様 、 審 議 を ま と め た も の

を 答 申 と す る こ と に 賛 成 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 に は い か が で し ょ う か 。 田 部 井 委

員 。  

 

田 部 井 委 員  答 申 と し て お 示 し す る に は 、 審 議 の 結 果 が わ か り や す い と い

う こ と が 、 や は り 大 切 だ と 考 え ま す 。 審 議 の 結 果 を 昨 年 の よ う

に わ か り や す く ま と め た も の を 答 申 と し 、 参 考 と し て 会 議 録 を

添 付 す る の が よ い か と 考 え ま す 。  

 

委 員 長   他 に い か が で す か 。  

 そ れ で は 、 答 申 に つ き ま し て は 、 審 議 の 内 容 を ま と め た も の

を 作 成 し 、 会 議 録 に つ い て は 参 考 に 添 付 す る と い う ご 意 見 を い

た だ き ま し た が 、 そ の 方 向 で よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

各 委 員   結 構 で す 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 答 申 に つ き ま し て は 、 ２ 回 目 の 「 小 学 校 用 教 科 用

図 書 の 審 議 」、並 び に ３ 回 目 の「 中 学 校 用 教 科 用 図 書 の 審 議 」、

「 特 別 支 援 学 校 及 び 特 別 支 援 学 級 用 の 教 科 用 図 書 」 に つ い て の

審 議 を 審 議 の 結 果 と し て ま と め 、 答 申 す る と と も に 、 資 料 と し

て 会 議 録 を 添 付 す る こ と と し ま す 。  

 改 め ま し て 、 議 題 ３ 「 令 和 ２ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 に 関

す る 審 議 結 果 の 答 申 に つ い て 」 確 認 し ま す 。  

 １ 点 目 の 、 第 ２ 回 審 議 委 員 会 に お け る 議 題 「 令 和 ２ 年 度 使 用

小 学 校 教 科 用 図 書 の 審 議 に つ い て 」 は 、 審 議 し て き た 結 果 を 種

目 ご と に ま と め た 資 料 を 私 の 方 で 作 成 し 、 そ れ を も っ て 答 申 と
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す る こ と 、 ま た 、 審 議 の 会 議 録 を 参 考 資 料 と し て 添 付 し 、 答 申

と す る こ と で い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   お 願 い し ま す 。  

 

委 員 長   ２ 点 目 と し ま し て 、 本 日 の 議 題 ２ 「 令 和 ２ 年 度 使 用 中 学 校 用

教 科 用 図 書 の 審 議 に つ い て 」 は 、 新 学 習 指 導 要 領 の 移 行 期 間 で

あ り 、 全 面 実 施 に 向 け て 現 在 の 教 科 書 を 使 っ て 計 画 的 に 準 備 を

進 め て い る 状 況 で あ る こ と 、 新 た な 教 科 用 図 書 の 申 請 が な か っ

た こ と 、 あ と １ 年 間 だ け の 使 用 で あ る こ と か ら 、 新 し く 採 択 替

え を す る 必 要 が な い と 考 え 、 現 在 使 用 し て い る 教 科 用 図 書 を 引

き 続 き 使 用 す る と い う こ と で よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

各 委 員   は い 。  

 

委 員 長   ３ 点 目 と し ま し て 、 本 日 の 議 題 １ 「 令 和 ２ 年 度 使 用 特 別 支 援

学 校 及 び 小 学 校 若 し く は 中 学 校 の 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 に

つ い て 」 は 、 子 ど も の 実 態 や 発 達 段 階 に 応 じ て 幅 広 く 一 般 図 書

の 採 択 が 可 能 と な る よ う に 、 昨 年 度 ま で 採 択 さ れ て い る 一 般 図

書 は 引 き 続 き 使 用 で き る こ と 、 今 回 審 議 を 行 っ た 教 科 用 図 書 と

し て 使 用 し た い と 考 え て い る 新 規 図 書 や 複 数 種 目 で 希 望 が あ る

一 般 図 書 は い ず れ も 適 切 で あ る こ と と 考 え る 旨 を 答 申 し た い と

考 え ま す が 、 い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 な お 、 会 議 録 に つ き ま し て は 添 付 資 料 と し 、 私 と 署 名 委 員 の

井 上 委 員 で 確 認 し た 後 、答 申 を す る よ う に し た い と 思 い ま す が 、

い か が で し ょ う か 。  
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各 委 員   お 願 い し ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 に ご 意 見 等 は ご ざ い ま す で し ょ う

か 。 よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 議 題 ３ に つ い て の 審 議 を 終 了 い た し ま す 。  

 こ れ で 予 定 さ れ た 議 題 に 関 す る 審 議 は 終 わ り ま し た が 、 全 体

を 通 し て 皆 様 か ら 何 か ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 事 務 局 か ら 何 か ご ざ い ま す か 。  

 

事 務 局   そ れ で は 、 今 後 の 予 定 に つ い て 説 明 い た し ま す 。  

 事 務 局 と い た し ま し て は 、 今 後 、 本 審 議 委 員 会 の 会 議 録 を 作

成 い た し ま し て 、 審 議 委 員 長 に 確 認 い た だ き ま す 。 審 議 委 員 長

に お か れ ま し て は 、 た だ い ま の 審 議 の 結 果 を 踏 ま え て 答 申 を 作

成 い た だ き 、 会 議 録 を 資 料 と し て 添 付 し 、 署 名 委 員 に 確 認 を し

て い た だ き ま す 。 そ の 後 、 審 議 委 員 長 か ら 教 育 長 へ の 答 申 を 行

う こ と に な り ま す の で 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 そ れ で は 、 こ れ を も ち ま し て 全 て の 審 議 を 終 了 い た し ま し た

の で 、 第 ３ 回 令 和 ２ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会

を 閉 会 い た し ま す 。 本 日 は あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 



- 33 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ の 会 議 の 結 果 の 記 載 に 相 違 な い こ と を 、 確 認 す る 。  

 

 

署 名 委 員  


